


[image: ]







極上の他人


惣領莉沙












目次




第一章


お見合い、ですか

心身衰弱

熱のせい






第二章


強引な人

やっぱり強引な人

池の上の展示場






第三章


遠ざかる車

知らずにいた苦しみ

ずっと見ていたんだ






第四章


俺が守るから

冷たい再会

愛しくてずるい人






第五章


極上の他人

極上の未来

極上の笑顔






第六章


輝の長い夜

史郁の長い夜






あとがき







第一章










お見合い、ですか




「また……お見合い、ですか？」

　机に置かれた淡いピンク色の封筒には、『京きょう極ごく史ふみ郁か様』と私の名前が書かれている。

　その大きさ、その厚み。先方の写真と釣書が入っているに違いない。

　亜あ実みさんから持ち込まれたお見合い話に、私は大きなため息をついた。

　このシチュエーションも何度目だろうかとカウントしつつ、今回はどうやって断るかを考える。

「私、この春入社したばかりの新入社員ですけど」

「それがどうしたの。結婚するタイミングに、早いも遅いもないのよ」

　その声に促され、封筒から取り出した釣書と写真を渋々見れば、予想に反してラフな服装で、何やら企んでいそうな笑顔が私を見つめていた。

「男前でしょ。砂さ川がわ 輝ひかるくんといって、以前は塾の先生だったんだけど、今は雑誌にもよく紹介されるバーの店長兼オーナーなの。お勧め中のお勧め」

　目の前で楽しげに話す彼女は、女性初の管理職として精力的に仕事をこなし、社内恋愛で結婚した年下の旦那様と、葉は乃のちゃんという保育園に通う女の子を溺愛する日ひ比び野の亜実さん。

　いえいえ、日比野課長。

　課長と呼ばれることに抵抗を感じるのか、普段から『亜実さんでいいから』と言ってはふわりと笑っている。

　彼女は私の新人社員研修中の担任で、配属後も何かと気にかけてくれている。

　そして、お見合いやら合コンやら、いくつもの話を持ってきては、私をその気にさせようと虎こ視し眈たん々たん。私だけでなく、社内の独身社員全員が彼女のターゲットで、せっせと縁結びに精を出している。

　まだ三十代前半ということもあり若い社員との交流も多く、課長とはいえ親しみやすい人だ。

　私も何度も声をかけられ〝お見合い〟の場に送り込まれそうになった。図面があふれている私の机の上に、釣書と写真が並べられたのも……そう、五回目だ。

　前回の相手は確か銀行マンだった。まだ入社一年目の私に今すぐ結婚したいという願望があるわけもなく、そのときも丁重にお断りした。

　今の私は仕事を覚えることが最優先で、プライベートな時間でさえ仕事関連の勉強に当てている。

　望んでいた建築の世界に身を置き、ようやく将来への道筋をつけたばかりだというのに、結婚なんて考えられない。

　もちろん、いつかは愛する人と結婚して幸せになりたいと思うけれど、生い立ちのせいか、それはとても曖あい昧まいな思いで、具体的に考えることはない。

　私にとって結婚は、夢見るだけの憧れのようなもの。

　だから、お見合いにも合コンにも、なんの興味もない。

　とにかく今は、これまで学んできたことを生かしながら仕事に励み、ひとりでも生きていけるようにならなければと、必死なのだ。

　そんな私の思いをこれまで何度も亜実さんに伝えたというのに、彼女はそれを忘れたかのように話を続けている。

「輝くんはバーのオーナーだから夜のお仕事で生活リズムは不規則だし、それに客商売だから先行き不安定でしょ。お店で何度か顔を合わせて仲良くなった彼のお姉さんはそれを心配して、輝くんを大切にしてくれる人はいないかなって相談してきたの。そのときにふみちゃんしかいないってひらめいてね。釣書と写真が入ったこの封筒を預かった瞬間、『京極史郁様』って名前まで書いちゃった」

「書いちゃったって……。夜のお仕事だったら、会社員の私とは生活リズムがまったく違うじゃないですか。それに不安定な職業だとわかっていて、どうしてそんな人を私に勧めるんですか」

　未来に結婚を見据えるお見合い相手としてはまったく適していない男性だと思うのは、当然だ。

　やっぱり安定した職業に就いていて、自分と同じ生活リズムの人がいい。

　長い人生をともにするのなら、それは外せない条件のひとつだろう。

「亜実さん、私はまだ入社したてのひよっこです。これから設計のことやら社会のことやら、いっぱい勉強していかなくちゃいけないんですよ。結婚なんて考えられません。このお見合いは、他の女性に回してください」

　親しくしてもらっている相手だとはいえ、課長である亜実さんにこの言い方はどうかと迷いながらも、私は言葉を続けた。

「もしも私が亜実さんの娘なら、このお見合い、勧めますか？」

「ふみちゃんが私の娘？　もしそうだったら大急ぎでふたりが結婚できるように話を進めるわよ。だってこの写真を見てよ。かなりの男前。輝くん目当ての女の子が引きも切らずにお店の前に並んでいるし、雑誌の取材という名目で女性記者もよく来るみたい。そんな人気のある男性の奥さんなんて、楽しそうでしょ？」

「あの……そんな女癖の悪そうな人と、お見合いなんて……」

「あら、女癖が悪いのと、女性に人気があるのとは、まったく違うわよ。女性からの人気が高い男性が自分ひとりだけのものになって、自分ひとりが愛されるなんて、女冥利に尽きるでしょ」

「亜実さん……」

　偏見かもしれないけれど、女性から人気があって、かなりの男前で。それもバーのオーナーなんて、女性の影が絶えなさそうだ。

　そんな男性と付き合ったらきっと、私は四六時中恋人の浮気を気にして悩んで落ち込んで、何も手につかなくなるに違いない。恋愛経験が少ない私には男性との駆け引きなんてできないし、女性からの誘惑が多い男性と付き合うなんて、精神的につらいだろうし。

　一途に私だけを愛してくれる人でなければ付き合うことも結婚もできない。

　それに、相手は私よりも八歳年上の三十歳。それなりに大きいこの年齢差は、お見合いに二の足を踏ませる不安要素のひとつだ。年齢がもう少し近い方が、私には向いているような気がする。

　大学を卒業する直前に別れた恋人をはじめ、同い年か年下としか付き合ったことがない私には、未知の世界だと言ってもいい年齢差だ。

　私より十歳年上の叔父、誠せい吾ご兄ちゃんと近い年齢だということも、かなり気になる。

「亜実さんには申し訳ないですけど、やっぱりこのお話はお断りします。物流部の洋よう子こさんなら、お酒が大好きだし、バーのオーナーとの結婚、いいんじゃないですか」

「うーん。彼女には、以前他の男性とのお見合いをセッティングしてうまく進んだの。確か来週あたり結納なのよね」

「は？」

「お見合いってうまく進み始めると、結婚までとんとん拍子なのよ。時間を無駄にしなくていいわよね」

「はあ……」

　自分の言葉にしみじみと納得する亜実さんを見ながら、この人は何を基準に生きているのだろうかと、力が抜けた。

　設計の世界ではかなり名前が知られた存在で、大きな賞も受賞している。そして、社内の精鋭ばかりが召集される新商品の開発メンバーの中に、いつも名を連ねている優秀な人だ。

　けれど、仕事以外のことに関してはかなりのマイペース。そのペースに他人を巻き込みながら、大らかに生きている。

　結婚後すぐに妊娠し、出産。一年の産休を経て職場に復帰した、公私ともに幸せな彼女を羨うらやむ気持ちは大きい。愛し愛される旦那様とかわいい娘さん。仕事も順調だし、無敵の女神様だ。飄ひょう々ひょうとした笑顔からは、悩みなんてひとつもないように見える。

　小さな頃から悩みばかりの私とは、大違いだな。

「じゃ、今日は残業禁止。輝くんね、ふみちゃんがお店に来てくれるなら会ってもいいって言ってくれたのよ。これが輝くんのお店のショップカード。お見合いだと堅苦しく考えずにおいしいお酒を飲んで、気楽に夕食をごちそうしてもらいなさい。輝くんには私から連絡しておくから」

　そう言って大きく笑った亜実さんは、釣書の上に一枚のショップカードを置くと、まるで逃げるように背を向け離れていく。

「あ、亜実さーん」

　亜実さんは焦る私の声に振り返ることもなく、ひらひらと手を振る。

　そして、「部課長会議に行ってきます」と周囲に声をかけると、図ったかのように部署を飛び出した。

「あ、亜実さん……」

　がっくりと肩を落とし、机の上に広げられた写真に視線を落とすと、確かに女性に人気があるだろうとわかる男前が、私を誘うように笑っていた。




　幸か不幸か、こんな日に限って定時で仕事を終えることができた私は、亜実さんの置き土産であるショップカードを手に、会社を出た。

　私が今日訪ねると亜実さんが連絡したとなれば、顔を出さないわけにはいかないかと思い、重い足取りで目当てのお店を探す。

　すると、大した時間がかかることもなく、大通りに面した場所にその店を見つけた。

『マカロン』というそのお店は、茶色の外壁がどこかレトロな雰囲気を漂わせ、その佇まいからは、ほっとするような温かさが感じられる。

　私は手にしているショップカードを見直したあと、よしっと気合を入れてドアを開けた。

「いらっしゃいませ」

　外観からの印象よりも広い店内から聞こえた声に視線を向けると、私のカバンに入っている写真と同じ顔が笑っていた。客商売に慣れているとわかる営業スマイル全開で、これまた写真通りの、どこか腹黒そうなオーラを漂わせた男性。

「おひとりですか？」

　ちょうどお客様にドリンクを運んでいたのか、手にしていたトレイを片手で持つと、猫のようなしなやかさで私に近づいてきた。

「ただ今テーブル席は満席ですので、カウンター席でもよろしいでしょうか？」

　私の目の前に立った〝輝さん〟は、それ以外の選択肢はないとでもいうような、優しい強引さで首を傾げた。

　このお店で飲めるのなら、テーブルでもカウンターでもどちらでも構わない女の子たちを大勢見てきたのだろう。私がカウンターでもいいと言うに違いないと思っているのか、既にカウンターの向こうにいる男の子に、何やら視線で言葉を投げている。

　その様子がなんだか気に食わない。

「あの、席の用意は結構です。これをお断りしようと思って来ただけなんです」

　カバンの中から亜実さんに押し付けられた釣書と写真を取り出した。

「私がこのお見合いを断った場合、何か困ることはありますか？　もしあれば、そのことも合わせてお話を」

　強い口調に輝さんはたじろいだけれど、それはほんの一瞬のこと。

　私の瞳から弱気な光でも感じ取ったのだろうか、すぐに余裕を取り戻す。

　そして、どう見ても作り笑いにしか見えない顔で私を見つめながら、思わせぶりに目を細めた。

「困ることと言えば、そうですね。こんなにかわいらしい女性との縁がなかったことに傷つく、ということでしょうか」

　声さえも客商売向きで軽やかだ。

　恋愛慣れしていない私はどう答えていいのかわからず焦る。

「か、かわいらしいなんて……」

「よく言われるんじゃないですか？　色白の小さな顔に大きな瞳。ほどよい厚さの唇が男を誘っているように濡れていて。華奢な体は守ってほしいと訴えるように震えている。かわいらしいというよりも、目が離せない魅力がありますね」

「え……あ、あなた、見た目はいいけど、えっと……どこかおかしくないですか？」

　普段、初対面の人にこんな失礼な言葉を使うことなんてないけれど、「魅力がある」なんて言葉に慣れていないせいか、思わず口走ってしまった。

　けれど、そんな私の言葉にひるむことなく、輝さんは楽しそうに笑っている。

「おかしいかどうかはわからないけど、結構一途でけなげだぞ」

「け、けなげなんて、普通は自分で言いません」

　輝さんの余裕ある態度にどきりとした。

　私を見つめたままくすくす笑う姿は見栄えがよくて、店内にいる女性客の視線が集まるのも納得できるけれど。

　時折周囲に視線を投げては意味ありげに瞬きを送る様子を見せられて、仮にもお見合いという場に出向いた私がいい気分になるわけもない。

「あの、真面目に話してもらえないのなら、もう結構です。この釣書と写真は亜実さんに返して、お見合いは決裂だと伝えておきます。お見合いが嫌だからって、ふざけた言葉で私を追い返そうとするなんてひどいです。亜実さんの知り合いだからと思って来たのに、残念です」

　亜実さんがあれほど私に勧めるのだから、ちゃんと話が通じる人かと思っていたけれど、そんな簡単な人じゃなかった。お見合いする気なんてないと遠回しに言っているようだし、私をからかうように『かわいらしい』と言うのも、どこかおかしい。

　お見合いが嫌なら最初からはっきりと断って、わざわざ私を店に呼び出すなんてことしないでほしかった。

「それでは失礼いたします。もう二度と会うことはないと思いますが、お仕事頑張ってくださいね」

　私は小さく頭を下げ、気持ちを切り替えて輝さんに背を向けた。

　どちらかといえば好みの顔だなと思ったなんて顔に出さず、そしてこの店もなかなかいい雰囲気でまた来たいなと思ったことも隠したまま。お店のドアに手をかけ、ゆっくりと押そうとした瞬間。私の腕を掴む力強い手によって、私の体はあっという間にドアから引き離されて、ずるずると引っ張られた。

「ちょ、ちょっと」

　はっと後ろを振り返ると、輝さんが、私の顔を覗き込んでいる。

「せっかく来たんだから、おいしい夕食を食べてほしいな」

「け、結構です。これ以上ここにいる理由なんて、ないですから」

「理由なんていくらでも作れるさ。カウンターで申し訳ないけど、まずは自慢のカレーで俺の点数を上げようかな。な、ふみかちゃん」

「……え」

　私の名前、ちゃんと、知ってるんだ。

　あ、釣書を見て、覚えていたのかな。

　ちゃんと間違えずに私の名前を呼んでくれたことに、思いがけなく心が揺れた。

　そんな気持ちが私の抵抗する気力を奪ったのか、そのまま体は引きずられ、気が付けばお店の奥のカウンター席。

　磨き上げられたカウンターの一枚板は、綺麗な艶を出している。そんな些細なことで、輝さんがこのお店を大切にしていることがわかる。

「じゃ、荷物は預かっておくから」

「え、ちょっと」

　にやりと笑った輝さんは、私の手からカバンを取り上げると、さっさとカウンターの向こう側へ行ってしまう。

　すらりとした後ろ姿は黒いシャツを着ているせいか更に引き締まって見え、腰の位置の高さには、かなり驚いた。

　見た目だけなら私好みだけど。

　でも、女の子に慣れている姿を見せられたあとでは、このお見合いを進めていく気になんてなれないし。それに、冷静に考えれば結婚なんて、私には夢見るだけの遠いもの。

「店長のことを、気に入ったんですか？」

「え？」

　はっと視線を上げると、カウンター越しに私を見つめる男性がいた。

　輝さんよりも若い、私と同い年くらいの男性が、私の手元にお水とおしぼりを置きながら、くすくす笑っている。輝さんと同じ黒いシャツがよく似合っている。

「店長が見合いするっていうから、どんな人かと思っていたんですけど、こんなに若いなんてびっくりです。店長の相手だから、もっと年上の女性かと思ってました」

「はあ。……ごもっともです。はい」

　私だって、私と輝さんとでは、年齢的にも内面的にもバランスがいいとは思わない。

「会社の先輩に無理矢理写真と釣書を押し付けられて、仕方がなくて。これまでずっとお見合いの話からは逃げていたんですけど、今回はあまりにも強引で断れなかったんです」

　小さくため息をつきながら、肩をすくめる。

「へえ。まだ若いのに、早く結婚したいの？」

「いいえ。まだ新入社員で結婚なんて全然考えてないのに、なぜか私の元にはお見合いの話が次々と。亜実さん、一体何を考えてるんだろう」

　ふと呟いた私の言葉に、目の前の男性は小さく反応した。

「ああ、亜実さんね。時々旦那さんとここに来てはいちゃいちゃしてるよ。俺も合コンに駆り出されて、亜実さんの会社の女の子たちと飲んだことあるし」

「え？　うちの会社の女の子と？」

「そう」

　美み月つき千ち早はやくんという彼は、同期の女子、数人の名前を挙げた。

　笑うと幼さも残るかわいい顔を見れば、その合コンに参加した女の子たちは気持ちを揺らされたに違いないと簡単に想像できる。

　確か、その合コンには私も誘われていたはずだ。

　もちろん主催は亜実さんで、『すごくお勧めの男の子がいるのよー』と目を輝かせて私に声をかけていたような。

　けれど、その合コンの日、私は建築途中の物件の確認に行く予定で帰りも遅くなるからと、断った。

　亜実さんは、断る私に残念そうな顔を一瞬見せるも、『今回は諦めるけど、ふみちゃんにぴったりの男性を探しておくから気を落とさないでね』と呟いていた。

　そして、こうして今日のお見合いをセッティングした。

　ということは、輝さんのお見合相手としてたまたま私に声がかけられただけではなくて、私にぴったりの男性として輝さんが選ばれ、今日のお見合いがセッティングされたということ？

　きっとそうだ。私にぴったりの男性、それは。

　いつの間にかカウンターの向こう側に立ち、甘い笑顔を浮かべているこの男性のこと？

「何か嫌いなものってある？」

「輝さん……だったのか」

　亜実さんの思惑に気づき、思わず口にした私の呟きに、輝さんは苦笑した。

「こうして目の前のかわいい女の子から嫌いなものが俺って言われると、さすがに傷つくんだけど」

「あ、あ、違います。まさか私も本人を目の前にしてそんなことは言いません」

　私は慌てて首を横に振った。

「目の前じゃなかったら言うんだ。かわいい顔をして意地悪だね」

　輝さんは悲しげな表情でカウンターに両手を置き、顔をぐっと寄せた。

　気づけば目の前には輝さんの顔があって、今にも触れそうな至近距離。

　あまりにも整ったその顔に見惚れてしまう。

　だめだ、とわかっていても視線をそらすことができず、次第に優しい色に変わっていく瞳に、じっと見入っていた。

　私の気持ちを全て見透かすような瞳。男性とこんな近い距離にいることなんて滅多になくて、焦ってしまう。

「マスカラ、してないんだ。だけど、ふみちゃんのまつげ、こんなに長いんだね」

　輝さんは、私の目元にふっと吐息を落とした。

「な、な、何を……」

　慌てて体を離して、吐息が落とされた目元を手で押さえる。

　熱くて優しくて、そして決して嫌だとは思えなかった吐息の余韻が私の体に残る。

　突然のことにおろおろし、浅い呼吸を繰り返した。

「亜実さんに強引に進められた見合いだけど、当たりだったな」

「あ、当たり……」

「ああ、かわいい女の子を紹介してもらって、若返った気分だ」

　にやり。

　意地悪な笑みを私に向けながら、輝さんはくしゃりと私の頭を撫でた。

　それはまるで子供に対して見せる仕草そのもの。なんだか私のことをおもちゃのように扱っている気がして、いい気分じゃない。

　けれど、私は輝さんよりかなり年下で、そのてのひらの上で転がすにはちょうどいいのかもしれない。

「これがこの店自慢のカレーなんだ、食べてみてよ」

　デザートはヨーグルトシャーベットだぞ、と付け加えるその声音もまるで子供をあやすようで気になるけれど、それでも輝さんが見せる表情に惹きつけられる自分も否定できない。

　目の前に置かれたカレーからは、おいしそうな香りが漂っている。

「……辛いのは苦手なんですけど」

　カレーは、子供が食べるような甘口専門。

　刺激のあるものは食べ物であれなんであれ、そう、なんであれ、苦手だ。

　恋愛も、刺激がありすぎて、苦手。

「大丈夫。うちのカレーは深い味わいのある辛さだから。きっと気に入る」

「……じゃ、少しだけ」

　こわごわと呟いた私に、輝さんは嬉しそうに頷いた。

「少しと言わず、たくさん食べて虜とりこになってくれ」

「虜なんて、大げさです」

「虜になってほしいのは、カレーだけじゃないけどな」

　意味深な言葉にどきりとした私は、魔法にかけられたように動きを止めた。そして、輝さんの瞳にぐんぐん取り込まれていく。

「苦手だと思ったままじゃ、人生、損して終わるかもしれないぞ。普段とは違う選択が、楽しい毎日を送るきっかけになることもある」

　輝さんは軽く笑いながら、「ほら、食ってみろ」と顎を揺らした。

「単なるカレーなのに、人生だとか大げさです……」

「国民食であるカレーをバカにするなよ？　カレーが苦手だと生きにくい世の中だろ？」

「……確かに。カレーが好きな人は多いから、やっぱり目にする機会は多いし」

「だろ？　今後の人生のために、意識改革だ。食べてみろ」

「……意識改革って」

　本当、どこまでも大げさな人。

　カレーをバカにする気はないけれど、辛いものは苦手だから、やっぱりスプーンに手を伸ばすだけでもそれなりの勇気が必要だ。

「いただきます……」

　口にした輝さんお勧めのカレーはやっぱり辛くて、顔をしかめながら食べた。

　野菜がたっぷりと入っていて、家庭で作る味に近いけれど、私には辛くてハードルの高い味だった。

「やっぱりふみちゃんの口には合わなかったか。次は甘いカレーを作っておくから、また食べにおいで。ひとり暮らしだと食事の支度も面倒だろ。ふみちゃんの胃袋を掴むためにいろいろ用意しておくよ」

　輝さんは、完食した私の頭を撫でながら、相変わらず子供を褒めるような目でそう言ってくれた。

　まるで愛しい者を大切にするような仕草にどきりとするのは私だけではないはずだ。

「甘口のカレーなら、食べられます。できればレーズン入りでお願いします」

「お？　レーズンが苦手な人も多いのに、同士発見。俺も好きなんだよ。レーズンたっぷり用意して待ってるから、また食べにおいで」

「……はい」

　頷く私にほっとしたような表情を見せた輝さんは、ちょうどバイトの男の子に呼ばれ、「ゆっくりしていけよ」そう言ってその場を離れた。

　混み合う店内を見回すと、私ひとりを相手にしている余裕はないと気づく。それなのに、わざわざカレーを用意して、居心地のいい時間を提供してくれた。

　これが、年上の優しさなのかな。

　それとも、お見合い相手の私と亜実さんへのせめてもの礼儀なのかな。

　バイトの男の子にいくつかの指示を出しながら、テーブルのお客さんとも楽しげに会話する横顔に、ほんの少し見惚れた。

　そして、食後のコーヒーと、これもまた輝さんの手作りだというヨーグルトシャーベットをおいしくいただいたあと、私はそろそろ帰ろうと席を立つ。

　お財布を手にレジへと向かうと、輝さんが心外だというように顔を歪めた。

「大切な女の子から、お代はいただかないから」

「そんなわけにはいかないです。それに、私は大切な女の子じゃないですし」

「絶対にいらないから」

「でも、申し訳ないです」

　輝さんは、私がどう言ってもお金を受け取ってくれず、からかうように私の顔を覗き込む。

「申し訳ないって思うなら、これからもそのかわいらしい顔を見せて和ませてよ。それで十分だから」

「かわいらしい……って、えっと、そんな……」

「今のその照れた顔は今日のカレーのお代以上の価値だな。これからも仕事三昧の俺を癒やすために、夕食を食べにおいで。待ってるから」

　輝さんは照れることなくそう言うと、お金を受け取ってくれないばかりか、お店の料理をいくつか詰めて持たせてくれた。

「ひじきの煮物は冷凍しておけば、しばらく大丈夫だから」

　初めて会った男性に食生活の心配をされるなんて想像もしていなかったけれど、ひとり暮らしの私にはとてもありがたい。

「せっかくかわいい顔をしてるんだから、食事と睡眠に気を付けて、それを生かさなきゃな。亜実さんからは仕事を一生懸命頑張ってるって聞いてるけど、それだけじゃもったいない」

「もったいない？」

「ああ。仕事以外に楽しみを見つけて、笑って過ごしてほしい。いや、余計なお世話か。それに、説教くさいな」

　少し照れたような表情で、輝さんは目を細めた。

　ぽんぽん、と私の頭を撫でてくれる仕草に、予想外に気持ちが沈んでいく。

　確かに年齢も離れているし、お店を経営している大人の男性から見れば、私なんてまだまだ子供の〝女の子〟なんだろう。

　そんなことはわかっているけれど、落ち込む気持ちはどうしようもない。辛さに耐えながら食べたカレーの熱が一気に冷めていくようだ。

「じゃ、これをちゃんと食べて、明日からも仕事頑張れよ」

　そう言って差し出された紙袋を受け取った。

　紙袋に入っているいくつかのお惣そう菜ざいの温かさは、そのまま輝さん自身の温かさのような気がして心が揺れた。




　家に帰り、亜実さんから手渡されて以来読むことのなかった釣書を眺めると、輝さんの略歴がひと通り書かれていた。

「へえ、頭いいんだ」

　誰もが知っている有名大学を卒業し、二年前までは塾の講師。そして今ではバーのオーナー。その流れにほんの少しの違和感を覚えながらも、お店で生き生きと働いていた輝さんには今の仕事が合っているように思える。

　あの整いすぎた見た目と人当たりの良さ。

　出会ったばかりの私の食生活まで心配してくれるほど優しくて、客商売にはうってつけだ。亜実さんが言っていたように、女性にもてすぎて大変そうだけど。

　輝さんの恋人になった女性は、浮気や誘惑を心配して神経がすり減りそうだ。恋愛経験が少ないうえに、人の優しさに甘えることが苦手な私には手が届かない別世界の人とも思える。

　そう思いながらも輝さんのことが頭から離れず、ようやく眠りについたときには、既に明け方近くになっていた。




　その後、私は週に何度か輝さんのお店に通っている。

　亜実さんから「輝くんがおいしい夕食を用意して待ってるからおいでって、言っていたわよ」と伝えられたことがきっかけだ。

　ひとり暮らしの私にとって、おいしい夕食という言葉は最上級の誘い文句であり、輝さんのお店で夕食を食べることは生活の一部となりつつある。

　そして次第に、食事をしながら輝さんや千早くんと過ごす時間を、心待ちにするようになっていた。

　ふたりとも、私のために仕事の手を休めることはなく、絶えず私の相手をしてくれるわけでもない。それに、輝さんに「おいで」と声をかけられたからといって、素直にお店に行く必要はないともわかっている。それでも、つい足を向けてしまう。

　仕事を終えて、疲れた体で顔を出せば、優しい味の夕食が用意されている。

　なんて魅力的。

　私のためだけに用意してくれる料理に舌鼓を打ち、その度、つかみどころのない輝さんの笑顔から目が離せなくなる。

　客商売なんだから、輝さんが笑顔を上手に作るなんて当然のこと。たとえ私を単なる客のひとりとしか見ていなくても、その優しい笑顔を見るだけで自分が輝さんに受け入れられているように思えて嬉しくなる。

　小さな頃から自分の居場所はどこなのかと不安定な感情を抱えていた私には、無条件で受け入れてもらえる場所だというだけで、自然とお店に足が向く。輝さんのお店にいるだけで、心は落ち着き、ほっとするのだ。

　今日も輝さんのお店でおいしい夕飯を食べようと思いながら仕事を進めていると、机の横に誰かの気配を感じた。

「あ、亜実さん」

　見上げると、亜実さんがにっこりと笑っていた。

　細身の体でハイヒールを履き自信に満ちた笑顔を浮かべる姿には、男女問わず誰もが惹きつけられる。こんな女性になれたらなあと、ぼんやりと見つめていると、亜実さんは何かを企んでいるように呟いた。

「明日の金曜日、合コンだからふみちゃんも参加よ」

「ご、合コン、ですか？　え、でも……」

「大丈夫よ。浜はま野のなら明日はふみちゃんには残業も出張もだめだって脅しておいたから、この間みたいに現場に駆り出されて来られないなんて残念なことにはならないし」

「え、でも……」

　浜野、というのは私の上司である浜野課長のことだ。

　亜実さんとは同期で、亜実さん主催の合コンで奥様と出会い結婚したせいか、今でも亜実さんには頭が上がらないらしい。

　その浜野課長をちらりと見ると、苦笑しながら小さく頷いていた。

『ま、楽しんでこい』

　口元はそう言っているように動いていて、私はがっくりと肩を落とした。

「あの、亜実さん。輝さんとのお見合いに私を送り込んでからそれほど時間も経っていないんですよ。合コンなんて結構です」

「あら、輝くんと付き合ってるの？」

「い、いえ、そういうわけじゃないですけど……」

「だったら別に輝くんに義理立てする必要もないし、合コンくらい気楽に参加すればいいじゃない。そんな気楽な出会いから一生の付き合いに発展することだってあるんだから」

「で、でも」

「輝くんは電話でふみちゃんのことをかわいい女の子だな、って言っただけでこの先どうするかは教えてくれなかったのよね。てっきりあのお見合いは進められないのかと思っていたんだけど」

　亜実さんは首を傾げながら私に問う。

「え……っと」

「ふみちゃんからも輝くんと付き合いたいだとか反応がなかったし、ふたりの縁はなかったのかと残念だったんだけど、違うの？」

「い、いえ、私たち、別に何もないんですけど、その。えっと……」

　輝さんのお店で何度も夕食を食べていることを、言ってもいいのかと躊躇する。

　お店に行っても単なる店長と客という関係以上のものは何も感じられないし、輝さんが私に向ける笑顔は相変わらず〝年下の女の子〟を大切にするだけのものにしか見えない。

　そんな現実を改めて実感し、予想以上に傷ついている。

「輝さんは、優しいお兄さんっていうか……。お店の食事もおいしいし……」

　ひとり暮らしをしている妹を心配する優しいお兄さん、そんな感じだ。

「私、料理が苦手なくせにひとり暮らしだから、そんな状況を知って、いろいろと気にかけてくれます」

「確かにあのお店のお料理はおいしいからね。あの料理に手なずけられちゃうのもわかるわかる。私も旦那とふたりでよく行くのよ。おまけに千早くんも格好いいから目の保養にもなるし。あ、これは旦那には内緒ね」

　ふふっと笑った亜実さんは、周囲を見回しながら。

「でも、旦那が一番素敵なんだけど」

　と、小さな声で囁ささやいた。

　惚気が含まれた言葉と表情に呆れつつも、心底惚れている男性との結婚は、ここまで女性を幸せにしてくれるのだと、羨ましくなる。

「亜実さん、本当に幸せそう。女性が欲しいものを全て手に入れていますよね。格好いい旦那さんとかわいいお子様」

　おまけに仕事も完璧にこなして周囲からの信頼も厚い。社内でも、彼女を目標としている女性社員はかなり多く、私もそのひとりだ。

　羨むように呟いた私に、亜実さんはほんの少しだけ視線を泳がせた。

　何か心によぎるものがあったのか、ぐっと口を引き締めて黙り込む。

「……亜実さん？」

　俯いた亜実さんに、声をかけて顔を覗き込んだ。

　亜実さんを傷つけるようなことを言ったのかと不安になる。これといって心当たりはないけれど、いつも明るすぎるくらいに明るい彼女とは違う様子におろおろしてしまう。

　すると、亜実さんはゆっくりと顔を上げた。

「そりゃ、私が選んだ素敵な旦那様だし、私と旦那の子供だもん、かわいい子が生まれるに決まってるでしょ？」

　相変わらずにこにこ笑っていて、いつもと変わらない優しい表情を見せてくれる。

　苦しげに俯いたように見えたのは気のせいだったのかな。

　しばらく亜実さんの表情を気にしていると、心配する私を気遣うように笑顔を向けてくれた。それは、いつもと同じ亜実さんの明るい笑顔で、いたずら気味に上がっている口角は、私の気持ちをほっとさせるものだった。

　亜実さんは、ふとその場の雰囲気を変えるように勢いよく両手を合わせた。パチンと小気味のいい音が響く。

「明日の合コンは、これまで人気の高かった男前ばかりを厳選したスペシャルなのよ」

　どうだどうだ、と私を見つめる亜実さん。

　男前ばかりを厳選って、亜実さんは一体……。

　あまりにもあっけらかんと笑っている亜実さんに苦笑し小さく息を吐いた。

　亜実さんは更に言葉を続ける。

「男前だとはいっても、中身もちゃんとリサーチして、評判のいい男の子ばかりだから安心してね。それに、千早くんも来るから、人見知りのふみちゃんも気楽においで」

「千早くんも来るんですか？」

「そうなの。明日は厨房に新しい機械を設置するから、お店を休みにするらしいのよね。だから千早くんも来てくれるの。彼目当ての女の子もいるから、きっと盛り上がるわよー」

「あ、そうなんですか」

「だから、ふみちゃんも絶対来てね」

「えっと……」

　普段同様、勢いあふれ明るさ全開の亜実さんは、私の肩をぽんと叩いたあと、明日のお店と時間を書いたメモを机に残して背を向けた。

　去り際、浜野課長に「じゃ、くれぐれも明日はよろしくね」と言いながら厳しい視線を投げるのを忘れずに。

「明日、輝さんのお店、お休みなんだ」

　ここ数日お店に顔を出しているのに、そんなこと聞いていない。

　それに、輝さんがお休みの日に何をしているのかも知らない。

　そのことに気づいて、ずん、と落ち込んだ。




　亜実さんとのやり取りのあと、輝さんのお店に行こうかどうしようか迷ったけれど、結局は輝さんに会いたい気持ちが勝ち、お店に向かった。

　輝さんが作る料理はもっぱら薄味の和食が多く、バーにしては少し異質な印象を受ける。輝さんは私が好むものをどうやら見抜いたらしく、いつも『おまかせでいいだろ？』と言っては適当にいくつかのお皿を並べてくれる。

　そのどれもが私の舌に合い、私の胃袋はしっかりと輝さんに掴まれてしまった。

　もしも私たちが恋人同士なら、私が輝さんの胃袋を掴むのが普通だろうけれど、卵焼きすら満足に作れない私が男性の胃袋を掴むなんてあり得ない。

　夕飯には少し遅めの時間、今日は何を用意してくれているのかとわくわくしながらお店の扉を開けた瞬間、輝さんの横顔が目に入った。

　形のいい頭と、すっと整った顎のライン。細すぎるわけではないけれど、長身のせいかすらりと見える体。

　女性なら誰もが目を奪われるに違いない。

　今だって、何人かの女の子に捕まって、愛想よく相手をしている。

　楽しそうに彼女たちと言葉を交わす輝さんを見ると、胸が痛い。そして、聞こえてくる言葉に反応し、動けなくなった。

「先週着ていた服よりも、今着ているワンピースの方が似合ってるよ」

「輝さんが赤よりもピンクの方が似合うって言ったんですよー。だから週末はいろんなお店を回ってピンクの服ばかり買い揃えたんです」

「俺の目は正しかったな。優ゆ貴きちゃんの肌の色には絶対にピンクだって思ったんだ。彼氏も惚れ直したんじゃない？」

「えー、だから、彼氏はいないって何度も言ってるじゃないですか。私が好きなのは輝さんひとりですー」

　照れたように両手で顔を隠しながらも、指の間から輝さんに視線を向ける女性。

　お店で見かける度に、彼女の輝さんへのあからさまな好意がエスカレートしている気がする。同じテーブルのお友達らしき女性たちは、優貴さんと呼ばれるその女性を応援するような視線を輝さんに向けている。

　彼女が絶えず輝さんにボディータッチしている仕草は自然に見えるけれど、女の目から見れば、それは確実に計算されたものだと一目瞭然。

　恋愛経験の少ない私でもわかるのだから、輝さんなら絶対見抜いてるはずなのに、決して嫌そうな顔をしていない。

　そういえば、先週も輝さんは彼女と仲良く話していた。

　テーブルから出ている足の長さを見れば長身だとわかるし、モデルのように整った顔。輝さんの腕にさりげなく置かれた指先には綺麗なネイルアート。そこにはなぜかリボンが盛られていて、日常生活に不便はないのかと首を傾げそうになる。

　そんなことを考えること自体、私には女子力が不足しているのだろうけれど、今の私ではたとえ指先を整えても、あの女性の足元にも及ばない。

　彼女なら、見た目が整っている輝さんと並んでも余裕で笑顔を作れそうだし、対等に話もできそうだ。

　わかっているとはいっても、私とはまったく違う大人の女性をまのあたりにすると切なくて、思わずまつげを伏せた。

　私が輝さんに距離を感じるのは、年下だからという理由だけではなくそれ以外の何かがあると実感する。

　やっぱり、私は輝さんにとっては単なる〝お見合い相手〟。それも、話を進める気持ちにもならない〝心配な〟女の子に違いない。

　女性ではなく女の子だ。

　そして輝さんはひとり暮らしの私を気遣い、おいしいご飯を用意してくれる、本当にいい人だ。

　いい人だということに甘えて、私は図々しかったのかもしれない。

　放っておけない女の子。

　私はそれだけの存在だと改めて感じて、落ち込んだ。

　これまで、ある意味特異な人生を歩んできた私は、それが原因なのか長続きする恋愛ができなかった。何度目かの恋愛を終わらせたとき、この先、恋をすることなんてないだろうと思ったのに、気づけば再び、恋におちていた。

　輝さんに、胃袋どころか私の心全部をぎゅっと掴まれていた。

　輝さんを、好きになってしまった。

　ずっとその感情に気づかないようにしていたのに、それに気づいたと同時にそれが叶わないと気づく。

　その痛みを振り切るように視線を上げて再び輝さんを見ても、相変わらず〝ピンク〟の女性と楽しげに話しているし、私に気づくこともない。

「今日は帰ろう……」

　目の前の現実は、恋心を自覚したばかりの私に優しいものではない。

　閉じてすぐの扉を再び開いて外に出ようと体の向きを変えた。

　その瞬間。

「ふみちゃんっ」

　背後から私を呼ぶ声にはっと振り返ると、千早くんがカウンターの向こう側から手を振っていた。

「どうしたの？　ふみちゃんのカウンター席は空けてあるからおいでよ」

　手招きして私を呼んでいる。

　いつもと変わらない優しい笑顔を向けられて、どこかとげとげしい私の気持ちがほんの少しだけ落ち着いた。

　魔法のような千早くんの笑顔は魅力的だけど、それでもやっぱり今日は帰ろうと思い、「ごめんね、また来る」と少し大きめの声で答えた。そして、千早くんの答えを待たずに背を向けて、お店のドアを開けた。

　千早くんと話せば気持ちは浮上するかもしれないけれど、気づいたばかりの輝さんへの思いを簡単に見抜かれてしまいそうだ。今日はこのまま帰ろう。

　ずっと気づかない振りをしていたけれど、私はとっくに輝さんに惹かれていた。

　たぶん、初めて出会ったお見合いの日からずっと。

　かわいい女の子、というポジションを輝さんの中に確保してしまい、落ち込む感情を、隠す自信がない。

　そんな私の気持ちを知れば千早くんも困るだろうし、同情されるのも嫌だ。

　だから、やっぱり帰ろう。

　来たときよりも重く感じる扉を押して、お店から出ようとした瞬間。ドアノブに置いていた私の手を包む熱さを感じた。

　え？

　振り向くと、怪け訝げんそうな顔をしている輝さんがいた。

　いつの間に来たのだろうかと、首を傾げつつ、手元に視線を落とした。輝さんは、ドアノブごと私の手を包んだまま、呟いた。

「夕食、食べないのか？」

　その低い声は、さっきまで〝ピンク〟の人と話していた声とはうって変わって不機嫌で、私の胸にぞくりと響いた。

「え、あ、あの、混んでるし……お邪魔しちゃだめかと」

「混んでるけど、それはいつものことだし、ふみちゃんのためにカウンターの席は空けてある」

　輝さんは私の目から視線をそらさない。

　私がお店の外に出ないように、空いている手で私の腰を抱き寄せる。

「えっと……」

　カウンターへちらりと視線を向けると、千早くんは輝さんの様子に目を見開き驚いていた。何度か私と輝さんを交互に見ていたけれど、何かに思い至ったのか肩をすくめ、

「今日はふみちゃんの好きな煮魚があるよ。食べにおいで」

　と、優しい声をかけてくれた。

「あ、うん……でも」

　俯く私に輝さんは小さくため息をつくと、私の手を更に強く握りしめた。そして、引きずるようにカウンターへと私を連れていき、乱暴に椅子に座らせた。

　いつも私が座っている、カウンターの一番端の席だ。

　そういえば、初めて会ったお見合いの日もこうして引きずられながらこの席に座らされた。

　引きずられている途中で目に入ったのは、さっきまで輝さんが楽しそうに話していた女性たちからの鋭い視線。きっと、輝さんが私に構うことが気に入らないのだろう。

　私を気にする必要なんて、ないのに。

「はい、とりあえず水でも飲んで落ち着いて。すごい顔してるよ」

　そう言って、千早くんはいつものように私の手元におしぼりとお水を置いてくれた。

「ありがとう」

　緊張を解こうとお水を飲んで小さくむせていると、私の背中を優しく撫でてくれる温かさを感じた。ぴくりと体を震わせて視線を上げると、輝さんが心配そうに私の顔を覗き込む。

「何かあったのか？」

　目の前に現れた輝さんの顔に、思わず体が強こわ張ばった。

　恋心を自覚した途端、まさにその相手が至近距離にいて、どうしていいのかわからない。

「な、何も、ない、です」

　グラスを両手で握りしめながら、ようやくそれだけを口にした。

　私の顔に輝さんへの気持ちが露わになっていないかと、ひやひやしながら視線を泳がせる。

　客商売をしている輝さんにとって、人の表情を読むのは得意なはずだろうし、私の気持ちなんて簡単に見透かされそうで怖い。

「顔が赤いけど、体調が悪いのか？　明日も仕事だろ、今日は食べたらとっとと帰って早く寝ろよ。ひとり暮らしなら尚更体調管理はちゃんとしないとだめだろ」

　背後からカウンターに片手をついて私を覗き込む仕草には大人の魅力があふれていて、色気のある瞳は私の不安げな顔を映している。

「熱は、ないな」

　私の額に自分の額をこつんと当てた輝さんの呟きに、私の体は一瞬で硬直し熱を帯びた。

「あ、あの、熱はないので、大丈夫……です」

　力なくそう呟いて、輝さんの胸を手で押し返す。

　意外に簡単に離れたその体に寂しさを覚えながら、自分の気持ちを落ち着けようと、お水を飲んで、深呼吸した。

「体調が悪くないのならいいけど、どうして帰ろうとしたんだ？」

　私がどうして帰ろうとしたかを正直に言ったら、困るのは輝さんなのに。それに、輝さんを好きだと自覚したばかりの私は、その感情に折り合いをつけるだけで精一杯だ。

「急いでるのか？」

「いえ、そういうわけじゃないですけど」

「じゃ、どうして？」

「それは……」

　輝さんは尚も鋭い視線で私を見つめ、答えを待っている。

　形のいい顎だな、顔のパーツもバランスよく収まっているし。

　気持ちを落ち着けるように輝さんの顔を見ながら、どうしようどうしようと唇をかみしめていると、千早くんの声が響いた。

「今、かなり混んでるから、時間をおいて出直そうと思ったんじゃないの？」

「え？」

「もう少し空いているときの方が、俺とゆっくり話せるからね。だから、出直そうって思ったんでしょ？」

　にやり。

　そんな声すら聞こえてきそうな千早くんの笑顔はどこかグレーで、怪しさを感じる。

「俺もふみちゃんとゆっくり話したいし、それはいい考えだよ」

「えっと、うん。そう、そうです。混んでいたからしばらくこの辺りのお店を回ってから出直してもいいかと思って」

　千早くんの言葉に合わせるように、呟いた。

　その言葉は当然でまかせだけど、不機嫌な輝さんを納得させるためには仕方がない。

　ちらりと瞳を横に向け輝さんを見ると、私と千早くんの会話に納得している様子なんてまるでない。気のせいか、更に機嫌が悪くなったようにも見える。

　たとえお店が混んでいても、いつも遠慮なくカウンター席に腰かけている私を知っているだけに、今の言葉は信じられないのだろう。

　けれど、やっぱり本当の気持ちは言えない。綺麗な女性と楽しそうに笑い合っている輝さんを見たくなかったなんて言えるわけがない。

　輝さんは何か言いたげに私をじっと見つめながらも深く追求することはなく、諦めたように小さく息を吐いた。

「いつも混んでるけど、ふみちゃんの席は用意してあるから。わかった？　亜実さんからもちゃんと食べさせてほしいって言われてるから」

「あ、はい……ありがとうございます」

　そうか。亜実さんに頼まれていたのか。

　だから、私のために夕食を用意してくれているんだ。

　確かに、亜実さんは私がひとり暮らしで料理ができないのも、放っておけば一日何も食べずにいても平気なのも知っている。

　だから、輝さんは私に優しいんだ。

「どうした？」

　私を気遣うように、輝さんが私の顔を覗き込む。

　隣の椅子に腰かけた輝さんは、カウンターに頬杖をついた。

　私を見つめる瞳が心配そうに揺れる。

　まるで私は輝さんの特別な人ではないかと、錯覚しそうになる。本当、罪な人だ。

「あ、あの、私、お腹がすいているので、食事、いただきます。今日はなんですか？」

　切ない気持ちをふっきるように無理矢理作った笑顔と明るい声で問いかけた。

「今日はカレイの煮つけ。それにふみちゃんが大好きなマカロニサラダもあるよ。あ、豆腐ハンバーグも用意できるけど。どれも輝さんが朝から準備していたから絶対おいしいよ」

　千早くんは、普段よりも明るい声でその場の雰囲気を変えてくれた。

　きっと、私の気持ちも何もかも、見透かされているんだろうな。

「あ、ふみちゃんが飲みたいって言っていたバーボン、入ってるよ。よかったら出そうか？」

「え、馬の？」

「そう。馬の」

　ふたりで顔を見合わせて含み笑い。

　以前お酒の話をしていたとき、私のお気に入りのお酒がちょうど切れていて、また取り寄せるよ、と言ってくれたお酒だ。

「ふみちゃん、バーボンなんて飲むのか？」

　探るような輝さんの声に、私は頷いた。

「普段はあまり飲まないんですけど、お酒は結構強いんですよ。バーボンもストレートで飲んじゃいます」

「へえ。その華奢な体だと、すぐに酔っぱらいそうなのにな」

「よく言われます。だけど、そんな見た目に付け込まれて、下心のある男性に酔い潰されないように、お酒に強い家族に鍛えられたんです」

「へえ……。酒に強いのは血筋なんだな」

　確かに誠吾兄ちゃんもじいちゃんもお酒が強くて、ふたりが酔い潰れたところなんて見たことがなかった。

「誠吾……いえ、叔父は私の二十歳の誕生日に私とさしでお酒を飲んで、私が酔わずに飲めるお酒の量を確認したんです。ビールや焼酎、ワインもあったかな。とにかく自分が飲める量を知らなきゃだめだと言って、たくさんのお酒を並べて」

　その日のことを思い出すと、なんだか懐かしくて口元が緩んでしまう。

　私の二十歳の誕生日だということで、朝からばあちゃんが用意してくれたごちそうや、ご近所のケーキ屋さんが〝ふみちゃんお誕生日おめでとう〟と書かれたチョコレートのプレートがのった大きなホールケーキを持ってきてくれたりと、お祝いムードいっぱいだったけれど。

　誠吾兄ちゃんが用意したお酒がリビングに並べられると、その場はおかしな雰囲気になった。

『ごちそうを食べたあとは、大人になった史郁が男どものごちそうにならないように、飲み比べだ』

　真面目に話す誠吾兄ちゃんに、ノリのいいじいちゃんも加わり、宴会が始まった。

　騒ぎを聞きつけたご近所さんも交えた酒盛りは明け方まで続き、いつまで飲んでも酔い潰れない私には、じいちゃんの自慢の孫という称号が授けられた。

「へえ、そんなに強いんだ、見た目とは違うな」

「そうなんです。でも、お酒が何より大好きってわけでもないし、同じお金と時間をかけるのなら、おいしいお料理の方がいいので、普段は全然飲まないんですけどね」

「だよな、ここに来ても、お茶ばかり飲んでるし」

「あ、すみません、営業妨害ですよね」

　輝さんの言葉にはっとした私は、慌てて頭を下げる。

「いや、ふみちゃんにはちゃんと食事をしてもらった方がいいし、それは構わないんだけど」

　どこか言葉を濁した輝さんに、私は首を傾げる。

「どうか、しましたか？」

「いや、あまりお酒に興味がないのに、どうしてバーボンの話なんかを千早としていたんだ？」

　輝さんは不機嫌そうに眉も寄せ、私をじっと見ている。

「えっと、バーボンの話ですか？　たまたま、以前参加した亜実さん主催の合コンでお酒に詳しい男の子がいて、彼が好きなバーボンが……」

「お馬さん？」

「あ、はい、そうです……けど？」

「へえ、合コンでね」

　輝さんは更に低い声でぽつり。

「たまたま隣に座っていた男の子の実家が地方で日本酒を作っていて、長男の彼は後継ぎだったんです。でも、彼は日本酒よりもバーボンに興味があるから複雑だ、みたいな話になって。で、彼のお勧めのバーボンがお馬さんで。あ、あとバラの花がラベルに描かれているのとか」

「ああ、バラね……」

「で、この前ここに来たときに、千早くんもバーボンが好きだって言うので、その話になって……」

　バーボンといっても味の違いがよくわからない私は、唯一見た目がかわいいお馬さんを記憶していた。それは、ボトルキャップが馬の形で、競走馬が走っている様子を表していた。その競走馬にはジョッキーも乗っていて、その場にいた女の子たちみんなの目を引いた。私もそのひとりで、珍しいキャップに興味を持ち、それ以来バーボンという響きを身近に感じるようになったのだ。

「へえ。今の若い子たちは、合コンでいい酒を飲んでるんだな」

「あ、そのときはたまたまですよ。普段は居酒屋でビールとか焼酎だし」

「……そんなに何度も合コンに行ってるのか」

「あ……亜実さんがわが社にいる限り、合コンから完全には逃げられませんからね」

「あ、そ」

　輝さんは、言葉少なに肩をすくめた。

「亜実さんも……ちょっとは考えろよ……」

「え？」

「いや、なんでもない」

　それ以上の質問は受け付けないとでもいうような声音に、私はそっと俯いた。

　何か気に障ることでも言ったかな、と思い返すけれど特に輝さんを怒らせるようなことは言っていない。それなのにどうしてこんなに機嫌が悪いのだろう。

　答えを出せないまま、カウンターの木目をぼんやり眺めていると。

「悪い。忙しくていらいらしているのかもな。ふみちゃんのせいじゃないから、ゆっくり食べていって」

　いつもの声といつもの表情で、輝さんは私の頭をぽん、と叩いた。

　それを見ていた千早くんは、待っていたように声をかけてくれた。

「どうする？　バーボン飲む？」

　それほど飲みたいわけではないけれど、輝さんの態度に右往左往して落ち込んだ気持ちを浮上させたくて、千早くんに大きく頷いた。

「じゃ、食事の前に、少しだけな」

　千早くんはそう言ってくれたけれど、ちょうどそのとき、バイトの男の子から声をかけられて申し訳なさそうに私を見遣った。

「ふみちゃん、悪い。しばらく待っていてくれる？　先に注文の酒を作ってくるから」

　そう言うと、私に背を向け、バックバーからお酒を取り出した。

　その後ろ姿はやはり忙しそうで、店内の喧騒そのままだ。

　普段から混み合っている人気のお店。食事だけを目的に来るにはふさわしくないお店だと改めて感じて居心地が悪くなった。たとえ亜実さんから頼まれているとはいっても、当然のように夕食の用意をしてもらうなんて、申し訳ない。

　そして、私の隣の席には、相変わらず輝さんが座っていて、どうしても意識は彼に向かってしまう。

「あ、あの……」

「ずいぶん千早と仲良くなったんだな」

　輝さんが、店内の様子を気にしながら呟いた。

「カウンターで食事をするとき、いろいろと話しかけてくれて、少しずつ親しくなったというか、千早くんが優しいだけです」

「ふーん。年も近いしな。同級生だったか？」

「いえ、千早くんはひとつ年上です。院生らしいですけど」

「ああ。何か小難しい研究をしているみたいだな」

「はい、私もよくわかりませんけど」

　有名大学の大学院に通っている千早くんは、遺伝子の研究をしている。

　経済的に豊かなご両親から、金銭面ではかなりの協力をしてもらっているけれど、成人しても尚、親に頼るのは情けなくてこのお店で多少の生活費を稼いでいると言っていた。年が近くてお互いひとり暮らし。共通の話題もあり気の合う友達になりつつある。

「千早、いいやつだろ。面接で『稼ぎのいいバイトを探しているんです』とあっけらかんと言うあいつにやられて、即採用したんだ」

「稼ぎ……。ストレートですね」

　ふふっと笑った私を見ていた輝さんは、そんな私の頭をぽんと叩いて小さく息を吐く。

「俺よりも、千早と見合いすればよかったな」

「え？」

「いや、千早とは年も近いから結婚だって現実的に考えられるだろ？」

　淡々と話すその声は、どう考えても私に千早くんを勧めているようで、苦しい。

　好きな人から他の男性はどうかと勧められて、泣きそうになる。

　きっと輝さんには、私に対して恋愛感情のかけらもなく、単なる店のオーナーと客という関係、それだけの思いしかないのだろう。わかっていても、めげそうだ。

「亜実さんは、どうして俺をふみちゃんの相手に選んだんだろうな。ふみちゃんみたいに素直でかわいい女の子なら、もっといい男を紹介できたはずなのに」

「亜実さんは……、輝さんのような年上の男性が私の家族になってくれたら手っ取り早くて安心だって言っていたので、きっとそれが理由です。今日、会社でそう言って笑ってました」

「手っ取り早いって、かなり安易だな。それに、ふみちゃんだって、結婚なんて考えてないだろうし。まだしばらくは遊びたいんじゃないのか？」

「遊びたいのかどうかはわかりませんけど、職場ではまだまだ未熟者なので、勉強したいとは思ってます」

　俯いて、小さな声で呟いた。

　輝さんが疑問に思うのは当然で、就職したての私が家族を持つなんて早すぎると、誰もが思うだろう。

　ただ、私の事情を多少知っている亜実さんだけは、そうは思わなかったようだ。

　新入社員研修を終えて配属されてすぐ、緊張感からか貧血で倒れた私は、医務室に運ばれた。たまたま頭痛でお薬をもらいにきていた亜実さんが、「今日は帰った方がいいよ。ご家族に連絡しようか」と声をかけてくれたことがきっかけで、ぽつりぽつりと自分の事情を話した。

　困っている人を放っておけない亜実さんの軽やかな声と、眩め暈まいでぼんやりとしていた私の意識の曖昧さが重なったせいで、私は滅多に人には話さない自分の身の上を亜実さんに話していた。

　私はひとり暮らしで、すぐに連絡がつく身内がいないといった程度だけど。

　それ以来、亜実さんは私のことをそれまで以上に気にかけ、まるで妹のように接してくれる。そんな亜実さんだから、私に早く家族を作ってあげたいと、そう思ったのだろう。

　昔は寂しい境遇を顧みる度、自分を悲劇のヒロインのように思っていたけれど、今ではそんなことに意味はないとわかっている。

　それに、二十年近く会っていない父さんと母さんを家族だと思うことはないし、今では接点すらない。彼らだって、私との接点が欲しいとは望んでいないはずだ。

　血の繋がりはあってもお互いの居場所すら知らない私たちは、家族とは言えない。

　そんな現実に慣れたつもりでいても、ふと思い出すと心は重い。私はまだまだ弱いと実感させられる。

「どうした？」

　黙り込んだ私に、輝さんが心配そうに呟いた。

「あ、大丈夫です、なんでもないです」

「ならいいけど。ふみちゃんのことはなんだか放っておけないんだよね。いつも強気なことを言ってるけどどこか頼りないし、一生懸命生きているって感じで危うい。お見合いを進めることはできなかったけど、困ったことがあったらいつでも俺に頼っていいから」

　輝さんの言葉に、私は小さく笑って、何も答えなかった。ううん、答えられなかった。動揺した心を隠すことには慣れているし、とっさに作った笑顔を見ても、輝さんは何も言わなかった。

　すっと細められた瞳の奥から、私を訝しがる光が見えたけれど、何も聞かずにいてくれる。そして、店内のどこかから響いたバイトの男の子の声に手を挙げて応えると、「悪い」そう言って、店の奥へと急いだ。

　途中、何人かの女の子に声をかけられて、その度に笑顔を向けている。混み合う店内に溶け込むように、しなやかに歩くその背中はとても軽やかで、私との距離が更に開いていくような気がした。

　瞳の奥が次第に熱くなっていく。

　輝さんは、バイトの男の子に何かを伝え、ときには厳しい表情も見せながら、生き生きと仕事をしている。

　輝さんにとって私は、単なる顔見知りに近い存在であると同時に、亜実さんからお願いされた年下の女の子。どちらかと言えば、面倒くさい存在なのかもしれない。

　そう思った瞬間、もうお店に来るのはやめようと、決めた。

　ふと周囲を見回すと、千早くんはカウンターに戻ってくる様子もなく忙しそうに飲み物を作っている。輝さんも、お客さんと楽しそうに言葉を交わしている。

　今なら、大丈夫。

　これ以上この場所で、自分の叶わぬ恋心を実感するのはつらい。

　私はカバンからお財布を取り出すと、一万円札をカウンターに置いて、そっと席を立った。

　結局口にすることはできなかったけれど、私のために用意してくれているはずの夕食代。いつも私からは絶対に受け取ってくれないけれど、今日は置いて帰ろう。

　振り返って輝さんを見つめたあと、混み合う人の影に隠れるように小走りに出口を目指し、素早くお店から飛び出した。さっき、輝さんが私をカウンターに引きずっていったときの手の温かさを思い出して、切ないけれど。

　もう、ここには来ない。

　自分に言い聞かせるように呟いて、お店をあとにした。

　何度も通ったことのある道なのに、いつもより駅が遠く感じるのは、きっと気のせいだ。










心身衰弱




　翌朝、熱くてだるい体をどうにか起こして熱を測った。

「うわ、三十九度もある」

　手にしている体温計が示す数字を見た途端、だるい体が、更につらく思えた。

　会社に電話しなきゃ、それに、病院に行った方がいいかも。保険証とお財布、えっと、何か飲んだ方がいいのかな。

　熱でぼんやりとしている頭でいろいろ考えてもしっかりとした答えにたどり着けない。

　とりあえずベッドから下りようと体を動かしてみる。

　会社に電話、そして病院、そう呟きながら立ち上がった。

　その後、ふらふらしながらも近所の病院に行って診察を受けた。

　混み合う病院の待合の椅子に体を預けて寝ている間に、更に熱が上がったような気がしたけれど、お医者様から「風邪ですね」とあっさりと言われた途端気持ちが楽になる。

　週末ゆっくりと体を休ませれば月曜日には会社に行けるかな、と思いながら、帰り道のスーパーで必要な物を買い込む。

　ひとり暮らしをしていて、寝込んでしまうことほど心細いものはない。とりあえず数日分の食料や飲み物を買って、マンションへと戻る。病人なのに重い荷物を持ってよろよろと歩いている自分を客観的に考えると、ひどく切ない。頼る人が誰もいない自分を実感して、更に熱も上がりそうだ。

　思い返せば、小さな頃からひとりでいることが多かった私。もちろん病気で寝込んだときも例外ではなかったせいか、この状況にも慣れていると言えば慣れている。

　けれど、そんなときに段取りよく動けることと、切なさを感じなくなるというのはまったく別のもので、大人になっても、切ないものは切ない。

　どうにか部屋に戻り、買ってきたおにぎりを食べたあと、お薬を飲んでベッドに潜り込んだ。病院への往復に体力を奪われたせいか、すぐに眠りにおちた。




　私が小学生の頃、両親が離婚し、私は母さんの実家に預けられた。

　じいちゃんとばあちゃん、そして母さんの弟である誠吾兄ちゃんと一緒に暮らす毎日は、それまで両親から育児放棄されていた私には、夢のように温かい時間だった。

　家族はお互いを気遣い、優しさを分け合いながら生きていくということを知らずにいた私は、預けられた当初は戸惑うばかりだった。新しく家族となった三人から笑顔を向けられても、それをどう受け止めていいのか、そしてどう反応すればいいのかもわからなかった。

　頭を撫でてくれる温かい手に何も言えず俯く私に、根気よく言葉をかけてくれたじいちゃんとばあちゃん。そして誠吾兄ちゃんのおかげで、私は人並みの感情を持てるようになった。

　嬉しいときには嬉しいと言って笑ってもいい。

　悲しいときには我慢せずに泣いてもいい。

　そして、目の前にいる人の瞳をまっすぐに見ながら話すことはとても大切だと少しずつ学んでいった。

　当時、じいちゃんもばあちゃんも教師をしていて、忙しいにも関わらず私の生活全般に気を配ってくれた。

　大学生だった誠吾兄ちゃんも、大学の授業やバイトのシフトを調整して私の授業参観に顔を出してくれたり、運動会では当然のように親子競技に参加してくれた。

　誠吾兄ちゃんの大学の学園祭に連れていってもらったときには『俺の大切なオンナ』。

　友達にそう紹介してもらい、子供ながらに優越感に浸ったこともいい思い出だ。

　私たちが暮らしていた二階建ての家の庭には大きな桜の木があり、春には桜吹雪が綺麗に舞う。私はそれを見上げながら、まるで自分が桜の精になったような錯覚を覚えた。木の幹はかなり太くて、私が両腕を回して抱きついても、両手が繋がることはなかった。今でも桜の木の匂いと温度を思い出すとなぜか切なくて、目の奥が熱くなる。

『ふみちゃんは綺麗だから、妙な男に捕まって傷つかないか心配よ』

『恋人ができたらじいちゃんに真っ先に紹介しろよ。どんな男かじっくりと見てやる』

『両親からの愛情に恵まれなかったなら、大人になって、愛する人に愛情を注げる幸せと、愛する人に大切にされる幸せを掴めばいいんだ』

　じいちゃんとばあちゃんは、柔らかい言葉を繰り返しながら、私が素敵な旦那様を見つけて愛情あふれる家庭を築くことを願っていた。

　その言葉は愛情を求めることを諦めていた私の心を徐々に溶かし、明るい未来は自分の手で求めなければならないと考えるきっかけとなった。

　じいちゃんとばあちゃん、そして誠吾兄ちゃんが絶えず寄り添ってくれたおかげで、私は何不自由なく明るい毎日を過ごすことができたのだ。

　家族というものの温かさを初めて知ることができたあの頃。生まれてから今までで、一番幸せだったあの頃に、戻れるものなら戻りたい。私を愛してくれる人たちに囲まれた、温かいあの頃に、戻りたい。

　たとえ、夢の中でもいいから。




「……今、何時だろう」

　目が覚めたとき、部屋の中は既に暗く、体を起こして目を凝らすと、ベッドサイドの時計は二十一時を表示していた。

「うわっ。寝すぎだ……」

　そっとベッドから下りて部屋の明かりをつけると、病院から帰ってきたときに脱ぎ捨てた服が散らばっていた。足元にある服を拾い上げていると、午前中よりも体が楽になっていて、ほっとする。薬が効いたのかもしれない。額に手を当てると、微熱程度の熱さを感じるだけで、それほど高くもなさそうだ。

　測ってみると、三十七度。これなら月曜日には会社にも行けそうだな。

　ほっとした途端、お腹がすいていると気づいた。

　病院の帰りに買った〝赤飯〟でも食べようかな。体調の悪いときに赤飯がいいのかわからないけれど、熱を出したときにはいつも食べたくなる。ばあちゃんがよく作ってくれたのを思い出して、安心するからかもしれない。

「あんな夢を見たから……」

　熱で気弱になっていたせいか、普段は見ることのない過去の幸せなときを夢に見た。

　現実に戻るといつも苦しい。

　そのとき、近くに置いていたスマートフォンが鳴った。

【亜実さん】

　その表示を見て、私は慌てて電話に出た。

「もしもし、今日は会社を休んですみません」

『あ、いいのいいの。会社なんていいのよ。それより体調はどう？　熱が高いって聞いたけど』

「はい、朝はかなり高かったんですけど、今は微熱程度なので、月曜日には出社できると思います」

『そう。もし何か必要なものがあれば今から持っていくけど、大丈夫？』

「あ、ありがとうございます、大丈夫です。とりあえず食料は調達しました。心配をかけてすみません」

『心配はどれだけでもしてあげるけど、特に困ったことがなければそれでいいのよ。でも、ひとり暮らしなんだから、体調が悪くなったり困ったことがあったら電話しなさい。いつでも駆けつけるわよ』

　その明るい声に、私の気持ちは軽くなる。

　大丈夫だと思っていても、熱が出たせいか緊張していたのかもしれない。亜実さんは、そんな私の気持ちを察して、電話をくれたのだろう。

『それより、会社は明日も、あ、明日は休みだ。来週もあるけど、スペシャル合コンは今日だけだったのよー』

　突然、大きな声が聞こえた。悔しそうなその声に、合コンに誘われていたことを思い出す。亜実さんが厳選した男性陣との合コン、熱のせいですっかり忘れていた。

「亜実さん、ごめんなさい、……あの、楽しかったですか？」

　小さな声で、聞いてみると。

『楽しかったけど、今日の主役はふみちゃんだったからちょっと気が抜けちゃった。

　それに、千早くんが落ち着かなくて困った困った』

「え？　千早くん？」

『そうよ。今日の一番人気は千早くんだったけど、ふみちゃんは体調が悪くて来ないって言った瞬間、帰ろうとして止めるのが大変だったし、今だって……。あ、ちょ、ちょっと千早くんっ』

「亜実さん、どうしたんですか？　亜実さんっ」

　突然大きな声が聞こえたかと思うと、すぐに途切れてしまった。スマートフォンを耳に当てておろおろしていると……。

『ふみちゃん？　俺、千早』

「え？　千早くん？」

　なぜか、千早くんの声が聞こえた。

『私のスマホ返しなさいよー』と亜実さんの叫び声も聞こえるけれど、どうやら亜実さんからスマートフォンを取り上げたらしい。

『体は大丈夫なのか？』

　低い声は、電波越しだからだろうか、少し怖い。

「うん。大丈夫……だけど」

『で？　俺がどうして今機嫌が悪いかわかってるよな？』

「えっと、私が今日コンパを欠席したから？　もしかして男女の人数が合わなくて千早くんがあぶれちゃった、なんてことはないよね。一番人気だもん」

　はははっと、から笑い。

　千早くんのこんなに不機嫌な声は初めてで、どう答えていいのかわからない。お店で会うときには優しい声と表情で私を和ませてくれるのに、まるで今の声は別人のようだ。

『昨日のあれ、何？　どうして突然帰ったんだ？』

　あ……。

「ごめんなさい。あの、お金、もう少し多めに置いておけば良かった？」

　小さな声で、とりあえず聞いてみた。

『バカか？』

「バ、バカ？」

『ああ。金なんてどうでもいいんだよ。結局何も食べず、それにバーボン飲むって言っていたのに無視して帰るってどういうことだ？』

「あ、あの、それは」

『まあ、結局は輝さんだろ？　輝さんがふみちゃんを構わないから、拗ねて帰ったってとこだろ？』

　厳しい言葉が胸に痛い。

　確かに輝さんが原因で私は帰ったけれど。それは拗ねたわけではなくて、自分の思いをどう消化していいのかわからなくて帰ったというのが近い。

　きっと、私の輝さんへの恋心は千早くんにはお見通しで、あまりにも幼稚な私の行動が歯がゆいに違いない。

「千早くん、ごめんね」

『……認めたわけ？　輝さんのこと』

　探るような声に、心は小さく震える。

『ふみちゃんが店に来る度輝さんを好きになっていく姿、わかりやすくてかわいすぎ』

「かわいくなんかないけど」

『輝さんも、きっとふみちゃんをかわいいって思ってるよ。そうじゃなきゃ、昨日あんなに……』

「あんなに……？」

　輝さんの名前を連呼されて、その度にどきどきと脈が速まる。体が熱いのはきっと、微熱のせいだけではないはずだ。

『輝さん、昨日あれから機嫌が……ちょっと、待って……』

　相変わらず不機嫌な千早くんの声が突然途切れ、それ以上何も聞こえてこない。

「千早くん、どうかした？」

　輝さんが、あれからどうしたというのだろう。

　私には無理だと諦めた人で、お店にも行かないと決めたのに、そんなことを忘れるほど気になる。すると突然、甲高い声が聞こえた。

『人の電話を勝手に使うんじゃないっ……あ、ふみちゃん？　ごめんね、千早くんって、見た目と違ってかなり強引みたいで。スマホは無事に取り戻したから、安心して』

「亜実さん？」

『勝手にふみちゃんと話すなんて、よっぽどふみちゃんを気に入ったのかしらね。だったらこないだのお見合い、ふみちゃんと千早くんでセッティングすればよかったわね。あ、今からでも遅くないから、ふたりでどう？　お見合い』

「え？」

『だって、年も近くて仲も良さそうだし、そっかあ。輝くんじゃなくて最初から千早くんとお見合いしてもらえば良かったな』

　私と千早くんのお見合い。

　確かに年も近いし話も合うけれど、だからといってうまくいくとは思えない。一緒にいれば楽しくて安心感もあるけれど、それはお見合いの延長線上にある結婚を受け入れるための要素としてはかなり弱い。それどころか、お互いに恋愛感情を持てないふたりがお見合いをしても、きっとすぐに『このお話はご縁がなかったということで』と頭を下げるに違いない。

『付き合ってみなきゃわかんないことも多いんだから、いいじゃない、千早くんなら将来もお堅い仕事に就いて稼いでくれそうだし。えっと、遺伝子？　そんな研究が儲かるかどうかよく知らないけど』

　亜実さんは本気でそう言っているようで、おかしくなる。

「亜実さん、千早くんは私を恋愛対象としては見てないと思いますよ」

『そんなことないよ、付き合ってみれば結婚まで一直線って場合もあるし、輝くんよりもしっくりきそうだし……』

「とにかく、千早くんには今日の合コンに来ている女の子との縁を探った方が賢明です」

『うーん……そう？　輝くんとふみちゃんも絶対にうまくいくと思って組んだお見合いだったのにだめで、千早くんもだめか。私の直感も鈍ってきたな』

　はあ、と大きなため息をつく亜実さんの口から何度も呟かれた『輝くん』。その名前を聞く度に胸がきゅっと鳴る。

『じゃ、ふみちゃん、あまり電話を長引かせて熱がぶり返しても困るから、もう切るわね。来週以降で、また合コンをセッティングするから次は絶対においでよ』

「はい、ありがとうございます。でも、合コンはもういいです。私には向いていないので」

『向いていなくても踏ん張って参加しなくちゃ。いい縁は掴めないよ』

「ははっ」

『じゃ、また月曜日ね。週末、体調が悪くなったら遠慮しないで電話しなさいよ。じゃあね』

　亜実さんの元気な様子に、少しだけ気持ちが浮上する。

　輝さんの名前が聞こえる度に、どうしようもなく泣きたくなったけれど、亜実さんの明るい声はその切なさを半減させてくれた。

　それでも、心に居座る重苦しい感情を否定することはできない。

　千早くんとのお見合いか。

　亜実さんだけじゃない、輝さんだって自分よりも千早くんの方が、私に合うと言って笑っていた。

　その笑顔が私にとっては凶器になると気づかず、そう言っていた。

　日曜日、ようやく平熱に戻った私は、疲れない程度に家のことをしながら過ごしていた。冷蔵庫に残っていた食材で簡単なお惣菜を作って冷凍したり、たまっていた洗濯物を一気に洗濯したり。普段の週末と変わらない地味な時間を過ごしていると気づき、情けなくなる。

　体調が戻った途端、家事に精を出す二十二歳。

『若いのに、もったいないわよー。もっと外に出て楽しまなきゃだめよ』

　そう言って明るく笑う亜実さんの声が聞こえてきそうだ。

「床も拭いておかなきゃ」

　ひとり暮らしには広すぎる三ＬＤＫのこの家には、もともと誠吾兄ちゃんが住んでいた。

　駅から近くセキュリティも万全なこのマンションで暮らしていた誠吾兄ちゃんが転勤して半年。

　自動車メーカーでデザインの仕事に就いている誠吾兄ちゃんは、長く付き合っていた恋人の弓ゆみ香かさんと結婚し、アメリカで仕事をしている。

　誠吾兄ちゃんは、ひとりで日本に残る私を出発直前まで心配し、一緒にアメリカに行こうと何度も言ってくれた。けれど、英語はまるっきり話せないうえ、アメリカでやりたいことも特に思い浮かばない私には、非現実的すぎる話だ。

　それに、苦しい就活の末に手にした内定を無駄にするなんて、考えられない。

　じいちゃんとばあちゃんが亡くなり、唯一の身内となった誠吾兄ちゃんと離れて暮らすことに不安はあったけれど、その不安以上に日本から離れたくなかった。

　そんな私に誠吾兄ちゃんは「じゃ、俺の家に住め」と言って、私の意見には聞く耳を持たず、強制的にそれを決めた。誠吾兄ちゃんが恋人との結婚を見据えて購入したこのマンションは、築年数も浅くてまだまだ綺麗だ。

　弓香さんも私を心配してくれて、『誠吾の部屋に住まないのなら私が日本に残ってふみちゃんと一緒に暮らすから』と言ってくれた。

　そんな脅し文句をぶつけられては、頷くよりほかない。

　出発する直前まで私を気にかけていたふたりが渡米してすぐに、私はこの広い家に引っ越し、暮らしている。

　小さな頃から住んでいたじいちゃんとばあちゃんの家は老朽化が進んでいたこともあり、ふたりが亡くなったあと取り壊した。土地は近所の人に買い取られ、今では駐車場になっている。

　土地だけでも残しておけば、将来誠吾兄ちゃんが家を建てて家族と住むこともできるのに。

『俺は転勤もあるし、史郁は嫁に行ったら旦那の家の人間になるんだ。将来、扱いに困るものは早めに処分しておいた方がいいんだよ』

　私がお嫁に行くことを想像した誠吾兄ちゃんは、そう言った途端目に涙を浮かべていた。










熱のせい




　ふとそんなことを思い出していると、玄関のチャイムが鳴った。

　ダイニング脇にあるモニターを覗くと、そこには……。

「え、輝さん？」

　当分会うことはないだろうと思っていた輝さんがいた。

　そう言えば、一昨日の電話で千早くんが何かを言いかけていたような気がする。

　何も言わずにお店から帰った私を気にして来てくれたのかと、どきりとするけれど、それ以前に、どうして私の自宅を輝さんは知っているのだろう。

　再びチャイムが鳴る。

　混乱しながらも、モニターの中の輝さんから目が離せなかった。




「あの……」

　そっと玄関のドアを開けると、輝さんが心配そうに私を見つめていた。

「体調を崩したって千早から聞いたけど、大丈夫か？」

「あ、大丈夫です。えっと、その、わざわざすみません」

　小さく頭を下げながらも、恥ずかしくて目を合わせることができない。

　部屋着だとひと目でわかるパステルピンクのジャージが見えないよう、ドアからほんの少しだけ顔を出した。ノーメイクの顔を隠すように俯き、髪を洗っていたことだけが救いだと思いながら目の前にある輝さんの足元を見ていると。

「これ、ふみちゃんが好きなハンバーグ。病み上がりで食欲がないなら冷凍しておいてもいいから」

「あ、わざわざすみません……でも、大丈夫です、いろいろと買っているし……」

「いろいろっていっても、おにぎりとかパンとか、調理しなくていいものばかりだろ？栄養が偏って体調も戻らないぞ。遠慮しなくていいから」

　おにぎりやらパン。それを見抜かれていたことが恥ずかしくて、更に俯いた。

　そして、慌てて輝さんから差し出された紙袋を受け取り頭を下げる。

「あ、ありがとうございます。すみません」

　手にした袋は意外に重くて、思わず両手に力を込め輝さんを見ると、輝さんは他にもいろいろ詰めてあるから、と視線を紙袋に向けた。

　その言葉に紙袋をそっと開けると、いくつかのタッパーに分けられて入っているお惣菜らしきものが見える。かなりの量が入っていて、ハンバーグだけではないと、すぐにわかった。一番上のタッパーの蓋ふた越しに見える中身は一面黄色で、私が好きなだし巻卵のようだ。

「だし巻は冷めてもおいしいから、ちゃんと食べて体調戻せよ」

「はい。あ、ありがとうございます……」

　私を気遣うような優しい声に、心がそわそわする。

　いつもお店で会うだけで、こうしてお店の外で会うなんて初めてだ。それも私の部屋の前。予想外すぎて、どんな顔を見せてどんな言葉を返せばいいのか、まったくわからない。ちゃんとお礼を言いたいと思えば思うほど、言葉が出てこない。

「それと、金曜のお金、返しておくよ。何も食べてないのに、それに、いつもお金はいらないって言ってるのにどうして突然置いて帰ったんだ？」

　厳しい口調に変わった輝さんの声に、ぴくりと体が固まった。

　そんな私の様子にため息をついた輝さんは、紙袋を持ったままの私の右手をそっと握ると、紙袋の持ち手からそっと外してお金を握らせた。

「このお金は、もらえないよ。それに、ふみちゃんの夕食くらい、毎日でも俺がごちそうしてあげるのに。お金なんて気にするな」

　見上げた輝さんの表情はどこか硬くてつらそうに見える。

「でも、それじゃ、お店に行きづらいからだめです」

「そんなこと考えずに、気楽に来ればいいんだよ」

「そう言われても、私は……」

　私は、結婚まで進むことなく途中下車した、単なるお見合い相手に過ぎない。普通なら、仲人さんに気持ちを伝えて二度と会うこともないだろう相手なのに。それなのに、どうして私のことをこんなに気にかけてくれるのだろう。

　お店に何度か通ううちに輝さんに惹かれて、そして好きになったけれど。好きになったと同時に優しく拒まれた。千早くんとお見合いすればよかったな、とまで言われて、諦めようと決めたのに。

　唇をぎゅっとかみしめる。

　右手には返されたお金。

　輝さん手作りのお惣菜の数々。

　そして何より、私を見つめる輝さんの瞳は、私を愛しく思っているのではないかと期待しそうなほどに私を強く射る。

　その意味を、体力が落ちている今の私は自分に都合よく考えそうで怖い。私が輝さんを諦めるタイミングを摘み取るような、罪深い笑顔まで見せられる。

　ようやく輝さんを諦めて、もう会わないと決めたばかりなのに、どうして私の気持ちを揺らすような言葉と瞳で私を追いつめるのだろう。私を受け入れてくれないのなら、もう放っておいてほしいのに。

　平熱に戻ったばかりで、少なからず残っていた気力も使い果たし、足元が沈むような感覚に囚われる。鼓動の音が激しくて、吐き気と眩暈で視界がぼやけていく。

　ふわりと揺れた私の体はそのまま輝さんへと倒れ込んだ。

　慌てた輝さんに支えられた私は、自分の意志に反して体を預けてしまった。

「どうした、気分が悪いのか？」

　輝さんが焦った声をあげる。

「だ、大丈夫です……」

「突然来て悪かったな。部屋でゆっくり休め、……入っていいか？」

　輝さんは、具合の悪い私を抱きかかえて、探るように問いかける。

「あ、大丈夫です、しばらくゆっくりしていれば、治ります。もともと貧血気味なので、きっと……」

「歩けるか？」

「あ、はい、たぶん……」

　輝さんから離れてひとりで歩こうとするけれど、熱がぶり返したのか、足元がおぼつかない。

　輝さんは、私の背中を優しく撫でて「無理するな」と耳元で囁く。

　そして、荒い呼吸の合間に「ごめんなさい」を繰り返す私の膝裏に手を差し入れると、すっと抱き上げた。

「え、ひ、輝さん……大丈夫です、歩けます」

　抱き上げられた私は慌ててそう言った。

　けれど、輝さんの顔があまりにも近くにあることに驚き、その声も小さくなる。輝さんは、そんな私に構うことなく私を寝室へ運び、ベッドに下ろしてくれた。

「何か持ってくるから、とりあえず寝てろ。冷蔵庫に飲み物でも入ってるか？」

「あ、はい……。あの、どうして、寝室の場所がわかったんですか？」

　私の体に毛布をかけてくれる輝さんに、尋ねてみる。

　迷うことなくまっすぐ寝室まで私を運んでくれたことがなぜか気になったのだ。

　輝さんは、私の言葉に一瞬躊躇する表情を見せたあと口を開いた。

「マンションの間取りなんてどこも似ているからな、この部屋が寝室だろうと思ってドアを開けたらビンゴだったってこと。深い理由なんて、ないから」

「あ、そうなんですね……」

　確かに、玄関から入ってすぐの部屋は、寝室にしやすい場所なのだろう。

　誠吾兄ちゃんが住んでいるときもこの部屋が寝室として使われていたから、そのまま私もこの部屋にベッドを入れたけど、そうか、みんなそうなんだ。

　そんなことを考えていると、輝さんがペットボトルのお水と体温計を持ってきてくれた。

「テーブルにあったから。測ってみろ」

　私は毛布の中から手を出して、体温計を受け取り、熱を測った。

「何度だった？」

　検温終了の音が鳴ると同時に、輝さんに体温計を取り上げられる。

　眉を寄せた輝さんに不安を感じていると、輝さんはそのまま体温計をケースに戻した。

　そんなに熱が上がったのかな。

「結構、高いな。薬を飲んで、様子をみるか。その前におかゆでも作るから、しばらく待っていてくれ」

「あ、そんなの申し訳ないです……私なら、大丈夫です」

「大丈夫じゃない。熱もあるし、ふらふらだろ？」

　輝さんは私の頬を優しく撫でてくれた。

「ごめんなさい。忙しいのに……それに、私は単なるお客で……お見合い相手で」

　熱でぼんやりしているせいか、自分でも何を言っているのかわからないまま言葉だけがこぼれ落ちる。

「お店の外でまで、面倒をかけてごめんなさい」

　小さな声で呟くと、自分の言葉に自分で傷ついて、つらくなった。

　きゅっと結んだ口元を隠すように枕に顔を埋めても、輝さんに対する申し訳なさと情けなさはどうしようもない。

　すると、私の頭を撫でる輝さんの声が聞こえてきた。

「俺は、店のお客とは店以外で会わないし、ふみちゃんのことを単なる見合い相手だとは思ってない。もしもそうなら、もっと簡単に距離を置いてる」

　子供に言い聞かせるような声音は、私を女として見ていないように聞こえ、一瞬傷ついたけれど。

　輝さんの言葉の意味を理解するにつれて、少しずつ心が軽くなっていく。

　お客さんとの個人的な付き合いはないということにほっとし、単なる見合い相手だとは思っていないと言われて嬉しくないわけがない。おまけに、輝さんを好きな気持ちを捨てるのはもう少しあとでもいいかな、なんて思ってしまう。

　私って、単純だ。

「輝さん……」

「何？」

　輝さんは顔を近づけて、私を安心させるように目を細めた。

　それだけで、気持ちが浮上していく。

　誰かが側にいてくれることが、こんなに穏やかで幸せなことだということを忘れていた。それも、好きな人が側にいてくれるのなら尚更嬉しい。

　同時に、やっぱりひとりぼっちは嫌だと気づき、気持ちは大きく揺れる。

「あの、のどが渇いたんです……けど」

　輝さんが心配してくれているとわかり調子に乗った私は、そんなわがままを呟いた。

　輝さんに少しでも長く私の側にいてほしくて、ひとりになるのが嫌で。

　私の甘えるような呟きを聞いた輝さんは、サイドテーブルにあるペットボトルを手に取り、からかうようにほほ笑んだ。

「なんなら、口移しで飲ませてやろうか？」

「えっ……。く、口移しって、それは、い、いいです」

「そうか？　残念」

　くくっとのどの奥を震わせた輝さんは、近くにあったクッションをいくつか手に取ると、私の体を起こして背中に当ててくれた。

　私の体を気遣う、まるで恋人に触れるような優しい指の動きを背中に感じて、熱が原因ではない眩暈を感じる。

　この眩暈はきっと、輝さんの吐息が私の心を震わせたせいだ。

　クッションを整えてくれる輝さんの口元が、私の首筋を刺激する。わざとなのか、そうでないのか、熱い吐息を何度も感じて、その度に心臓も跳ねる。私はひたすら俯いて、輝さんが私から離れてくれるのを待った。

「まだ顔が赤いな。おかゆを食べて薬を飲んだらゆっくりと寝てろ」

　その言葉から、もうしばらく側にいてくれるんだとほっとしたけれど、これも自分に都合のいい思いに違いない。忙しい輝さんには、私にこれ以上構っている暇なんてないはずだ。今日は日曜日でお店はお休みだけど、週に一度の休日を私のために使ってもらえるとは思えないし、そんな迷惑をかけるわけにもいかない。

　そう、輝さんがこうして訪ねてきてくれただけで、満足しなくちゃいけないのに、どんどん欲が出てくる。

　私の側にいてほしい。

　ひとりにしないでほしい。

　そして……私を……好きになってほしい。

　そう思った瞬間、ぎゅっと唇をかみしめて目の奥にあふれる熱いものがこぼれ落ちないよう我慢する。目を閉じ、切ない感情が消え去るのを待ちながら両手を握りしめると、そのあまりの強さに痛みを覚えた。

　こんな切なさ、小さな頃から慣れているから、大丈夫。

　どんなに寂しくて悲しくて苦しくても、その痛みを体全体で受け止めて我慢すれば、きっと全て通りすぎていく。

　大丈夫、大丈夫。

　自分を励ますことにも慣れているから、大丈夫だ。

「……ふみちゃん、指の色が変わってる」

　私の手を包み込む輝さんの体温を感じて、はっと目を開けた。

「力を入れすぎだろ」

　呆れたような声。

　輝さんは私の手を温かく包んだかと思うと、一本一本、指を解いていく。

「細くて綺麗な指なのに、色が変わるほど握りしめるなよ」

「輝さん……」

「そんなに気分が悪いのか？　体を起こすより、寝ている方が楽か？」

　少しずつ赤みが戻ってくる指先に、血が流れ始めるのを感じる。その手を輝さんに預けたまま、私はゆっくりと手を動かしてみる。握りしめて開いて、そして握りしめてまた開いて。輝さんは、その間もずっと私の手を握ったまま離そうとしない。

　輝さんの手の温かさに心地よさを覚え、それと同じくらいの息苦しさも覚える。それでも、輝さんの体温をこのまま感じていたい、と思う。

「指輪、してないんだな」

　ぽつり、輝さんが呟いた。

「指輪は、仕事をするときに外して失くすことが多くて。今はつけてません」

　重なったふたりの手を見つめながら、小さな声で答えた。

　たまたま入ったお店で見つけたかわいいファッションリングを以前は身に着けていたけれど、慣れていないせいか気になって仕事に集中できず、すぐに外してしまった。

　それ以来、指輪は身に着けていない。

「ふーん。失くすと困る指輪、持ってるんだ」

　視線を上げると、にこりともせず、機嫌が悪そうな顔が私の目の前にある。

「あの……？」

　ふたりの視線が合った途端、輝さんはばつが悪そうに苦笑した。

「当たり前だよな、もう高校生でも大学生でもない、仕事も持っている一人前の大人なんだから、指輪だって当然」

「輝さん……？」

　さっきから指輪にこだわっているようだけど、その理由がわからない。

　高校、大学なんて言葉が出るのも不可解だ。

　輝さんは、私の手を強く包み込んだまま、私を見つめる。そして、顔をぐっと私に近づけた。

　余裕にあふれ、特に動揺している様子が見えない輝さんと、受け入れ容量いっぱいいっぱいの私とを比べれば、その差は歴然としている。

　やっぱり、私が女性として輝さんに見てもらいたいだなんて、高望みだとしか思えない。

　落ち込むばかりの自分に嫌気がさす。強くなりたいと願いながら生きているのに、弱い自分ばかりが顔を出す。

「これって、かなり前にできた傷だよな……？」

　ふと変わった声音に、意識は戻される。

　輝さんの手が私の耳元へと届いて、『ああ、あの傷だ』と見当がついた。

　輝さんの必要以上に優しい触れ方にどきどきしながら、目を伏せて大きく息を吐く。

　そして、思い出すと胸が痛くなる過去に引きずられないよう、気持ちを強くし、再び目を開けて輝さんを見据えた。

　きっと、これまで輝さんが見ていた私の中で、今の私が一番強い表情を作っているはずだ。

「小さい頃に、母さんとぶつかったときにできた傷です。かなり薄くなったと思うんですけど、まだわかりますか？」

「んー。じっと見なければわからないな。だけど、かなりざっくりと切れたんじゃないか？」

「……そうですね。血だらけでした」

「ぶつかっただけで、どうして血だらけになるほどの怪我をしたんだ？」

　輝さんは驚いた声をあげ、私の耳みみ朶たぶの下に残る傷きず跡あとを見つめている。その傷跡が、私が過去を思い出すきっかけになるものだとは知らず、心配そうに。

　傷跡に囚われず、過去に呼び戻されないよう気持ちを強く持たなければと思いながらも、傷跡から体全体に広がっていく痛みをすぐに逃がすことは難しい。思い出したくない、忘れられない過去は、不意に現れて私を苦しめる。この傷跡の呪じゅ縛ばくからは一生逃げられないのだろうか。

「ふみちゃん、どうした？　体調が悪いなら、このまま寝るか？」

　輝さんの声がどこか遠くから聞こえるようだ。

「ふみちゃん？　……おいっ」

　輝さんは私の両肩に手を置くと、まるで私がどこかに行ってしまったかのように、そして、そんな私を取り戻すように強く揺さぶっては声をかけてくれた。

「あ、大丈夫です。私、ただ、思い出していただけで……いろいろと」

「いろいろって何を思い出していたんだ？　楽しいことを思い出したようには見えないぞ。何があった」

「何がって……簡単です。私、捨てられたんです」

　普段の私なら他人に言わない重い過去を、なぜか今は吐き出したくてたまらない。

　熱のせいだろうか、初めてたどる思考回路に戸惑いながらも言葉があふれ出てくる。

「私……。母さんから捨てられたんです。私は、私をじいちゃんとばあちゃんに預けて出ていく母さんを追いかけて、すがりついて、そして、そんな私を振り払った母さんの指輪の石が私の耳朶を切ったんです。そう、ざっくりと、です」

「……痛かったな」

「です、ね」

　私の呟いた言葉に苦しげな顔を見せながらも、輝さんはそれほど驚いた様子もなく私の手を強く握ってくれた。

　その熱によって、私の心はほんの少しだけ穏やかさを取り戻す。

　それでも、私はあの日を思い出さないように必死で気持ちをそらし続ける。思い出せば母さんから与えられた痛みがよみがえり、感情の揺れをコントロールできなくなる。

　あの日、すがりつく私を振り払った母さんによって、私の体と心の全ては、壊されてしまった。

　母さんや父さんを愛しいと思う私の心を拒否され、ふたりの未来に私の存在は不要だと実感したあの瞬間。耳朶から流れる血が地面に落ちる様子を他人事のように眺めながら、自分はひとりぼっちになったと震えた。

　涙は流れなかった。

　血だらけの私をその場に置き去りにした母さんの背中がどんどん小さくなり、そして消えたとき。それまでの私も、消えてしまった。

「史郁、おい、史郁」

　輝さんに『ふみか』と呼ばれ、体を揺さぶられて、はっと目を開けた。

　今までは『ふみちゃん』だったのに。

　そういえば、初めて会った〝お見合い〟の日にも、輝さんは私のことを『ふみかちゃん』と呼んだ。友達はみんな『ふみちゃん』と呼ぶせいか、初対面の輝さんからそう呼ばれたとき、どきりとしたのを思い出す。

「史郁、戻ってこい。史郁の耳朶の傷跡は、もう白くて見えないほどだ。安心しろ。もう痛くない」

　相変わらずぼんやりとしている私の体を揺らしながら、輝さんは焦った声をあげている。

「輝さん……」

「大丈夫だ。俺がいるから、大丈夫」

　私の意識を呼び戻すように言葉をかけ続ける。

　輝さんに耳朶の傷跡の原因を問われ、気持ちが過去に流れ込まないようにと必死でコントロールしたけれど、結局、自分で自分を追いつめるように過去を思い返す。

　いつものことだ。母さんに捨てられたときに与えられた傷跡は耳朶に居座り、時々思い出したように私をいじめる。

「輝さん、ごめんなさい。もう、大丈夫です」

「大丈夫じゃないだろ。まだ震えてるぞ」

「大丈夫です。いつものことで慣れてるから」

「こんなことに慣れるなよ。史郁は何も悪いことをしていないのに、こんなに怯えることはないんだ」

「うん……」

　私の体全ては輝さんに覆われ、身動きひとつできず息苦しい。

「あ、あの、輝さん……」

　目の前にある輝さんの胸を押し返そうとしてもぴくりとも動かなくて、私を抱きしめる力は一層強くなった。それと同時に私は咳き込み、けほっ、と小さく息を吐く。

　何度か咳が続いたあと、ようやく私の様子に気づいたのか輝さんの腕の力が緩んだ。

「もしかして、苦しかったか？」

「はい、苦しかった、です」

「あ、悪い。史郁の泣きそうな顔を見ていると、つい、な。悪い悪い」

　ははは、と笑いながら、輝さんはゆっくりと私をその胸から離して距離を取る。

　相変わらず私の肩に置かれている手にちらりと視線を落とした瞬間、輝さんの手に力が入った。

「これくらい、いいだろ。今、史郁から手を離したくないんだ」

「え？」

「まだ、震えてる」

「あ……」

　そっと輝さんに視線を向けると、私の気持ちを探るような、そして悩んでいるような瞳が私を見つめている。

「輝……さん？」

　私の声に、輝さんは何かを決意したように息を吐き出すと。

「史郁の母親、史郁を捨てたあと、どうしているか知ってるか？」

　輝さんは、母さんが私を捨てた、とはっきり言って私を抱きしめた。

　その言葉が持つ残酷さを補うように、私を優しく包み込んで、離そうとしない。

「史郁の母親は、かなり前に再婚したんだ」

　突然聞かされた輝さんの言葉に、思わず顔を上げた。どうして輝さんが私の母さんのことを知っているのだろうか。

「それは……知ってるけど、どうして輝さんがそれを……」

　戸惑いを隠せないまま呟いたけれど、輝さんがそれに答えてくれる様子はない。

　ただでさえ、私は母さんのことを思い出すと心が乱れて思うように話せなくなる。

　輝さんの言葉が気になりながらも、まずは気持ちを落ち着けようと、私は輝さんの腕の中でじっとしていた。

　輝さんは、そんな私の様子を気遣うように、私を抱きしめる手に力を込めて言葉を続ける。

「それに、史郁の母親は、今では再婚相手の娘を実の娘のようにかわいがって……幸せに暮らしているんだ」

「実の娘のように……」

　輝さんの言葉が、私の感情の奥底に隠していた黒い思いを呼び起こす。

　今輝さんから聞いたことは、以前じいちゃんとばあちゃんがこっそりと話していたのを盗み聞きして知っている。母さんは、父さんと結婚する前に付き合っていた男性と再婚し、その男性の子供と一緒に暮らしている、と。

『史郁には知らせないでおこう』

　じいちゃんとばあちゃんは、私が傷つかないようにそのことを伏せたまま亡くなった。私を愛し、そしてどんな悲しみや苦しみからも守ろうとしてくれたふたり。

　その優しい気遣いがわかるだけに、聞きたいことも聞けず、母さんのその後は知らない振りをして過ごしていた。

　そして、病気で相次いで亡くなったふたりの葬儀にすら姿を見せなかった母さんのことを、『幸せになってほしい』とはどうしても思えない。そんな自分が冷たい人間のように思えて、生きていくことが更につらくなった。

　普段はそんな感情を隠して、気づかない振りをして生きているけれど、体調を崩したり、精神的に弱ってしまうと途端にだめになる。私の体に根付いている負の感情が私を責めて、崩れてしまう。

　両親に捨てられたのは、私に責任があるからだ、と。

　誰かに言われたわけではないのに。そして、客観的にみれば絶対にそんなことはないのに、そう思ってしまう自分が嫌になる。

　たとえ、両親が私に手を焼いていたとしても、まだまだ幼い子供。両親がその子供を見捨てていい理由なんてあるわけがない。それをわかってはいても、自分のどこが悪かったのだろうかと、悩みながら生きてきた。

　どれほど悩んでも見つかるはずのない答えを探しては、自分を追いつめ、そんな自分を持て余している。

　輝さんは、私を励ますように背中を軽く撫でながら、何かを考え込んでいた。

　どれだけそうしていただろうか。輝さんの鼓動が気のせいか速くなったように思えたとき、低い声が耳元に響いた。

「史郁の父親も再婚して、再婚相手の息子と一緒にカフェを経営しているんだ。かなりの人気店で、順調に客足も伸びて幸せらしい……そのことは聞いているか？」

「それは……知らなかった」

　けれど、私の知らない場所で、きっと幸せになっているんだろうとは思っていた。

　そう、私のいない場所で、笑って暮らしているんだろうと。

　その事実を実際に聞かされて、私の心は予想以上に傷ついた。当然だ。

　それと同時に、更に強くなる疑問。

　どうしてそのことを、輝さんは知っているのだろう。父さんと母さんのことを、これまで話したこともなければ聞かれたこともないのに。

「輝さん……あの……」

　どうにか気持ちを落ち着けて私が口を開いたと同時に、輝さんも再び口を開いた。

「史郁の両親は、離婚したことによって幸せを手にした。今ではふたりが結婚していた過去なんてなかったかのように、順調に幸せを築いている。史郁を捨ててでも手にしたかった幸せを、望み通りに掴んだってことだ」

「私を捨ててでも……」

「そうだ。自分の娘である史郁を捨ててでも、だ」

　私を抱きしめ、耳元に囁く輝さんの言葉はまるでナイフのように私の心に突き刺さり、どうしてそれを知っているのかを聞くことすらできなくなった。

　心の中で繰り返されるのは、私を捨ててでも、父さんと母さんは自分の幸せを手にしたかったという現実だ。

　それは、私を捨てなければ手に入れられなかった幸せだということだ。

「じゃあ、私は、私は……なんのために生まれてきたの。私がいたら幸せになれないなら、生まなきゃ良かったのに」

　私は大きな声をあげ、輝さんの胸の中でもがいた。その胸を両手で叩き、ひたすら「どうしてよ、どうしてよ」と叫び続けた。

「史郁、ふみか」

　暴れ続ける私を強い力で抱きしめながら、私と同じだけの苦しみを感じているような声で、輝さんは何度も私の名前を呼んだ。

「史郁、お前は、自分の力で幸せになるために生まれてきたんだ」

「そんなの、無理。誰からも愛されていないし望まれていないのに、無理。幸せになんてなれるわけない」

「愛されていないなんて、言うな。おじいさんもおばあさんも、誠吾先輩だって、弓香先輩だって、いつも史郁を心配して愛していただろ？」

「そんなの、同情に決まってる。両親に捨てられたかわいそうな女の子にみんな同情して優しくしてくれるだけ。じいちゃんもばあちゃんも、自分の娘が出ていって寂しいから私を引き取って育ててくれただけ。誠吾兄ちゃんだって、自分の姉がしでかしたことが申し訳なくて、正義感から私をかわいがってくれただけ」

「ふみかっ」

「両親から捨てられてしまうような私のこと、誰も必要としてくれないし愛してくれない。それに、両親が今では幸せになっているって聞かされて、それを良かったなんてちっとも思えない自分のことが、嫌いで嫌いでどうしようもない」

　涙が次から次へとあふれ出て止まらない。

　熱くなった感情の矛先は輝さんに向けられて、その胸を何度も叩き、そこから抜け出そうと叫ぶ。

「父さんも母さんも、私を捨てるくらいなら生まなきゃ良かったのに。どうして私が生まれたのか、教えてほしい」

　もともと熱が高いせいか、感情の昂ぶりを抑えられないだけでなく、一旦爆発してしまった気持ちを鎮める方法もわからない。

　ひたすら興奮し、ぜいぜいと荒い呼吸を続け、その度輝さんが強い力で抱きしめてくれる。

「史郁、落ち着け。とにかく落ち着いて話そう」

「やだ、何も話したくない。私、このまま消えてしまいたい」

「だめだ。消えるなんて許さない」

「輝さんには関係ない。私の人生になんの関わりもないのに」

　輝さんの荒々しい口調に同調するかのように、私はきつい声で言い返した。

　単なるお見合い相手、それも、私を受け入れてくれなかった輝さんに、私の気持ちなんてわからないし、今日この部屋を出たらきっともう会いにきてくれることもない。

　そんな輝さんへのどうしようもない感情が私を更に煽り、興奮したまま激しい言葉を次々と放ってしまう。

「輝さんだって、今日帰ったらそのまま私のことなんて忘れて見捨てるでしょ。だったら同情しないで。私を好きじゃないなら放っておいてよ」

　大きな声で叫んだ私は、そのまま輝さんの胸に顔を埋めあふれる悲しみを吐き出すように必死で泣いた。

　小さな頃からずっと抑えてきた感情が全て流れていくかのように、私の涙は止まることなく頬を濡らし、輝さんのシャツにも広がっていく。

　それにも関わらず、私を抱きしめてくれる腕の力が緩むことはなく、ほんの少しでも私がもがけば同じだけの力で私の体を抱き返す。

「泣いてもいいから、消えてしまいたいなんて、言うな。せっかくここまで自分の力で生きてきたんだ。もっともっと幸せになれ」

「……そんなの、無理。どうやって幸せになっていいのかわからない」

　せっかくここまで生きてきた、と言われても、両親に捨てられた私を引き取ってくれた人たちによって生かされただけで、これまで私自身が積極的に生きてきたという実感はまるでない。

　じいちゃん、ばあちゃん、そして誠吾兄ちゃんが私を引き取ってくれなければ、私がこうして生きていたかどうかもわからない。

　けれど、じいちゃん、ばあちゃんが相次いで亡くなって、そして誠吾兄ちゃんもアメリカに行った今、私は言葉通りひとりぼっちになってしまった。

　仕事をしていれば孤独を忘れられるけれど、こうして自分の感情と正面から向き合うと、気持ちは一気に崩れていく。普段は隠している、弱すぎる自分が顔を出して暴れるのだ。

「子供が自分の親から必ず愛情を注いでもらえるとは限らない。子供が求める幸せを、確実に親が与えてくれる保証もない。史郁は親に恵まれなかったんだ。運が悪かったと諦めて、親に期待することも嘆くこともやめて、自分の力で幸せになれ」

「だから、どうやって……」

　輝さんの言葉ひとつひとつが重く感じられて、簡単には受け入れられない。自分の力で幸せになるなんて、どうすればいいのかわからない。

　輝さんの胸に押し付けられたままの私の耳に、輝さんの鼓動が不規則に届いてくる。

　その鼓動が心なしか速いと思うのは気のせいじゃないはずだ。もしかしたら、強気な口調で私を諭している輝さんだって、必死なのかもしれない。

　輝さんは、私の頬にかかる髪を梳いたあと、これまで以上に強い声で呟いた。

「自分の人生を楽しめるように、強くなれ。毎日を真面目に一生懸命に過ごして、穏やかに笑っていられること、それが幸せだ。たとえ両親がいなくても、人は強く生きていける。両親に愛されていなくても、いつか史郁が誰かを愛して家族を作ればいいだろ。自分の力で幸せになれ」

「家族……」

「そう。史郁が自分で家族を作ればいい。誠吾先輩と弓香先輩が結婚して家族になったように、史郁だって愛する人と結婚して家族になればいいんだ」

「結婚……できるのかな、私……」

　輝さんの言葉は、私の体の奥深いところに染みていく。

　誰かを愛して家族を作ればいい。

　両親から与えてもらえなかった愛情を、結婚して私が誰かに注げばいいってこと？

　これまでも、誠吾兄ちゃんから言われたことがあるその言葉。自分の家族を自分で作って幸せになればいいと何度か言われたことがある。そのためにはまず勉強をして、将来の夢を見つけたときにそれを叶えるための力をつけておけと言われた。

　誠吾兄ちゃんにそう言われたからではないけれど、私は一生懸命勉強をしてきた。

　勉強を続けていく中で、建築士になりたいと願ったとき、それを叶えるための大学に進めるだけの学力を身につけていたのはそのおかげだ。

　自分で自分を幸せにするための、夢を叶える力と生きていく強さ。それを手に入れれば私は幸せに近づけると言われた言葉の意味を、最近ようやく理解できた気がする。

　建築士として生きていきたい、そして、憧れの建築士がいる会社に就職したいという願いも叶えた。

　けれど、本当に幸せになるためには、まだ足りないものがあることも知っている。

　そんなことを思いながら、私は徐々に気持ちを落ち着けた。

　輝さんは私をその胸に収めたまま、私の頭に唇を落とし、優しく背中を撫で続けてくれる。

　私も、輝さんの背中にそっと手を回す。

　温かい、と感じる体温。

　私が自分の力で幸せになるために必要なものはなんであるかを、私の体は無意識のうちに理解している。

　更に私と輝さんとの距離を縮めようと、身を寄せて小さくため息をついた。

　輝さんは、私が誰かと結婚し、幸せになることを願っているとしか思えない言葉を口にした。

　私が輝さんに好きだと言ったとしても、きっと輝さんには迷惑なだけだろう。

　私は小さな頃から慣れている、諦めるという感情を呼び起こそうと、ぎゅっと目を閉じる。

　輝さんに、何も求めてはいけない。

　同情以上の感情を、欲してはいけない。

　何度もそう言い聞かせ、唇をかみしめる。

　それでも、輝さんを好きだという気持ちを完全に捨てるなんてできない。それどころか、彼の愛情を求める心には逆らえなくて、思わず呟いてしまった。

「ごめんなさい。もうしばらくだけこうしていて。輝さんが私をなんとも思っていないのはわかっているし、もう輝さんを困らせないから」

　大好きな人に抱きしめられることなんてこの先ないかもしれない。せめて今だけでも、輝さんの温かさに浸っていたい。

　自分で自分を幸せにするために生きていかなければならないのならば、今こうして抱きしめられているときを糧に乗り越えていきたい。

　でも……輝さんが……大好きなのに。

　自分自身の思いをどうにか昇しょう華かさせ、輝さんを諦められるようにと心を落ち着かせていると。

「あー、もう。いい加減にしろ」

「えっ。輝……」

　突然、唸るような低い声が聞こえたかと思うと、私の体はベッドに押し倒された。

　驚いて視線を上げると、輝さんの苦しげな顔と、その向こうに白い天井が見える。

　私の両手をシーツの上に押さえつけながら、輝さんはぐっとその顔を私に近づけた。

「俺が史郁をなんとも思っていないのなら、見合いをボツにした時点で距離を置いているし、店に来たとしても単なる客として相手をするだけだ」

「……ひ、輝……さ、ん」

「本当なら、オーナーの俺が店に立つなんてこと滅多にないんだ。あと何店舗か出すから準備で忙しいし。史郁との見合いの日、久しぶりに店に出たせいで、店員がみんな俺の存在を意識して緊張していたくらいだ。だけど、俺はその日以来連日店に出てはその度に千早にからかわれる。この意味、わかるか？」

　私の額には輝さんの額がこつんと寄せられ、ベッドに押し付けられている体は輝さんの体重によって固定されている。

　人の体重をダイレクトに感じることが、こんなに自分を穏やかにしてくれるなんて、想像もしていなかった。それは他の誰でもない、輝さんの重みだからに違いない。

　好きな人にその人肌のぬくもりと重みを教えられて、嬉しくないわけはないけれど、今の状態と、輝さんの言葉の意味がよくわからない。

「輝さん、えっと、私は……」

「史郁がいつ店に来てもいいように、うまい料理を作っている俺の気持ちがわかるか？」

「え？」

「ひとりで起きて、会社に行って、ひとりの家に帰る。そんな史郁が気がかりで心配で、せめて栄養のある夕食を食べさせてやろうと思う俺の気持ちに気づいてないだろう？」

「は、はい……」

「くっ。やっぱりそうか。誠吾先輩が心配していた通り、鈍感だな。……まあ、そこもかわいいけど」

　今日、輝さんの口から何度も出た『誠吾先輩』という言葉に、ぴくりと反応した。

　弓香さんの名前も聞いたような気がする。父さんと母さんのことを知っていることもそうだし、輝さんは何かを隠しているとしか思えない。

「誠吾兄ちゃんと、知り合い……ですか？」

　恐る恐る口を開いた私に、輝さんは私を安心させるような笑顔を浮かべながら答えてくれた。

「俺の大学時代の先輩だ。誠吾先輩も、弓香先輩も、同じサークルでかわいがってもらった」

「大学が、一緒……」

「そう。学部は違ったけど、サークルで知り合ってよく遊んでもらったな。当時は女の子に人気があるのに、弓香先輩ひと筋で真面目な誠吾先輩に憧れている後輩は多かった。まあ、俺もそのひとりだけど」

「……知らなかった」

「亜実さんから見合いしろって史郁の写真を見せられたとき、すぐに誠吾先輩のふみちゃんだって気づいたんだけど。黙っていて悪かった」

「嘘……」

　小さく漏れた私の声に、輝さんは私の顔を両手で挟むと、気遣うように撫でては私の表情を探る。

「俺は、誠吾先輩が大切にしている史郁がわけのわからない男と見合いするなんてまずいと思ったんだ。まあ、史郁とまた会いたくて、見合いを受けたってのが一番の理由だけど」

　相変わらず私の反応を窺うような輝さんの口調に、どう答えていいのかわからない。

　輝さんが誠吾兄ちゃんの後輩だと知って、世の中って狭いんだなあと実感したり、輝さんの大学時代の様子を誠吾兄ちゃんが帰国したときにでも聞いてみたいなあとか。

　どこか楽しんでいる自分がなんだか意外で不思議だけれど、私の中では『やっぱり』と思える部分もある。

　私の両親の現在の様子も、誠吾兄ちゃんから詳しく聞いているのだろう。

　けれど、それを今私に言うなんて荒療治、誠吾兄ちゃんにはきっとできない。

「輝さん、この部屋に来たことがあるでしょ？　暗証番号だって……」

　疑問形で聞いているけれど、確信はある。

　誠吾兄ちゃんが日本にいるとき、輝さんはこの部屋に来たことがあるはずだ。

「暗証番号を知っていたから、自分でオートロックを解除してこの部屋まで上がってこれたんですよね？」

「……ああ。暗証番号は史郁の誕生日と弓香先輩の誕生日。誠吾先輩に教えてもらった。八桁の暗証番号なんて面倒だな」

「教えてもらったって……。そんな、あっさりと」

「確かにあっさり、だったな。アメリカに行くことが決まってからすぐに呼ばれて教えてもらった、というより教えられた。誠吾先輩は、自分がいない間ひとりぼっちになる史郁に万が一のことが起きたとき、電話一本ですぐに駆けつけるように俺に頼んできた」

「輝さんって、誠吾兄ちゃんからよっぽど信用されているんだね……」

　それにしても、マンションの暗証番号を他人に教えるなんて、誠吾兄ちゃんは何を考えているんだろう。確かに輝さんは信用できる人だろうし、風邪で寝込んだ私のお見舞いにわざわざ来てくれるいい人だとは思うけれど……。

　本当に、輝さんのことが好きなんだろうな。

「誠吾先輩、史郁のことが絡むと常識外れなことも平気でするからな。昔から、仲間内で呆れられることも多かった」

　くすくすと声をあげる輝さんだけど、誠吾兄ちゃんに頼まれれば拒むなんてできなかったはずだし、暗証番号なんて知りたくなかったに違いない。万が一私に何かがあったとしたら、たとえそれが輝さんのせいではないにしても、誠吾兄ちゃんへの罪悪感は拭えないだろう。わざわざ面倒なことを引き受けたくはないだろうし、責任も持ちたくないに違いない。

　そして、気になることもある。

「私とのお見合いは、偶然ですか？」

　小さな声で問いかけた。

「ああ、偶然だ。姉貴から俺のことを相談された亜実さんが、史郁のことを大絶賛しながらお見合いの話を進めたんだ。俺にぴったりだとか、かわいい子だとか。かなりの熱意でおしてきたんだ」

「想像できる……」

　思わずくすりと笑ってしまった。

「会社でも、亜実さんは独身社員みんなにお見合いを勧めたり合コンをセッティングしてるから、輝さんに迫る姿も簡単に目に浮かびます」

　どうしてそこまで縁結びに力を注ぐのかはよくわからないけれど、生きがいのように強引に事を進める亜実さんをなぜか憎めない。

「私も何度もお見合い写真を持ってこられたし、合コンにだって。本当に強引」

「ふーん。史郁も、見合いを喜んでいたんだな」

「え？」

　輝さんの声に視線を向けると、不機嫌な気持ちを隠そうともしていない。

「で？　これからも亜実さんに勧められれば見合いをするのか？」

「ひ、輝さん、どうしたの……」

「見合いでも合コンでも、誘われれば応じるのか？　亜実さんは会社の先輩だもんな、付き合いがあるから断るなんて難しいし、史郁みたいに若い女の子なら格好いい恋人だって欲しいもんな」

「恋人は……それは別に」

　欲しいとは思っていない。輝さんのことが好きなのに、いくら格好いい恋人でも、輝さんでなければ嬉しくない。

　すると、輝さんはそれまでの明るい表情を消して、口元を引き締めた。

「見合いや合コンだ？　そんなこと、させるかよ」

　まるでそれが自然な流れのように輝さんの唇が、私の唇に落とされる。

　熱を持った私の体に、冷たく感じる唇が、心地いい。

「待つなんて、もう終わりだ」

　その唇からこぼれ落ちた言葉は、温かかった。

　そして、差し入れられた舌に気づいた途端に強張った私の体を更に押さえつけながら。

「悪いけど、もう、離してやんない」

　輝さんは艶やかに笑った。







第二章










強引な人




　月曜日に出社した私の机の上にはうんざりするほどの量の書類が積まれ、要件が走り書きされた付箋がいくつも貼られていた。

　病み上がりにこの量をこなすのはかなり大変だなと、新入社員には図々しいとも思えるため息をついた。

「あ、出社早々悪いけど、午前中、打ち合わせが入ってるからよろしく」

　突然聞こえた声に顔を上げると、同じ部署の先輩、佐さ山やまさんが立っていた。

　彼女は、新入社員研修を終えて配属された私の指導係だった先輩で、入社六年目。

　二年前までは別の部署で集合住宅の設計をしていた彼女は、戸建部門の強化のために引き抜かれ、異動してきたと聞いている。幅広く仕事をしてきたせいか、仕事に役立つ知識の量は多くて深く、頼りになる先輩だ。

「なんの打ち合わせですか？」

「展示場の打ち合わせ。営業部の人たちも来るからしっかりね」

「え？」

　展示場の打ち合わせって一体なんだろう。

　最近、というよりも、配属されて以来、展示場に関わる仕事をした覚えなんてないんだけど。

　続く言葉を待っていると、佐山さんはにっこりと笑い教えてくれた。

「新入社員研修の一環で、展示場の仕様決めをしたでしょ？」

「新入社員研修……？」

「そう。花はな野の台だいの住宅展示場の仕様決め。いくつかのグループに分かれて作ったでしょ？」

「あ……。は、はい。花野台、しました」

　確かに、新入社員研修中、花野台にオープン予定の展示場の仕様決めの作業をした。

　同業他社数社の商品の建設が予定されているという前提で、実際にどんな物件を建てれば集客率アップにつながるのか、グループごとに話し合った。いくつか出た案の中で、私が参加したグループの案の点数が一番高くて、その晩はグループのメンバーみんなで飲みにいった。

「でも、それがどうして今更」

　戸惑う私に、佐山さんはあっさりと教えてくれた。

「研修の一環で仕様の決定作業をすることは毎年のことだけど、その中に具体化してみたいレベルの案があって。そして、ちょうどその時期に展示場の建設予定があれば、その仕様が採用されることがあるのよ。今年はちょうど花野台の予定があったから、採用する前提で研修中に仕様を考えてもらったの」

　考えてもらったの、と突然言われても困る。

「あの、どんな仕様だったのかもはっきり覚えていないんですけど。それに、展示場の建設って、初めてで、よくわからない……」

「ぐずぐず言わない。誰にでも初めてのときはあるし、忘れたのなら思い出せばいいだけのこと。それに、研修中同じグループだったメンバーの中で本社配属の同期も一緒だから。安心して〝無謀な幸運〟を味わってきなさい」

　そう言って私の肩をぽんと叩いた。

「この会社で仕事を楽しむのなら、これくらいのチャレンジに尻込みしていたらだめよ」

「でも……」

「あなたたちだけじゃ進め方もわからないだろうし、営業担当と本社から設計担当がサポートでつくから大丈夫。たくさん勉強して、この会社に入社できたことがどれほど幸運なことなのか、実感してきなさい」

「は……はい」

「この程度でびくついちゃだめ。まだまだ学ばなきゃならないことばかりで大変だけど、自分の未来をやりがいのあるものにしていくためには自分自身が頑張らなきゃね。先輩であれ誰であれ、ふみちゃんの仕事をサポートはできてもふみちゃん自身を成長させることはできない。自分で自分を成長させなきゃ。……ふふっ。私も入社して間もない頃に言われて泣きそうになったんだけど」

　佐山さんが懐かしげに目を細めているのを見ていると、輝さんに言われた言葉を思い出した。

『自分の力で幸せになれ』

　私が背負っている悲しい境遇を悲しいだけで終わらせるのではなく、自分の力で幸せを掴んでいくようにと、抱きしめてくれた。

　そのときの輝さんの瞳の優しさを思い出して、なぜか体が温かくなった。




　その日、新しい仕事への興奮を抑えられないまま家に帰った。

　展示場の仕様についての打ち合わせは、社内でも有名な営業マンや設計担当者を交えて淡々と進められた。淡々とはいっても、その内容は濃密で、私をはじめ、新入社員研修で一緒だったメンバーはみんな、圧倒された。

　展示場に建設予定の物件は、二世帯住宅シリーズの新商品で、これまでの商品よりも坪単価を抑えている。二世帯住宅は、年月を経ていくにつれて家族構成も変わり、水回りや間取りに不便が生じる。けれど、新しい商品にはその都度その状況に対応できるよういくつかの工夫が施されている。

　そんな商品が展示場に建設されることになり、クロスや床材など、膨大な種類の仕様を決めていくのが私たちの今回の仕事だ。

『展示場に建てる商品は会社の顔だから、いい意味でプライドを持って取り組んでくれよ』

　打ち合わせのあと先輩が私たちに言った言葉は、その笑顔と優しい口調とは逆に、私の心に重く響いた。

　入社して初めての実践。いつかはお客様の家を設計したいと思いながら仕事を覚えてきたけれど、それに繋がる大きな仕事を任されて、私は興奮していた。

　家に帰り、まずはお風呂に入って。そして冷凍庫からいくつかのお惣菜を取り出して食べながらも、考えるのは仕様書のことばかり。頭の中には、仕様書に細かく書き込まれている文字や数字が浮かび、消えてくれそうもない。

「現場にも行けるし、楽しみ」

　通勤カバンから取り出した持ち出し可能ないくつかの資料をテーブルに広げ、実際に完成したらどんな気持ちになるだろうと思っては口元が緩み、夕食が全然進まない。

　そのとき、手元に置いていたスマートフォンが着信を告げた。はっと意識を現実に戻して画面を見ると、【輝さん】と表示されていた。

　頭の中に広げていた仕様書は一気に消え去り、それに代わって輝さんの甘い言葉と表情でいっぱいになっていく。

　体調を崩した私に優しい言葉とその体温を与えてくれたあの日以来、何度か電話で話しているけれど、相変わらずその声に緊張し、いつまでも慣れずにいる。

「もしもし、こんばんは」

『こんばんは。もしかしたら、今は食事中？』

「あ、はい。さっき帰ってきて……輝さんが冷凍庫に入れてくれたハンバーグを食べてます。おいしいですよ」

『ああ、しっかり食べて早く体調戻せよ』

「もう大丈夫です。残業してもへっちゃらになりました。輝さんのおかげで夕食もちゃんと食べているし、元気です」

　輝さんがわが家の冷蔵庫に備蓄してくれたたくさんのお惣菜のおかげで、しばらくの夕食には困らない。ご飯を多めに炊いて冷凍してあるし、お味噌汁を作ればとりあえず夕食は完成する。残業が多いときにはついつい手を抜いた食事で済ませてしまう普段のことを考えれば、今週の夕食はごちそうだ。

「残業が続きそうなので、ありがたいです」

『残業って、毎日そんなに遅いのか？』

　電話越しだというのに、そう言って軽く頭を下げた私の耳元には、不機嫌だとわかる低い声が響いた。

「実は、かなりやりがいのある仕事に携たずさわることになったので、そのせいで遅くなりそうなんです」

『やりがい？』

「はい。私、展示場に建てる商品の仕様決めをすることになって、今はそのことで頭がいっぱいで」

『へえ……』

「今日も打ち合わせがあったんですけど、社内でもその販売実績で有名な営業マンやコンクールで入賞を重ねている設計の人とか。素敵な人と組ませてもらえることになって、今晩は嬉しすぎて眠れそうにないんです」

　詳しい仕事内容を輝さんに聞かれたわけではないのに、私の口からは、次々と言葉があふれ出てくる。

　自分の言葉を自分で聞きながら、私はこの仕事を本当に楽しみにしていると改めて実感する。新入社員でありながら、会社の新商品の売れ行きをある意味左右する案件に携われることへの喜びが、じわじわとあふれ出てとまらない。

「輝さん、私、頑張ります」

　そんな私の様子を電波越しに感じ取ってくれたのか、輝さんはくすりと笑った。

『良かったな。住宅のことはよくわからないけど、史郁がそんなに興奮するほどの仕事ならとことん頑張れよ』

　私を励ますように、優しい声をかけてくれた。

「はい、頑張ります。きっと、勉強させてもらうことばかりで役に立たないと思うんですけど、この先もずっと今の会社で生きていくつもりだし」

『生きていくって、大げさだよ』

「いえ、自分の力で幸せになれって、輝さんも言ってくれたし、まずは仕事を頑張って足元をしっかり固めていかないと」

　私は、輝さんに言われた言葉を思い返すように呟いた。

　親が子供を愛することは自然の摂理。疑う余地のないもの。

　けれど、父親からも母親からも、愛されないばかりか捨てられた私は、自分が生まれてきた意味すらわからず、いつも悩んでいた。

　小さな頃から抱えていた苦しい想いを輝さんに吐き出し、止まらぬ涙を見せたあの夜、輝さんから言われた言葉が私の心に響いて忘れられない。

『自分で自分を幸せにしろ、寂しければ、自分で家族を増やせばいい。愛する人と結婚して、子供を産んで、両親から与えてもらえなかった愛情を子供に与えればいいんじゃないのか？』

　私の体をぎゅっと抱きしめてそう囁いた輝さんは、親だというだけで誰もが子供を愛するわけじゃない、とも言った。

　それは、私に押し付けるわけでもなく、輝さんの思いが全て正しいと言い聞かせるようなものでもなかったけれど。

『少なくとも俺は史郁を大切に思っている。もう、その気持ちを隠すつもりもないし、待たない』

　そう言って、私の気持ちを落ち着かせてくれた。

　その言葉だけで、私がこれまで抱えてきた苦しみや重荷を全て捨てることはできないけれど、長い間私を覆っていた硬い殻を切り崩すきっかけとなったのは確かだ。

　そしてそれが、親だからといって、自分の子供を無条件に愛するわけではないと認める第一歩だったのかもしれない。

「私はしっかりと生きていくと決めたので大丈夫です。両親に愛されていないことは私のせいじゃないし、そのことを私の未来を左右する理由にはしたくないから。とにかく仕事を一生懸命頑張って、生きていく足場を固めて。そしていつか……愛する人と結婚できればいいなって、そうなるように努力していくと決めたので。大丈夫です」

　大丈夫と言葉にできるほどの力を与えてくれ、気持ちを切り替えるあと押しをしてくれた輝さんには、感謝している。感謝以上の想い、と言った方が正しいけれど。

　すると、スマートフォンの向こう側から、輝さんが小さくため息をついたような様子が伝わってきた。

『史郁は、ちゃんと幸せを掴めるよ。自分の手で、自分を幸せにしてみろ。両親を切り捨てる必要もないけれど、求める必要もない』

「求めなくても、いい……？」

『ああ。両親の愛情がなくても、ちゃんと生きていけるし幸せになれる。……俺だって、側にいるから』

「輝さん……」

　私の側にいるから、そう言ってもらえて、私の気持ちはふっと軽くなった。

　どれだけ強気な口調で「ひとりで幸せになる」などと言ってみても、そう思い至ってからの時間はわずかなもの。自分で自分を納得させるため、そして勇気を奮い起こすためにあえて言葉にしている部分も多い。口に出して自分に言い聞かせては、体に染み込ませていく。そんな自分はまだまだ弱くてだめだな、と思うけれど、少しずつでも強くなっていきたい。

『で、そんなに忙しい史郁は、店に顔を出す時間もないのか？』

「え？」

『俺が冷凍庫に入れておいた夕飯もいいけど、俺の目の前で温かいご飯を食べてほしいんだけど？』

「私も、行きたい、けど……」

『だったらいつでもおいで。カウンターの一番端の席は、史郁のために空けておくよ』

「……でも」

　私を気にかけてくれる輝さんの優しい言葉が嬉しくて、心が温かくなる。

　輝さんは私の食生活をかなり心配してくれて、お昼にもメールでちゃんと昼食をとったのかを尋ねてくれた。私が病み上がりだというのも理由のひとつだろうけれど、誠吾兄ちゃんに負けず劣らずの過保護ぶりには驚かされる。

『史郁は、どちらかというとボリュームのないあっさりとした料理ばかり食べるから、俺は肉をメインにしたメニューを用意して待ってるよ』

「待ってるって言われても、私、これからますます忙しくなるだろうし、行けないと思います」

　輝さんの言葉に驚き、慌ててそう答えたけれど、輝さんは特に気にすることもない。

『どんなに忙しくても、夕食は食べなきゃだめだ。俺が史郁の会社まで迎えにいくし。うちの店で夕食を食べたら家まで送り届けるオプション付き。魅力的だろ？』

「え、ええっ。迎えに、ですか」

『ああ、史郁の仕事が終わる頃に迎えにいくから。店で夕食を食べたら、帰りは家まで送ってあげるよ』

　送ってあげると言われても、どうしてそこまで親切にしてもらえるのか、わからない。第一、輝さんがお店に顔を出すことは稀だと言っていたのに。そういえば、輝さんは私のためにお店に出て、私のために食事の用意をしてくれているとも言っていた。

　あの日熱を出して弱っていたせいか、やたら優しさを与えられ、そして私を追いつめるような強引さを見せられて。

「……私、調子に乗ってしまいそうです。これ以上、甘やかさないでください」

『甘やかされてもいいだろ。ひとりで生きるのも、自分で幸せを掴むことも大切だけど、男に甘やかされるのは女の特権だぞ』

「特権って……そんなこと考えたこともなかったし、誰に甘えていいのかも」

『じゃ、その特権は俺限定で使えばいい。男に甘える幸せをちゃんと知るのも必要だ』

　私に言い聞かせるように、そしてその言葉にかなりの自信を持っているように呟く輝さんの声は、電話の向こう側にいるとは思えないほど近くに感じる。その一方で、これまで何人の恋人を愛し、甘えさせては幸せにしてきたのかと想像して切なくなる。

　一体、私は何人目の〝甘えさせたい女〟なのだろう。

　見たこともない輝さんのこれまでの恋人の姿を勝手に想像して、勝手に落ち込んでいく。私にそんな権利なんてないとわかっているのに、輝さんの過去が気になって仕方がない。

　黙り込んだ私の気配を感じ取ったのか、輝さんがくすりと笑った。

『史郁を甘やかせて、どろっどろにしてやるから、ま、楽しみにしてろよ』

「どろっどろって……」

『俺は史郁を大切にするし、何が起きても悩まずに俺に頼っていい。だから、史郁は仕事に集中して、自分を成長させることだけを考えろ』

　ふとその声音が変わったような気がした。

『何が起きても』と呟いた声からは、輝さんには似合わない不安が感じ取れる。

　私のことで、何か気がかりなことでもあるのだろうか。

「輝さん、何が起きてもって、大げさです。これからは、体調を崩すようなことはないように気を付けますから大丈夫ですよ」

『体調以外にもいろいろと、だ。不安に思うことや苦しいこと、なんでも俺に話してくれ。少なくとも俺は史郁よりも長く生きているから、役に立つはずだ』

「あ、はい……」

　不安だとか苦しいことだとか、マイナス思考の言葉を呟く輝さんに、再び違和感を覚えた。口調は普段と同じ軽やかなものに戻っていたけれど、わざと軽やかさを装っているように感じる。

「輝さん……私は、大丈夫ですよ」

　輝さんの言葉を軽く流すように、明るく言った。

「私は輝さんに心配してもらうのが申し訳ないくらい、平凡で何事もない毎日を送っていて、仕事と家の往復……あ、時々輝さんのお店に寄っていますけど」

　ふふっと笑った私の声に続いて、輝さんからも明るい声が返ってくると思っていたのに、スマートフォンからは何も聞こえない。

「輝さん……？」

　そっと呟いた私の声に呼応するような、小さな吐息。

　そして、ようやく輝さんの低い声が届いた。

『平凡な毎日、上等だな。仕事に打ち込んで、家には寝に帰るだけってのも、今しかできないことだから、自分を成長させるためにも頑張れ。で、俺が会社に迎えにいくから、夕食は俺の手料理を食べて体力温存だ』

「え、でもそれって、おかしい……」

『おかしくても納得できなくても、今は俺に甘えておけ。せっかく大きな仕事に関われるんだ、それに集中した方がいい。地に足をつけて生きていくつもりなら、利用できるものは利用して、素直に甘えておけ』

　私が口を挟むことを許さないように、一気にそう言った輝さんの真意がよくわからない。それでも、大好きな人から何度も「甘えろ」と言われて、それを拒み続けられるほど強くはない。

　私はずっと、自分はひとりで生きていかなくてはいけない、その現実は変わらないと思っていた。特に誠吾兄ちゃんがアメリカに行ってからは、しっかりしなくては、と言い聞かせて肩肘を張りながら生きてきた。

　誰にも頼ることなくひとりで頑張ってきたのに。

　輝さんからそんな私の思い全てを壊すような言葉を次々とかけられて、これ以上どれだけ強くなれば輝さんに甘えずにいられるだろうか。

「やっぱり、今日も……ずるい……」

　張りつめていた感情が、ぽろりと壊れていくのを感じながら、呟いた。

「私が言われて嬉しい言葉ばかり言って、そうやって私を弱くして。ずるい。輝さんにとっては大したことのない言葉かもしれないけど、私は慣れてないから……どう答えていいか」

　わからない。

　そう続けようとした言葉も、頬をつたう涙に気づいた途端途切れてしまった。輝さんに言われた言葉は、自分以外に頼る術を持たない私の全てを揺るがしたと言ってもおかしくない。

　それを狙っていたかのような余裕が感じられる、大人の輝さんって、やっぱり。

「ずるいです……。私、そんなことばかり言われて優しくされたら、どっぷり、甘えてしまいそうです」

　誠吾兄ちゃんに私の面倒を頼まれたからだけだというのに、結局は私の恋心を逆手に取るような優しさで私を囲い込む。

　まるで私を逃がさないように。

「誠吾兄ちゃんが何をどう言ったのかは知らないけど、私は……今までもひとりでちゃんと生きてきたから大丈夫です。時々輝さんのお店でおいしい食事をいただけたらそれで、十分……」

『十分なんかじゃない。今だって、俺の言葉ひとつで泣いているんだろ。それって、俺に甘やかされることが嬉しくて、それを史郁も望んでいるってことだ。ひとりで強くなりすぎなくていいんだ。俺は、史郁のことを守りたいし、大切にしたいだけだ』

「大切にしたい……」

　輝さんの言葉に、体中が震え出す。

　ぎゅっと目を閉じて心を落ち着かせようとするけれど、輝さんの言葉をそのまま信じて甘えそうになる心と、そんなことできないと思う心がせめぎ合い揺れ続ける。

　そんな私の様子を察したのか、輝さんは私を安心させるような優しい声で呟いた。

『この先、史郁に何があっても俺がちゃんと守る。それに、俺に対して不安を感じる必要はないから、余計なことは考えずに、自分のしたいことだけをしていればいい。我慢ばかりの今までとは違う、楽しい未来が待ってるぞ』

「そんな……」

『史郁には俺がついているから、安心して自分の好きなことだけをしていろ』

　甘い囁きに慣れていない私は、せっかく下がった熱がまた上がったように体が熱くなるのを感じた。今の私は、輝さんに優しく包み込まれているようだ。

　そして、輝さんの唇の温かさがよみがえる。

　慣れていない幸せを慣れないながらも手放したくなくて、その温かさに浸っていると、更に私をとろけさせるような言葉が耳元に届いた。

『もう、離してやんないって、言っただろ？』

　そんな言葉を簡単に言う輝さんって……本当に、ずるい。ずるくて大人で、私自身よりもずっと、私のことを大事にしてくれる。

　あの日、『熱を出して弱っているのに、これ以上何もしないよ』と言ってキス以上のことは何もしなかった輝さん。『離してやんない』と言いながら、抱きしめてくれただけ。『なんとも思っていないわけじゃない』とか、『気がかりで心配だ』と言って、私の気持ちをぐっと掴み、優しさを与えてくれただけだ。

　だけど、必要以上に優しく包み込んでくれる理由は、はっきりと教えてくれない。

「やっぱりずるい……」

　ふと呟いた私の言葉の真意を知ってか知らずか、輝さんはスマートフォンの向こう側で小さく笑った。その声からは、どこかほっとしたような穏やかさが感じられた。

『とりあえず、明日、史郁の仕事が終わる頃迎えにいくから、お腹すかせて待ってろよ』

「な、私は小学生じゃない……」

『ははっ。小学生ならもっと素直だろ。とにかく明日、うまい夕食を用意してるから、史郁は仕事、頑張れよ』

「あ、はい……」

　キスをされたあの日以来ずっと、「史郁」と呼ばれている。

　輝さんが何を考えているのかはわからないままだけど、私が輝さんを好きだという気持ちが更に強くなったことだけは確かだ。

　その翌日以降、輝さんは仕事終わりの私を会社まで迎えにきてくれるようになった。

　私の会社は大通りから一本裏手にあり、十八階建てのビルは遠目からでも目立つ。

　輝さんはコインパーキングに車を停めて、会社近くのカフェで待っていてくれる。

【今、会社の近くに着いたぞ。今日の夕飯はロールキャベツ】

　そんなメールが届く度、私は急いで仕事に段取りをつける。

　人見知りで積極的に自分を出せない私は〝おとなしい新入社員〟だと思われていたけれど、明るい笑顔を浮かべて更衣室を飛び出す姿を目撃されるうちに、そんな印象は少しずつ払拭されていったようだ。

　輝さん手作りの夕食を食べるうちに、顔色も良くなったのか「綺麗になったね」と声をかけられることも多くなり、その度照れている。

　亜実さんの紹介によって私に恋人ができたのではないかと、そんな憶測をも呼んでいると、周囲の人たちから聞いた。

『まあ、わが社の社員に恋人ができたのなら、そこに亜実さんが絡んでいる可能性は高いからね』

　確かに。

　相変わらず合コンやお見合いをセッティングしてはせっせと〝幸せのキューピット〟を楽しんでいる亜実さんなくして社内の若手の恋愛は成立しない。

　亜実さんに、感謝、してもいいのかな。

　お礼、言ってもいいのかな。

　そうなると、私と輝さんが恋人同士としてお付き合いを始めたと認めることになる。自信を持ってそう言える強さも確証もない私には、亜実さんにどう話せばいいのかわからない。

　仕事を終えた私を迎えにきて、手作りの夕食をごちそうしてくれたあと、家まで送り届けてくれる輝さんと私の関係は、客観的に見れば恋人同士なのかもしれない。けれど、私にとっては恋心をひどく揺らされる切ない関係に過ぎなくて。輝さんのことが好きだと強く実感する、複雑な時間でもある。

　私が輝さんの車に乗り込むところを見られることもあるようで、これまで挨拶程度の関わりしかなかった社内の人たちからも『今日もお迎えが来ているの？』とからかわれることも少なからずある。そして、照れる私が新鮮に見えるのか、親しい距離で話せる人も増えてきた。

　これも全て輝さんのおかげだ。

　輝さんが私の夕食を用意してくれるようになって、私は心身ともに健やかな日々を送っている。こんな関係を、あえて亜実さんに報告してお礼を言うべきなのか、そして輝さんの真意は何なのかと悩むけれど、仕事の忙しさを理由に深く考えないようにしている。

　考えれば考えるほど、輝さんのことを好きだと実感して、苦しくなる。けれど、輝さんが私を恋人と意識しているとは思えない。

　あの日のキスだって、現実のものだったのかと首を傾げてしまうほどあやふやな思い出になりつつある。

　やっぱり、私は輝さんにとっては〝誠吾先輩のかわいい姪っ子〟ということなんだろう。

　それが現実だ。




　大通りを渡ってすぐのカフェ。そこに、私を待っている輝さんがいた。

　椅子に体を預けてスマートフォンを操作している姿は周囲からの注目を集めていて、いつ見てもどきどきしてしまう。

　女性たちが時折ちらりと向ける視線に気づかないのか気づいていない振りをしているのか、全て無視している様子にどこかほっとする。

「お待たせしました。いつもすみません」

「お疲れ様。慌てて来なくてもいいっていつも言ってるだろ。息が上がってるぞ」

「あ、……ごめんなさい、つい急いでしまって」

　輝さんのメールが届くと、いつも仕事の段取りをつけようと慌てるし、いざ仕事が片づいても早く輝さんに会いたくてついつい急いでしまう。

「史郁は自分のペースを崩さずに、仕事を一生懸命頑張ればいいんだよ。俺は史郁が笑って暮らせるようにちゃんと守るから、何も心配しなくていい」

「守る……？」

「ああ。守ってやる。史郁が好きな仕事に存分に打ち込めるように、守ってやるから、安心しろ」

「安心って……。私、今は何も不安はないっていうか……えっと、仕事は大変ですけど、輝さんの手料理のおかげで体調もいいし、大丈夫、ですけど？」

「大丈夫か……それなら、いいんだ。史郁に何もなければ、俺はそれで。じゃ、行くか。史郁の好きなマカロニとツナのサラダも用意してるから、楽しみにしてろ」

「マカロニサラダ、やったっ。輝さんのお料理はなんでもおいしいけど、サラダは特においしいです。ドレッシングが違うのかな」

　既に二十二時を回り、大好物のマカロニサラダを想像するだけで空っぽのお腹が鳴りそうだ。

　輝さんは、私の明るい声にほっとしたように頷いた。そして、テーブルに置かれていた伝票を手にして立ち上がった。

「今日も仕事を頑張った大切なお嬢さんに、おいしい夕食を食べてもらいましょうか」

　にっこりと笑って、私の頭をくしゃり。そのまま当然のように私の手を取りレジへ向かうのも、ここ数日繰り返されている自然な流れ。

　いつの間にか、私も逆らわずに手を繋いでいる。

　私の数歩前を歩く輝さんの背中を見つめ、嬉しさをかみしめる。

　輝さんが大好き。

　心の中でしか呟けない言葉を今日も繰り返して、切なくも幸せな一瞬に浸る。輝さんと手を繋いで歩くことができる日々が、この先どれくらい続くのかはわからないけれど、それでも今は幸せだ。

　ささやかで、それでいて十分すぎる幸せが少しでも長く続きますようにと願いながら、輝さんと繋いだ手に、ほんの少しだけ力をこめた。

　輝さんのお店は相変わらず混んでいて、私に用意されているカウンターの空席は遠目からでも目立っている。順番を待つたくさんのお客様がお店の外に並んでいるのに、席を用意されている自分の立場を実感して、申し訳なく思う。

　輝さんに手を引かれて席に着いたとき、カウンターの向こう側にいる千早くんが声をかけてくれた。

「今日も遅かったんだね。女の子をこんなに働かせるなんて、会社って容赦ないね」

「うん……今は忙しいからどうしても遅くなるんだよね。ひと区切りつけばもう少し早く帰ることもできるんだけど」

「そっか。まあ、遅くて大変だろうけど、ふみちゃん楽しそうだよ。仕事が充実しているって感じだね」

「あ、わかる？　知らないことばかりで大変だけど、毎日自分が成長しているって感じるし、今関わっている仕事はいつか形になるものだから、やりがいがあるんだよね」

　確かに体は疲れているし、初めて経験する仕事は神経も張りつめて気を休める時間もないけれど。今、紙の上だけでああでもないこうでもないと四苦八苦しているものが、いつか形になり展示場に建設されると思うと、それだけで疲れは半減する。

「今、住宅展示場ってデートスポットとして話題になってるの。恋人たちが未来を語り合うには絶好の場所だし、建てられた家はインテリアも計算されているから勉強にもなるし。そんな展示場の建設に携われるなんて幸せなことだもん、残業なんてへっちゃらへっちゃら」

「そっか、住宅展示場ってデートスポットなんだ。今度使ってみようかな」

「え、千早くん、彼女いたっけ」

「まあ、いるよ」

　言いづらそうに言葉を濁した千早くんは、乾いた笑顔を作り「ま、俺のことはいいから」と呟いた。

「……もしかして、片思い？」

「いや、両思い？」

「……何それ」

「いろいろあるんだよ。うまく気持ちが伝わっていないっていうか……。俺、こう見えて女の子に人気があるから信用ないし」

　その口調から、千早くんがかなり落ち込んでいるとわかる。

　確かに女性には人気がありそうな見た目で、亜実さんいわく『コンパにくれば引く手あまた』らしいから納得できるんだけど。

「彼女がいるのなら、コンパなんて行っちゃだめだよ」

　ぽつり呟いた私の手元に、千早くんは今日のお勧めだという茶わん蒸しを置いた。

「ああ。もう行くつもりはないから、亜実さんの誘いも断った」

「そうなんだ。うん、そうじゃなきゃね。彼女がいるなら誠実に向き合わなきゃ」

「それをふみちゃんに言われるなんて、思わなかったけど？」

「え？」

「だって、ふみちゃんが向き合わなきゃいけない男はあっちで楽しそうに女としゃべってるし。そんな男、ふみちゃんの手に負えるなんて思えないし？」

　からかうような千早くんの声に後ろを見ると、そこには楽しげに女性客と話している輝さんがいた。

　私を席に案内してすぐ、お客さんに注文を聞いたり、声をかけられれば笑顔を向けたり。私のことは千早くんに任せきりでまったく構ってくれない。

　店内を軽やかに動いてはその魅力をこれでもか、と振りまいている……ような気がするのは嫉妬からくるものだけど。仕事だから仕方ないとはわかっている。

　少しくらい話す時間が欲しいと思う気持ちは、私を迎えにきてくれる時間を作ってもらえるだけでも感謝しなくちゃとごまかした。

　本来なら、このお店のことは店員さんたちに任せて、輝さん自身は新しくオープンさせるお店の準備に集中しなくてはいけないとも聞いている。そんな中、私のために大切な時間を提供してくれるだけでもありがたいと思わなくてはいけないのに。

　わかっているのに。

「人間って……欲深い」

　低い声とともに落ちる吐息。

　輝さんに大切にしてもらって、そして『守ってやる』なんて甘い言葉を言ってもらえて。それだけで満足しなくてはいけないのに。

「私って、図々しいね」

　輝さんが私を大切にしてくれるのはきっと、誠吾兄ちゃんに頼まれたからだろうとわかっていても、今以上を望んでしまう。

　女性客に笑顔を振りまき、愛想よく店内を動き回る輝さんを見ていると寂しくなるし。もっと私を見てほしい、側にいてほしいと願う私って図々しい。

　気持ちを切り替えるように、目の前にある茶わん蒸しを手元に寄せた。

「熱いから気を付けて」

　千早くんの言葉に小さく頷きながら器の蓋を取ると、なめらかに蒸しあがった茶わん蒸しが湯気をあげた。

「ふみちゃんが好きな銀ぎん杏なんが入ってるよ。もちろん、作ったのは輝さん」

「あ、本当だ」

　茶わん蒸しの中には私が大好きな銀杏がいくつか入っていた。

　ばあちゃんが作る茶わん蒸しにはいつも入っていて、ばあちゃんの味と言えばこの銀杏の味。そう言った私の言葉を覚えてくれていたのかな。

　そっと口に入れて、ばあちゃんの思い出と、輝さんの優しさを同時に味わう。

「すごくおいしい」

　熱さにふうふう言いながら食べる私の前には、ピーマンの肉詰めとマカロニサラダ、そして、これもまた私の大好物のわかめと豆腐のお味噌汁が並べられる。

　全て私のために輝さんが用意してくれた、私のための夕食。

　お酒がメインであるお店の、メニューにはない和食がカウンターの片隅に並び、周囲のお客さんたちは驚きの声をあげる。

『裏メニュー？　私も食べたいなあ』

　そう言って、私の夕食と同じメニューを食べたいとせがむお客さんもいるけれど、その都度輝さんはやんわりと断っている。

『このカウンター席もこのメニューも特別なんだ』

　それ以上の質問は一切受け付けないとでもいうような輝さんの黒い笑顔に気圧されて、お客さんたちはそれ以上何も言えなくなる。そんな輝さんの言葉は、私に構うなという周囲への牽制ともなり、お客さんの間では暗黙の了解事項となってしまった。

　私がカウンターの端で何を食べていても、『今日もおいしそうだね』という言葉と笑顔は向けられても、輝さんにねだる人はいなくなった。

　ただ、妬みにも似た視線を背後に感じる機会が増えたのは確かだ。輝さん目当てでこのお店に来ている女性にしてみれば、私の存在は目障りで仕方がないだろうと諦めているけれど。

　とはいっても、女性たちに声をかけられ笑顔で相手をしている輝さんを見れば胸は痛い。苦しげに歪んでいるに違いない私の顔を見た女性たちは、優越感に満ちた表情を浮かべて、輝さんにすり寄る。そして、必要以上に大きな笑い声をあげて私を挑発する。

　今も、ひたすらマカロニサラダを食べて意識をそれに集中しているけれど、輝さんを交えた女性たちの声が耳に入ってきて、悲しくなる。

　振り向かない。

　聞こえない。

　輝さんの作ってくれる夕食を食べられるのは嬉しいけれど、そんな私に向けられる嫉妬に耐える時間はかなりのストレスだ。

「ご飯のおかわりは？」

　そう声をかけてくれる千早くんに、小さく首を横に振った。

「さっさと食べてさっさと帰る」

「え？　でも、輝さんが送っていくからもう少し待った方がいいよ」

「……いい。電車で帰ってもすぐだし、輝さん忙しそうだし」

　輝さんは女性との楽しい時間に忙しいから、と言外に漂わせた。

　嫉妬している自分を見られたくないし、これ以上ここにいるのはつらい。

「食べたら帰る」

　八つ当たりするような言葉を口にする私に、千早くんは大きく肩をすくめたけれど、無視した。そして、まだ熱さの残るお茶を乱暴に飲んでむせてしまった。

「大丈夫？」

　千早くんは、くすくす笑いながら私におしぼりを手渡してくれる。

「せっかく輝さんが朝から準備してくれた夕食だから、味わって食べろよ」

「ん……でも」

「でも、は、なし。ちゃんと食べて明日からも仕事頑張れ」

「わかってる」

　わかってるけど、お店に来ても輝さんから特別に相手にされるわけでもなく、ただ夕食を食べて帰るだけ。

　確かに送迎までしてくれる上級のオプション付き。そのオプションに魅力を感じないわけではないけれど、たとえ仕事でも、輝さんが女性と楽しげに過ごしているのを目の当たりにするのはつらい。

「千早くん、私、明日からもう……」

　ここには来ない、と言いかけて俯いたとき、頭上に聞こえたのは大きな舌打ち。

　え？　と視線を上げると、千早くんが眉を寄せて苦々しげな表情をしていた。普段の飄々とした様子とはまったく違い、負の感情を露骨に見せる彼に、驚いた。

「ち、千早くん？」

　私の声に気づかないのか、千早くんは一点に視線を向けたまま微動だにしない。それに不安を覚えた私は、千早くんの視線をたどって振り返った。

「見ない方がいいっ」

　焦った声が聞こえたけれど、私は既に千早くんが見ていたに違いないものをとらえていた。

「あ……」

　千早くんの言葉に従わずに視線を向けた先では、ひとりの女性が輝さんの腕を掴み、体をすり寄せていた。紺色のスーツを着ている後ろ姿は華奢で、アップにした髪は、店内の照明に照らされて茶色に輝いている。

　身長が百八十センチ近くある輝さんよりも十センチ低い程度の女性。輝さんに顔を寄せ、必死に何かを訴えているけれど、顔が見えないせいか、よくわからない。耳元を飾るパールのピアスがキラキラと輝いている。

　その女性を無表情に見下ろしていた輝さんは、天井を仰いで大きなため息をついたかと思うと、ひと言ふた言何かを呟いた。そして、女性をお店の入口に半ば強引に連れていくと、ドアを開けて、一緒に外へ出ていこうとする。

　先に女性を外へと押しやりながらちらりと私を見遣った輝さんは、私を安心させるように口角を上げて笑ったけれど、それは一瞬のこと。そのまま、バタンとドアを閉めた。

　あっという間の出来事に私は身動きひとつできず、閉じられたドアから目が離せない。女性の顔は見えなかったけれど、それは、輝さんが私には見せないようにわざと隠したように感じた。

「もしかして……」

　私は千早くんに向き直ると、小さく息を吐き、気持ちを整える。

「ねえ千早くん、もしかしたら、あの女性って……」

「あ、俺からは何も言えないから。輝さんのプライベートは一切黙秘。聞きたいことがあれば直接本人に聞いた方がいい」

「そんなの、聞けない」

「俺は、何も言えない」

　そわそわしながら答える千早くんの顔には、今輝さんと外に出ていった女性が誰なのかを知っているとわかる、焦りのようなものが見えた。

　私と視線を合わせようとしないし、既に拭き終わっているグラスを何度も拭いている。心ここにあらずというのはこういうことだな、と妙に冷静に考える自分に笑ってしまう。

「いいよ、これ以上千早くんには何も聞かない」

　千早くんは、力なく笑う私の言葉に、微かに頷いた。

　私を気遣い、輝さんとあの女性との関係を口にしない千早くんには申し訳ないけれど、今の私には彼を気遣う余裕はない。

「きっと、私に割さいてくれた輝さんの時間は、本来は彼女のものなんだね」

「ふみちゃん……？」

「誠吾兄ちゃんに頼まれたからって、ここまで親切に私の面倒をみなくてもいいのに。食事なら自分でなんとかできるし、ひとりでも大丈夫なのに」

　お店を出ていく後ろ姿を思い返しながら、涙さえ出てこないな、と苦笑する。

「そうだよね。輝さんに特別な女性がいたって、不思議じゃないよね。あんなに不機嫌な表情を女性に向ける輝さん、初めて見た。自分の感情を露わに見せることができる相手がいるなんて、知らなかった」

「そ、それは違う、ふみちゃん、違うよ」

　千早くんの焦る声に、私は首を横に振り、笑顔を作った。

　本当に悲しいときって、悲しい顔ができないものだなと思う。

「誠吾兄ちゃんが夕べ電話で言ってた。輝さんは優しすぎる性格が災いして、幸せにたどり着くまでに遠回りしすぎるって」

「遠回り……」

「うん。誠吾兄ちゃんに頼まれて、私のことを気にかけてくれる優しさはありがたいけど、私のせいで輝さんが何かを犠牲にするのなら私もつらいし」

「いや、輝さんとあの女性は別に……」

「いいの。あの女性だって輝さんと一緒にいたいからこうしてお店にまで来たはずだし。好きな人が他の女の子を構っていたらいい気分じゃないだろうし」

　私は輝さんにとっては手のかかる置き土産なのかもしれない。

　結局は誠吾兄ちゃんの姪っ子であり輝さんにとっては保護欲をかきたてられるだけの存在に過ぎない。

「ふみちゃんは、輝さんのことが好きなんだろ？」

「え……あ、やっぱりばれてたんだ」

　私を気遣う千早くんの優しい声に照れつつも、正直に答えた。

「仕事だとはわかっていっても、お店で女の子からたくさん声をかけられるし。それに、いきなりこの展開だもん。恋愛初心者に、輝さんは難しすぎるよ」

「この展開も何も、輝さんだってきっとふみちゃんのことが好きだよ」

「ん。好きだと思う。だって、私は誠吾兄ちゃんの姪っ子だもんね。それに満足していればよかったのに、私は調子に乗りすぎたかもしれない。輝さんのことを好きになって、会えるのが嬉しくて、毎日の夕食が楽しみで」

　ひと息でそう呟いた私は、手元のお水を飲んで気持ちを落ち着けた。

　素直に自分の気持ちを口にして、ああ、私は本当に輝さんが好きだと実感する。

　初恋ではないにしても、ずっと側にいてほしいと思える初めての人だ。

　私のことを大切だと言ってくれた輝さんの気持ちを疑うつもりはないけれど、きっと彼には私よりももっと優先したい、大切な人がいるのだろう。

　俯き、指先で耳の傷跡に触れる。

　この傷跡の理由に驚き、私の悲しみに心を寄せてくれた輝さん。どんな言葉も仕草も表情も、私を思いやってのことだと信じているけれど。

　私をその気にさせるようなことは、してほしくなかった。

　耳元にある指先を、ゆっくりと唇へと這わせ、あの晩のキスを思い返す。

　突然落とされた深いキスに、一瞬で私の体は熱くなり強張った。

「それなのに……」

　私ではない、大切な女性がいたのなら、そしてそれが、あの女性なのだとしたら。

　……あの晩、キスなんてしてほしくはなかった。

　切ない気持ちから逃げるように大きく息を吐き出し、輝さんと女性が姿を消したドアに視線を向ける。

「顔を見なくて良かった……」

　後ろ姿を見ただけも強烈な残像として浮かぶ彼女の姿。耳元にきらりと光ったパールのピアスがアップの髪形に良く似合っていた。

　どこか冷静な私は、彼女の顔を見なくて良かったとほっとする。彼女の顔を見てしまったら、しばらくはその顔が目の前から消えることはないに違いない。

　それを予想した輝さんは、彼女が私に顔を向けないよう、それを遮るように急いで外へ出たのかもしれない。

「食べたら、すぐに帰る」

　そう言って、私は目の前の茶わん蒸しの残りを一気に食べた。

「ふみちゃん。俺からは何も言えないけど、早合点はだめだからな……」

　まだ何か言いたげな千早くんは、ちょうどお客さんから声をかけられ、私を気にしながらも注文を聞きに行った。

　ひとりになってほっとした私は、顔に貼りつけていた笑顔をはがして、そっと目を閉じた。そしてその後は何も考えないように心を閉ざし、小さな頃から何度も味わっている孤独と折り合いをつけながら、ひたすら食事を続ける。

　しばらくしてお店に戻ってきた輝さんにも、普段通りの笑顔を向けた。

「ごちそう様、おいしかったです。いつもありがとうございます」

　そう言える余裕すら生まれていた。

　そう、私はもともとひとりだから、大丈夫。欲しいものが手に入らないことには慣れている。求めても求めても、次第に遠くなることにも慣れている。

　自分の本心を隠すことも、同じ。

「食べたら、遅くならないうちに送っていくから」

「……はい」

　さっきの女性のことにはひと言も触れず、普段と同じ笑顔で私に声をかけてくれる輝さんに、私も普段と同じ笑顔を向けた。

　もう、夕食を食べにここには来ないという気持ちは決して顔に出さず、そして、家まで送ってもらうのは今日を最後にしようと決めているなんておくびにも出さず。

「いつもすみません」

　車のキーを手にしてお店を出る輝さんのあとを追いながら、心配そうに私を見つめている千早くんに小さく頷いた。

　そしてその夜、私は母に捨てられたとき以上の涙を流した。










やっぱり強引な人




　翌朝、泣きすぎて腫れた目を、どうにかメイクでごまかした。

　会社で亜実さんに会ったとき、「あら？　メイク変えた？」と聞かれたけれど、普段からそれほど手をかけたメイクをしていない私にとっては「変えた」というよりも「頑張った」と言う方が近いかもしれない。

　アイラインなんて使わないし、つけまつげもどうやって付けるのかすら知らない。

　今日は、腫れている目を隠そうとアイシャドウを濃いめに入れてみたけど、慣れていなくてかなり時間がかかった。

　こんな私って、女性としてどうだろうかと情けなくなる。輝さんが私を誠吾兄ちゃんの姪としてしか見てくれないわけだよね、と前夜に引き続き落ち込んだりもした。

　どうにか輝さんのことを考えないように気持ちをとがらせて一日を過ごすと、終業時刻になる頃にはどっと疲れが体を襲い、これで残業に耐えられるのかと不安になった。

　けれどそんな不安は、仕事にひと区切りをつけたと同時に一蹴された。

「今日までに固めた仕様内容を営業に回して確認してもらうから、残業はなしだ。回答は来週の半ば頃だな、それまでは通常の業務に戻って、あと回しにしている仕事を片づけてくれ」

　私たち新入社員のサポートとして今回の仕事に就いている先輩の言葉は神様からの言葉のようで、その場にいたメンバーみんなで顔を見合わせ安堵の息を吐いた。

　今回の突発的な業務を抱えつつ、普段の仕事もこなさなければならない日々は、私たちの疲れをかなりのものにしていた。それを乗り越えての成長だとわかっていても、心身ともに疲弊していくのは避けられない。

「通常業務は明日にして、さっさと帰って寝よう」

　会議室で資料を片づけながらぽつりと呟く私に、周囲の同期たちは無言で頷いた。

「寝るより飲もうよ」

　帰って寝るなんてもったいないと、拗ねた声をあげたのは野の村むら 艶えんちゃんだ。技術開発部で、主に外壁の設計を担当している。

「えんちゃん」というその名の通り、艶のある女性に育ってほしいという両親の願いを軽々と叶えている素敵な見た目。

　入社当時、綺麗な顔だけではなく、長身と丸みを帯びた女性的なシルエットが話題となり男性からのアプローチも数多くあった。けれど、お酒に強い彼女は「私を酔い潰したら付き合う」と言っては逆に男性を酔い潰し、その酒豪ぶりを発揮した。

　恋愛に重きを置いていないという彼女は今も誰のものでもなく、それでも毎日を楽しく過ごしている。

「ふみちゃん、いつもお迎えにきてくれる男前の店に行こうよ。あの人『マカロン』の店長でしょ？　お酒の種類は豊富だし、男前の店員も多いから目の保養にはもってこい。今日も迎えにくるんでしょ？」

「あ……残念ながら、来ないっていうか、えっと、知ってたの？」

「うん。何度か見かけたんだよね。店長がふみちゃんを恭うやうやしく大切な宝物みたいに助手席に押し込むところ」

「押し込むって……そんなことないけど」

「ふみちゃんを周囲から隠して、自分の懐に取り込むように車に押し込むんだもん。遠目から見ても笑っちゃった。確かにふみちゃんのようにかわいい女の子は、誰にも見せたくないだろうけどさ」

　くすくす笑う艶ちゃんの言葉に驚き、資料を束ねていた手が止まった。

　すると、私たちの会話を聞きつけて、同期たちも集まってきた。

「ふみちゃんを大切にしている男前の話だよ。言っておくけど、その辺のモデルよりも格好いいからね。大人の魅力ダダ漏れだし」

「艶がそこまで絶賛するなんて珍しいな、いつも恋愛よりもおいしい酒の方がいいって言ってるのにな」

　私たちの周囲に集まってきた男性陣の呆れた声。

　確かに、恋より酒だと言う艶ちゃんが、輝さんを褒めちぎる様子には違和感を覚える。

「あ、誤解しないでよ。別にあの店長を好きなわけじゃないし。でもさ、おいしいお酒を飲みながら、色香あふれる見た目麗しい男性を眺める時間は極上だもん。それだけ」

「それだけって、艶も男に興味あったんだな。どんなに男が言い寄ってきても瞬殺だろ？　もしかして男には興味ないかと……」

　同期の男子からの言葉に艶ちゃんは睨みを利かせ、続く言葉で凍らせた。

「あのねえ。別に恋愛だけが全てだと思っていないだけ。今は仕事が面白いし、特に手に入れたいと思う男がいないしね。本気でものにしたい男が現れたら自分から動くし本気出す。どうぞご心配なく」

　つん、と顎を突き出し私たちを見回した艶ちゃんは、気持ちを切り替えるように笑顔を作った。

「じゃ、頑張る私たちにご褒美。飲みにいくからね」

　その言葉に反論する間もなく、私たち同期と先輩数人で飲みにいくこととなった。




　艶ちゃんご希望の『マカロン』は毎日混んでいると有名で、待ち時間も長い。そのことは、何度も通った私はよく知っている。お店の前に並んでいるお客さんたちを見る度、申し訳なくも思っていた。

　今夜だって例に漏れず混んでいるはずだ。そんなわかりきっている状況と、疲れている体には早急に栄養補給をしなければ、と言う先輩の意見にみんなが大きく頷く。

「『マカロン』は次回ということで」

　艶ちゃんひとりが残念がる中、会社から近い居酒屋に行くことになり、着替える必要がない男性陣はひと足先に店に向かう。私と艶ちゃんは大急ぎで着替えたあと、会社を出た。普段よりもかなり早い退社時間だとはいっても、二十時を回っていて、お腹もすいている。

　隣を歩く艶ちゃんは、スリムジーンズにエメラルドグリーンのブラウス。スタイルがいいと、華やかな色がよく似合う。スタイルの良さはわかっていたけど、やっぱり素敵だなと改めて思う。そして、ハイヒールを履いて百七十センチは優に超えている横顔を見上げた。

　すると、艶ちゃんは私の思いを見透かすように呟いた。

「また私のことを、背が高くて羨ましいって思ってる？」

「あ、うん」

　背筋が伸びた綺麗な立ち姿は、潔いさぎよい艶ちゃんの性格をそのまま表しているようだ。

　見た目だけでなく、芯が強い艶ちゃんの内面も羨ましくて仕方がない。

　艶ちゃんを見ていると、昨日、背が高い女性が輝さんの隣に寄り添っていたことを思い出す。顔こそ見えなかったけれど、輝さんに何かを訴える様子からは彼女の思いの強さが感じられた。輝さんは、単なるお店のお客さんと一緒にお店の外で時間を作るなんてこと、しないと言っていた。

　そのことからだけでも、彼女が輝さんの特別だと考えられる。

　今日一日、仕事に意識を集中させて、夕べのことは考えないようにしていたけれど、仕事が終わって気が緩んだのか目の奥が熱くなる。夕べあれだけ泣いても尚、涙って枯れないものだな。

【今までおいしい夕食をありがとうございました。今日からは自分でちゃんと自炊して食べるので、お迎えも夕食の用意も遠慮します。忙しいお仕事の合間に時間を作ってもらい感謝しています】

　今朝、そんなメールを輝さんに送ってから、スマートフォンの電源は切ったまま。

　輝さんへの気持ちをどうにか封印したつもりでいたけれど、完全には断ち切れていないようだ。欲しいものを諦めることには慣れているつもりでいたのに。

　艶ちゃんと並んで歩きながら、思うようにはいかない自分の気持ちに落ち込んだ。

　いつも明るく自信にあふれている艶ちゃんが、羨ましい。

　すると、艶ちゃんがちらりと私に視線を落とし、口元を上げた。

「私に見惚れてた？」

「え？　……な、なんで？」

「私の身長を羨む必要なんてないのに。もちろん私はこの身長が気に入ってるけどさ、もし私がふみちゃんのように百五十センチそこそこの身長だったとしてもそれはそれで気に入ってると思うよ」

「嘘だ。もし私みたいに背が低かったら、大きくなりたいって切実に思うはずだもん」

「ふーん。確かに背が高いとモデルとかスポーツ選手とか、未来への選択肢は広がるけど。私なんて身長があっても特にそれを利用していないし。あ、友達と待ち合わせたときにすぐ見つけてもらえるけどね」

「艶ちゃんみたいに背が高くなりたいとは思うけど、もしそうなってもたぶん……私のことは妹くらいにしか思ってもらえないし。必要なのは身長じゃないよね、きっと」

　俯き小さな声で地面に話しかける私に、艶ちゃんのあからさまなため息。

　艶ちゃんには、落ち込む私を引き上げるつもりはないらしい。

「ふみちゃんが落ち込む理由はよくわからないけど、もしも私がふみちゃんくらいの身長だったら、そんな自分をちゃんと生かして、楽しんでる」

　心なしか歩くスピードを緩めた艶ちゃんは、さらりとそう言った。

「自分にないものを欲しがっても仕方がないからね、自分が持っているものが自分にとってのベストだと思わなきゃ。ないものねだりに意味はないって、小学生でも知ってるよ」

「……ないものねだり？」

「そう。手元にないものを欲しがって、時間を無駄にするなってことだよ」

　ふと顔を横に向ければ、ちょうど艶ちゃんの肩の辺りに私の視線が届く。

　そして、そっと見上げて艶ちゃんの横顔にたどり着いた。この、視線を動かした距離が、私が手に入れることができないもの。

「ないものねだりだね……」

　私は明るい声で、肩をすくめた。

「人のものはよく見えるし、自分が持っているものは見えにくい。だから私が教えてあげる」

　艶ちゃんは立ち止まり、静かに私の頭を撫でてくれた。そして何度か私の髪を手にとり、さらりと落とす。癖のないストレートの髪が、静かに落ちていく。

「このまっすぐな黒髪に憧れる女の子が、どれだけいることか。サロンで高いお金を払ってまで手に入れる女の子が多いのに、ふみちゃんは何の苦労もせずにこんなに綺麗な髪を見せびらかしているって、気づいてないでしょ？」

「えっと、そんな見せびらかすほどのものでもないし」

　確かに私の髪はまっすぐすぎるほどまっすぐで、神経質に手入れしなくてもそれなりにまとまる扱いやすい髪質。小さな頃からずっと、肩より長めの髪形でいるのは、時間をかけなくてもブラッシングだけで出かけられる気安さからだけど、それを自慢できるものだとは思っていなかった。

「まっすぐすぎて変化もないし、艶ちゃんみたいにゆるふわでもないし。面白くないんだよね」

　ぽつりと呟いた私に、「贅沢者」と肩をすくめた艶ちゃん。

「そうやって、誰でも自分にないものを求めて悩んでいるの。私は柔らかすぎる癖っ毛だから静電気は起こりやすいし痛みやすいし、直毛黒髪にはかなり憧れるけどね」

「そうなんだ」

「そう。それに、たとえ私みたいに背が高くなくても、ふみちゃんのことを大切に思ってくれる人、いるじゃない」

　意味ありげに口角を上げた艶ちゃんは、私の背後をじっと見ている。

　どうしたのかなと艶ちゃんの視線をたどり振り返ると、今私たちが歩いてきた道を、こちらに向かって走ってくる男性が目に入った。

「嘘……輝さん？」

　遠目に見えるのは、確かに輝さんだ。私たちに向かってどんどん近づいてくる。

　そして、長い足を存分に生かした輝さんはあっという間に私たちの元へ来た。

　どれだけ走ってきたのかはわからないけれど、荒い息遣いからは、かなり必死で追いかけてきたとわかる。

　ジーンズに黒いシャツ。普段お店で着ている定番の服装だということは、いつものようにお店から私を迎えにきてくれたのだろうか。

　でも、これからはそんなことはしなくてもいいと、メールで伝えたはずなのに、どうしてだろう。

「輝さん、どうしたんですか？　それに、メールは届かなかったですか？」

　戸惑う私の声に、輝さんは顔を歪めた。

「メールは届いたけど、そんなの納得していないし、いつも通りに迎えにいくって返事しただろ？」

「え、返事って……あ、電源……」

　慌ててカバンからスマートフォンを取り出し電源を入れると、輝さんからかなりの数のメールが届いていた。

　画面を見て焦る私に、輝さんは肩を落とした。私はごまかすように笑顔を作り、スマートフォンをそっとカバンに戻す。

「で？　何もなかったか？」

「何もって？」

「会社を出てからここまで、無事だったか？」

「無事？」

　気づけば輝さんは私の腕を掴み、探るような目で私の隣に立っていた。

　お互いの目の高さが合うように少し腰をかがめている。その様子はどこか焦っているようにも見える。

「輝さん？」

　私の小さな声に、輝さんは更に顔を寄せた。

「会社からここまでの間に何もなかったか？」

「何も……なかったですけど。何か、あるんですか？」

　輝さんの言葉が理解できなくて、艶ちゃんに視線を向けた。

　オフィス街のど真ん中で立ち止まっている私たちに、周囲からは怪訝そうな瞳がいくつも向けられる。おまけにその中には私の会社の人もいて、かなり恥ずかしい。

　ただでさえ人目をひく容姿を持っている輝さんが、私の腕を掴んでいる様子は妙だろう。

　思わず俯きそうになる私に反して、艶ちゃんも輝さんも動じる様子はない。艶ちゃんに至っては、輝さんをまじまじと見ながらどこか面白がっているようにも見える。

　私が戸惑っていることなんてお構いなしだ。

「何もなければそれでいいんだ。知らない奴に声をかけられたら逃げるんだぞ？」

「私、小学生じゃないんだから、ちゃんとわかってます」

　すると、隣で私たちの様子を見ていた艶ちゃんが口を開いた。

「あの、何もなかったですよ。確かにふみちゃんはかわいくて男性から声がかかることもしょっちゅうですけど、今日に限って言えば、それもなかったですし。えっと、輝さんですよね。ふみちゃんをひとりにすることがそんなに心配だなんて。いい年して、かわいい」

「え、艶ちゃん。かわいいなんて、そんなこと」

　輝さんをからかう艶ちゃんを慌てて止めるけれど、彼女は更に大きく笑った。

「よっぽどふみちゃんのことが大切なんですね。目の届く場所にいなければ心配で不安で。誰かにかっさらわれるんじゃないかと焦って、ここまで追いかけてきたんですか？」

「艶ちゃん、いい加減にしてよ、輝さんがそんなこと思ってるわけ……」

　艶ちゃんの言葉に焦った私は、思わず彼女の腕を叩いたけれど、そんな私を無視するように輝さんの声が響いた。

「大正解。いつも俺が見守ってなきゃ、誰かが史郁を傷つけたりかっさらうんじゃないかと気になって仕方がないんだ」

「あ、やっぱり。見るからにばればれですよ」

　輝さんと艶ちゃんは視線を合わせて笑い、小さく頷いた。

　傍らにいる私の戸惑いを面白がっているような、それでいて本気でそう思っているかのような空気。

　けれど、輝さんの口ぶりからは何かを気にしているような不安定さも感じられて、単純に私を子供扱いして心配しているだけでもなさそうに思える。

　考え込んでいると、私の腕を掴む輝さんの手に力が加わり、ぐっとその胸に引き寄せられた。

「輝さん、ど、どうして」

　腕を引っ張られた反動で飛び込んだ輝さんの体はとても温かかった。

　すると、私が熱を出して抱きしめられたときと同じ安堵感がよみがえってくる。

「今日も史郁の夕食はちゃんと用意しているから、店に行こう」

　私の髪を優しく梳く輝さんの言葉に、何度目かのため息をついた。

　私の夕飯の準備はしなくてもいいって、ちゃんとメールで伝えたのに。それを決心するのに、これから先十年分くらいの涙を流したというのに。

「私、もう行かないって、メール……」

　私は弱々しい声をあげた。

「却下だ。認めない」

「そんな……」

　輝さんは私を抱く力を強めると、ほっとしたように体を揺らした。

「これ以上輝さんに迷惑はかけられないし、自分ひとりでもちゃんと生きていけるし。今までだってそうしてきたし、あ、誠吾兄ちゃんはいたけど」

「ひとりで生きていけるのと、ひとりで生きたいっていうのは、かなり違うだろ」

「それはそうですけど、私、大丈夫だし、夕食もちゃんと自分で作るし」

　抱きしめられて動けない体を動かして、どうにか顔を上げた。

「あの、誠吾兄ちゃんから私のことを頼まれているのかもしれないですけど、誠吾兄ちゃんは過保護すぎるんです。ひとりでも大丈夫、安心してください」

　自分の中の戸惑いをふっきるように、強い口調でそう言った。

　輝さんに頼り続けるわけにはいかないし、これ以上好きになるのも怖い。このまま距離をおいて、少しずつでも輝さんへの思いを小さくしていきたい。

　けれど、輝さんは私の言葉に動揺することもなく、相変わらず強気だった。

「確かに、誠吾先輩は俺に史郁のことを頼んで渡米したな。まあ、そんなことどうでもいい。第一、俺は自分の意志で史郁の側にいるんだ。だから、史郁がどう思っていようが、俺は史郁を守ることをやめない」

　輝さんは言葉だけではなく、瞳にも強い意志を滲ませ、私を見つめる。

　ぶれることのない思いにたじろいでしまう。

「誠吾先輩のことよりも、俺の気持ちを信じるんだ。俺は自分の意志で史郁を見守るし側にいる」

「でも、お見合いで知り合って……それを進めるつもりもないくせに。……あっ」

　私とのお見合いに消極的だった輝さんを責める権利はないのに、聞くつもりのなかった思いが口を突いて出てしまった。

　私が一方的に輝さんに惹かれ、思いを募らせているだけで、輝さんが困ることを聞いてはいけないのに。

　自分の気持ちを鎮しずめるように、小さく息を吐いた。

「お、お見合いのことは、別に、いいです。わかっていますから、いいんです」

「わかってないだろ。俺は、史郁のことを……」

「ねえねえおふたりさん。ここは人通りも多いメインストリートだから、痴話喧嘩はどこかふたりきりになれるところで続けてよ。ほら、みんな見てるし」

「え？」

　呆れたような艶ちゃんの声に、慌てて周囲を見回した。

　興味ありげに私たちに向けられる視線。中にはくすくす笑いながら通りすぎる人たちもいる。

　慌てて輝さんの胸から離れようとするけれど、輝さんは離してくれない。

「輝さん、離してください。みんな、見てます」

「離すと逃げるだろ？」

「に、逃げるってそんな……私はこれからみんなと飲むだけで」

「みんなって？」

「同期のみんなです。男性陣はとっくにお店に行って待っているので離してください」

「男性陣？」

　輝さんの低い声にぴくりと体を震わせた。

　そして、眉を寄せた不機嫌な表情を向けられて、体は強張る。

　すると、私と輝さんの様子を見ていた艶ちゃんが、再び呆れた声をあげた。

「だからさあ、ふたりでどこかに行って喧嘩してよ。というより、ふみちゃんのことが大切ならもっとちゃんと捕まえておいた方がいいですよ。どう考えても鈍感な子だから」

　呆れながらも明るい艶ちゃんの声が、この場の空気を和らげてくれた。

「ふみちゃんはどうしたいの？　このままこの強引なお兄さんに連れられて帰る？　それとも一緒に飲みにいく？」

　ほんの少し首を傾げた艶ちゃんは、意味ありげに笑った。

「そ、そりゃ、飲みにいく約束をしているんだから、このまま艶ちゃんと一緒に行く」

「だめだ。このまま店に連れていくから」

　輝さんの低い声に、私は視線を上げた。

「……どうして？」

「史郁には、俺の店で夕飯を食べないっていう選択肢はないからだ。断りのメールも拒否。このまま俺の店で夕飯を食べるか、家に帰るかどちらかだ」

「そんな、横暴です……」

　どれだけ私が反論しても私をお店に連れていこうとする輝さんに戸惑う。

　私が輝さんの側から離れることに不安を感じているようだけれど、その理由がわからない。

「輝さん、何かあったんですか？」

　私に何もなかったかと聞いたのは輝さんだけど、何かあったのは輝さんの方ではないのかと感じる。すると、輝さんは私の思いを肯定するかのように、きゅっと口元を結んだ。

　あ……やっぱり、何かあったんだ。

「史郁……」

　輝さんが口を開いたちょうどそのとき、スマートフォンの着信音が響いた。私のカバンから聞こえたその音に、慌てて取り出した。焦っていたせいで、誰からの電話なのか画面で確認する間もなく出ると。

『史郁？』

　聞き慣れた声が聞こえた。

「誠吾兄ちゃん！　夕べも電話で話したのにどうしたの？」

『あ？　かわいい史郁の声が聞きたくて電話しているんだけど。今そっちは夜だろ、大丈夫か？』

「あ……うん。今、ちょうど会社から帰るところで……」

『え？　お前、ひとりじゃないだろうな。何もなかったか？』

「は？　何もないけど、どうしたの……？　何もなかったかって、何かあるの？」

　輝さんと同じことを誠吾兄ちゃんにも聞かれた。

　輝さんは、電話の相手が誠吾兄ちゃんだと気づいているのだろう、苦笑しながら私を見ている。

『何もなければいいんだ。ただ、何かあっても俺はすぐに駆けつけられないから心配しているだけだ』

　輝さんにも聞こえているに違いない大きな声が響いた。

「私に何かあったら、輝さんが駆けつけてくれるんでしょ？」

『え？　それ、どうして知ってるんだ？　輝に会ったのか？』

「……会ったよ。お見合いで」

『はあっ？　お見合いって、あ、あのお見合いか？　本日はお日柄も良くってやつ』

「お日柄が良かったのかは調べてないけど、輝さんのお店でご対面。でも、断られた」

『こ、断られた？　お、おい、昨日の電話では何も言ってなかっただろ』

　耳が痛くなるほどの大きな声に、思わずスマートフォンを耳から遠くへ離した。

「誠吾兄ちゃん、声が大きすぎるよ。そうやって大騒ぎするってわかってたから言わなかったのよ。本当、私のことを心配しすぎだよ。それと、誠吾兄ちゃんお気に入りの輝さんに、私は気に入ってもらえなかったみたい。以上」

　驚いている誠吾兄ちゃんには申し訳ないけれど、目の前にいる輝さんに聞かせるように、わざとそう言った。

　輝さんには大切な人がいるのに、それなのに私を追いかけてくるなんて、わけがわからない。そのいらいらを誠吾兄ちゃんにぶつけてしまったと、自分でも気づいている。

　肝心の輝さんに視線を向ける勇気もなくて、俯いて足元を見つめていると、耳元から『史郁、おい、史郁』という誠吾兄ちゃんの心配している声が聞こえてきた。

　すると、突然私の手からスマートフォンを取り上げた輝さんが、話し始めた。

「ひ、輝さん……」

　スマートフォンを取り返そうと伸ばした私の手を避けるように、輝さんは体をそらし、視線を私に向ける。その視線だけで口を閉じる私に、艶ちゃんは笑い、面白がっている。

「誠吾先輩、お久しぶりです。はい、輝です。お元気ですか？」

『お、お元気ですかじゃねえだろっ。お、お見合い、お見合いだと？　お前、俺がまだ待てって言ったのに、どうしてそんなに焦るんだ』

「いえ、俺はじっと、その時期が来るのを待っていたんですけど、意外な縁がありまして、史郁から俺の元に飛び込んできたというか、店まで来てくれたんです。たまたまそれがお見合いだっただけで」

『飛び込んでって、史郁がお前を知っているわけないだろ？　俺があれだけ慎重にお前と会わせないように……』

「そうですね、俺ももうしばらくは誠吾先輩の言う通り静かに待っているつもりでいたんですけど、なかなか思うように事は進みませんよ。いろいろと。……そう、いろいろね。史郁だけじゃない、来てほしくない人も、来ちゃいましたからね」

『……あ……来たか？』

「はい。誠吾先輩から聞いていた以上の強者でした」

『……だよな』

　淡々と話す輝さんと、電話越しだというのに私にも全て聞こえるほどの大きな声の誠吾兄ちゃんとの会話。

　会話の最中、輝さんは何度か私を気遣わしげに見ていた。ふたりの会話の内容をちっとも理解できない私は、ただ輝さんを見つめているだけだ。

「誠吾兄ちゃんって、ふみちゃんのお兄さん？」

　小さな声で、艶ちゃんが聞いてきた。

「ううん。正確には叔父さん。今仕事でアメリカにいるんだけど、輝さんの大学の先輩なの」

　私もひそひそと耳打ち。艶ちゃんは「ふーん」と呟いた。

「輝さんって、近くで見ても男前。かなりふみちゃんを大切にしてるんだね、羨ましい」

「羨ましいって言われても、別に私と輝さんはなんでもないし……」

　からかうように私の顔を覗き込む艶ちゃんから、慌てて視線をそらす。けれど、艶ちゃんは相変わらず意味ありげに笑い、私と輝さんを交互に見る。

「へえ。毎日夕食の用意までしてくれて、片時もふみちゃんをひとりにしないように気をつけているのに、なんでもないのか。輝さんって、見た目はいいけど、おかしな人だね」

「お、おかしくなんかない。いつも私を見守ってくれるし、優しく抱きしめてくれたし、それに」

「それに？」

「え？　……あ、ううん、なんでもない」

　艶ちゃんが輝さんのことを『おかしな人』だなんて言うから、ついムキになって反論してしまった。それに、思わず「キスだって温かかった」と言いそうになって、慌てて口を閉じる。思い返す度苦しくなるキスだけど、それは私の大切な思い出でもある。軽々しく口になんてできない。それ以前に、かなり恥ずかしいし。

「そっか。少なくともふみちゃんにとって輝さんは、特別な人なんだね。へえ、そうなんだ」

　艶ちゃんはそう言って小さく笑い、相変わらず誠吾兄ちゃんと話している輝さんを見ながら何か考え込んでいる。笑顔を浮かべてはいるけれど、その表情はどこかぎこちなくて、輝さんに何か言いたげにも見える。

「艶ちゃん、どうかした？」

「え？　あ、ううん、なんでもないよ。ただ……そう、ただ、あれだけ繁盛しているお店の店長さんだけあって、やっぱり男前だなあって見惚れていただけ」

　肩をすくめて必要以上に大きな声で話す艶ちゃん、やっぱりいつもと違う。

「艶ちゃん、やっぱり何か……」

　艶ちゃんの様子が気になって問いかけてみるけれど、彼女はそんな私を無視するように肩にかけているカバンを開くと、何やら探し始めた。

　艶ちゃんがカバンから取り出したのは彼女の名刺で、会社の連絡先しか書いていないそれに、素早く自分のメアドと携帯番号を書いた。

「これ、輝さんに渡しておいてよ。『マカロン』に飲みにいきたいから、空いてる日を連絡くださいって、頼んでね。お願い。あ、代わりにふみちゃんのことで、なんでも相談に乗りますって伝言もよろしく」

「え、艶ちゃん？」

「輝さん、今日はふみちゃんを連れて帰るって決めてるみたいだから、私ひとりでみんなと飲むことにする。ふみちゃんはせいぜい狼さんに食べられないようにね」

「食べられないようにって……艶ちゃんっ」

　私に背を向け、ひらひらと手を振る後ろ姿は震えていて、笑っていると簡単にわかる。足早に遠ざかる彼女を追いかけようとすると、途端にぐっと引き寄せられたのは輝さんの胸の中。

「あ、あ、離して……艶ちゃんが」

　私の視線を追って、輝さんは艶ちゃんを見る。

　すっと目を細めたかと思うと、にやりと笑い、更に強く私の体を抱き寄せた。

「あ、史郁に代わりますけど、これからは俺が史郁の側にいるので大丈夫です。誠吾先輩はあの人の家族に……はい、そうです。お願いします」

　どうしてだろう、誠吾兄ちゃんの声が聞こえない。

　スマートフォンの向こう側から大声で叫んでいたはずなのに、いつの間にか何も聞こえなくて、輝さんだって落ち着いた声で話している。というよりも、かなり真剣な表情で話している。

　私のことを話しているとわかるけれど、一体何のことだろう。

　時折向けられる輝さんの視線には私を心配する気持ちがあふれているし、時折漏れてくる誠吾兄ちゃんの声からも緊張感が伝わってくる。

　私は輝さんに肩を抱かれたまま、遠ざかっていく艶ちゃんの後ろ姿をじっと見つめることしかできない。

「じゃ、また電話します。あ、史郁に代わりますね」

　目の前に現れた私のスマートフォン。それを受け取って耳に当てると、誠吾兄ちゃんが再び大きな声で叫んでいる。

『史郁って輝が呼び捨てにしているのは、何かそういう理由でもあるのか？』

「え？」

『だから、お前らはいつからそんなに仲良くなったのかって聞いているんだ。史郁の結婚相手は俺が選ぶから、慌てるな。輝以上の男ならごろごろいるはずだ』

「ごろごろって、ジャガイモみたいに言わないでよ。それに、輝さんに私のことを頼んだのは誠吾兄ちゃんでしょ？」

　誠吾兄ちゃんの勝手な言い草にちょっとむかついた。

『そ、そりゃ、日本にひとりで残る史郁のことを頼んだけどな、だからといってしょっちゅう会えだとか、呼び捨てにしてもいいだとか、そんなことは言ってない。史郁に何かあったときには俺から連絡するから、頼むって言っただけだ。それに今聞いたけど、輝の店で毎晩夕食を食べてるんだろ？　そんなに親しくなれとは頼んでない』

　声高に話す誠吾兄ちゃんの声にかぶさるように、『そんなに興奮しないでよ、馬鹿叔父』と声が聞こえた。

　弓香さんだ。

　懐かしい声にほっとしながら、気持ちを傾けて聞いていると。

『この馬鹿に、いい加減ふみちゃん離れしろって言っておくからね』

　相変わらず頼りがいのある、明るい声が続いた。

　誠吾兄ちゃんを睨みつけている弓香さんの顔が簡単に想像できる。

『こっちは元気だから安心して。ふみちゃんも輝くんと仲良くね。ほら、ふみちゃんも忙しいんだから、切るわよ。輝くんの邪魔をするなんて、私が許しません』

　誠吾兄ちゃんを一喝する声とともに、電話は切れた。

　そして、誠吾兄ちゃんが電話してきた理由もわからないまま、私はスマートフォンと輝さんを交互に見た。

「誠吾先輩って、ほんとに史郁のことが心配なんだな。……ま、これだけかわいいから男が寄ってこないか心配もするか」

　輝さんはそう言って私の肩を抱いたまま、私の意志なんてお構いなく歩を進める。

「今日の夕食は、ロールキャベツだからな。トマトじゃなくコンソメベース。昨日からことこと煮込んだスープは自信作だ」

「あ、あの、私はもう、夕食は遠慮しようと思ってメールを送ったんですけど」

「そんなの認めないって、言っただろ。夕食は店で食べるんだ。それに今、誠吾先輩にも言っておいたけど」

　私の肩を抱く手に力がこもる。引きずられるように歩きながら見上げると、心なしか緊張しているような輝さんの口元が目に入った。

「輝さん？」

　私のペースに合わせてくれているのはわかるけど、それでも歩幅の広い輝さんに肩を抱かれたまま歩くのは不安定で、つまずきそうになる。

　思わず輝さんの腰に手を回した途端、その親密さが恥ずかしくてその手を離そうとしたけれど、輝さんの動きの方が早かった。

「このままでいい」

　私の肩を抱いている手と反対の手が、輝さんの腰に回した私の手を包み込んだ。

　自分の腰に私の手を押さえつけるような仕草はかなりの密着度を生み、私の体は一気に熱くなった。

「ひ、輝さん……っ」

　焦る私とは対照的に、輝さんは落ち着いた声で囁く。

「誠吾先輩とも相談して、明日からは、朝も会社まで送ることにしたから」

「……朝も？　わざわざ会社まで送ってくれるんですか？　輝さん、誠吾兄ちゃんとどんな話をしたんですか？」

「うーん、なんだったかなあ」

　なんて言いながら、輝さんはそのまま歩き続ける。

「誠吾先輩と話したことは、もちろん、史郁を大切にするってことかな。すなわち大好きだってこと」

「そ、そんなこと……」

「そんなことも何も。俺、なんとも思ってない女にここまで時間割かないし、思いは伝わっているかと思っていたけど。まだまだだったか」

　輝さんの胸が、小さな笑い声で震える。

「史郁が好きだって言っていたＣＤを車に積んでおいたから、店に着くまで聞いていいぞ」

　私の戸惑いをわかっているのかいないのか、輝さんは更に私を甘やかす。

『大好きだ』なんて言葉をさらりと言って私をいい気持ちにしてくれるけれど、誠吾兄ちゃんから私のことを頼まれたにしては度がすぎる。

　私の送迎を頼む誠吾兄ちゃんの図々しさにも驚くけれど、それを引き受ける輝さんも輝さんだ。

　それに、まるで私に告白するような言葉には戸惑うばかりだ。きっと、誠吾兄ちゃんが私によく言う『大好きだぞ』という言葉と同じ程度の軽いものだろう。言われて嬉しいのは確かだけれど。調子に乗っちゃいけない。

「どうした？」

「あ、いえ、なんでもないです」

　私を気遣う輝さんの言葉に笑顔で答えながら、気持ちを引き締めた。

　そして、輝さんの言葉通り、駐車場に停められていた車の助手席には、ＣＤが置かれていた。先週、ラジオから流れたその曲に聴き入って、「いい曲だね」と何度も呟いた。

「店を三軒回ってようやく見つけたんだぞ」

　嬉しそうに呟く輝さんは、私が手に取ったＣＤを指先で軽くなぞった。

「いつか、ここに一緒に行けたらいいな」

　輝さんは簡単にそう言って笑うけれど、このＣＤのジャケットの写真はスペインだ。

　一緒に行けるなんて思えない。

　輝さんは、ＣＤを見ながら黙り込む私の頭をぽんと叩くと。

「行きたければ行けばいいし、欲しいものは自分で手に入れればいいんだよ」

　なんでもないことのように呟いて、車のエンジンをかけた。




「やっぱり捕まったんだ」

　お店に着き、私の指定席となりつつあるカウンター席に腰かけた途端、聞こえてきた声。視線を向けなくてもわかる、千早くんの声だ。

「見事、捕まりました」

　笑うに笑えない声でそう返すと、千早くんは真面目な顔で頷いた。

「輝さん、ふみちゃんから店には来ないってメールを受け取ったあと、絶対に史郁をひとりにはしないって言ってずっと落ち着かなかったんだよ。会社が終わる頃、慌てて迎えにいったんだけど、よっぽどふみちゃんのことが気がかりなんだね。というよりも、心配しすぎ？　ひとりで帰らせちゃいけないとかなんとか焦っていたし」

「嘘……」

「嘘じゃないよ。ふみちゃんをひとりにしておくわけにはいかないってのが、輝さんの最近の口癖。まさか、ふみちゃんってかなりの方向音痴でひとりで家に帰れないとか、暗い部屋にひとりでいると怖くて泣いちゃうとか……あ、失礼、そんなこと、ないよね」

「私はちゃんとした大人で、毎日働いてお給料ももらっている自立した女です。なんでもひとりでできます」

　ふざけているとわかっていても、思わず強い声で答えてしまった。

　それにしても、私を絶対にひとりにしないなんて、どうも大げさすぎる。ここ数日の輝さんの態度を考えると、その言葉を裏付けるものばかりで、確かに気になる。誠吾兄ちゃんに負けず劣らずの過保護ぶりを恥ずかしげもなく見せている輝さんが、よくわからない。

　なんて考えながら悩んでいても空腹には勝てなくて、目の前に並ぶロールキャベツに舌鼓をうつ。

「箸でも食べられるほど柔らかいぞ」

　いつの間にか私の隣にいた輝さんがお箸を私に差し出した。

「あ、じゃあ、お箸でいただきます」

「ああ。ゆっくり食べろ。食べたら送っていくから、勝手に帰るなよ。千早、ちゃんと見張っておけ」

　そう言って、私の背中をするりと撫でて背を向けた。

　輝さんが私を迎えにくるためにお店を空けていた時間はちょうどお店が混み合う時間帯なのに。その大切な時間を私のために使わせてしまって、申し訳ない。

　感謝の気持ちを込めロールキャベツを口にすると。

「うわっ。おいしい」

「輝さんが昨日から下ごしらえしていた力作だから、それ食べて、輝さんの言うことを聞いた方がいいよ。輝さんはただでさえ忙しいから、な」

「うん……」

　ベーコンの味がうまく溶け込んだスープ、キャベツがとろとろになるほど柔らかなロールキャベツ。

　ゆっくりと食べながら、今の状況を改めて考えてみる。どう考えてもおかしい。

　夕食、遠慮したはずなのに。

　けれど、それを許してくれない輝さんの真意がわからなくて、黙々と食べる。温かくておいしいロールキャベツに込められた輝さんの優しさを感じながら。










池の上の展示場




　翌朝、車でマンションに迎えにきた輝さんに会社まで送ってもらった。

　ひとりで通勤すると何度言っても輝さんは曖昧に笑い「史郁と一緒にいられる時間が増えて嬉しいよ」と流してしまう。

　輝さんと親しげにしていた女性を見たことがきっかけで、私は輝さんを諦めようとした。けれど、輝さんはこれまで以上に私を甘やかし、朝のお迎えまで始まってしまった。一緒にいても、かみ合わない関係がもどかしい。

　輝さんは、一体、私をどう思っているのだろう。

　確かに『大好きだ』と言われたけれど、その言葉の真意がわからない。

　やはり誠吾兄ちゃん同様、妹のように私を見ているとしか思えないけれど。もしかしたら、私を女性として好きになってくれたのかと、期待する気持ちもある。

　そう思う一方で、お店で見た女性が気になり、輝さんの気持ちを信用できずにいる。

　私に彼女を見せないようにお店から出ていった後ろ姿を思い出すだけで、切なくて胸が痛い。

　少なくとも、彼女は単なるお客様ではなくて、輝さんに何らかの影響を与えている人に違いない。恋人、と考えるのが正解だろうけれど。

　もやもやとした気持ちのまま仕事を始めてすぐ、営業部の部長に呼ばれ会議室へ行った。

　展示場の仕様関係の仕事は、営業部からの回答待ちで急ぐものはないはずだけど。

　不安に思いながら会議室に行くと、既に同期たちが集まっていた。




「え、お手伝いですか？」

「そう。グループみんなで行ってくれ」

「あ……、はい、わかりました」

　部長から指示されたのは、週末から始まる展示場のイベント準備のお手伝いだ。

　年に何度かあるこのイベントの集客率はかなり高く、展示場に入っているメーカー各社総出で準備を行うらしい。

　家族連れが多い数日間、出店もにぎわい、風船が配られたり抽選会もある。お笑い芸人さんのステージも予定されていて、かなり楽しいイベントだ。本来なら準備は営業部が行うけれど、今回は私たちも駆り出されることとなった。

　私たちが今携わっている展示場の仕事の参考にもなるし、当然なのかもしれないけれど、突然の指示には驚いた。

　そんな私たちの気持ちを見透かしたように、部長の言葉が続いた。

「こんな状況、営業マンたちは日常茶飯事だぞ。お客様に一番近い場所にいる営業マンたちは、それこそ二十四時間体制だ。お客様の休日が日曜日なら、日曜日に伺って打ち合わせだし、深夜にしか時間が取れなければ深夜に訪問することもある」

　部長はそう言って、私たちを見回した。

「俺なんて、自分の結婚式に向かう車の中でお客様から電話が入って、急きょ設計変更の打ち合わせ、なんてことも経験してる。今となっては笑い話だけど、それ以来嫁さんには何度も嫌味を言われているよ。『図面と結婚すればよかったのよ』ってな」

「図面と結婚、ですか？」

「ああ、営業マンにプライベートはないんだ。お客様が一生に一度経験するかしないか、家を建てるってのはそれほどのものだからな。それに寄り添うには相当の覚悟がいる。君たちが今、突然出張に出ろと言われて戸惑うなんて、甘い甘い。展示場に行って、家だけではなく営業マンの仕事ぶりを見て勉強してこい」

　そう言って、部長は大きく笑った。

「机の上で図面を眺めているだけじゃ、いい仕事はできないぞ。今日は一日展示場の手伝いだ」

　とっとと行ってこい、という軽やかな声とともに会議室を出された私たちは、一旦部署に戻って準備をしたあと、展示場へと向かった。




　モデルホーム二十棟からなる展示場は、家族連れや将来を語り合う恋人同士には人気のスポットとなっている。

　展示場の受付ともいえるセンターハウスに顔を出して挨拶をしたあと、わが社のモデルホームへと足を運んだ。

「お疲れ様です。本社から手伝いにきました」

　モデルホームの玄関でスリッパを並べていたスーツ姿の男性に声をかけた。きっと、営業部の人だろう。

「あ、お疲れ様。わざわざ忙しいのに悪いな。えっと……五人、かな？」

「はい。新入社員ばかりで力不足だとは思いますけど、よろしくお願いします」

　私たちを見ながら呟く男性に、背後にいた艶ちゃんが答えた。

「いや、力仕事に新入社員は最適だからな。あ、俺は営業部の水みず川かわです」

　挨拶を終えた私たちは、モデルホームの二階奥にある事務所に荷物を置いて、スーツの上着を脱ぎ社名入りのエプロンを身に着ける。

　その後、水川さんと女性数人が、私たちにいくつかのダンボールを見せながら今日の予定を話し始めた。

「カタログと、粗品のタオルをこの袋に詰めていってね。全部で五百組できるはずだから、よろしく。あ、ここは三人でやってもらって、残りのふたりは……あ、君と、君」

　足元に並べられたいくつものダンボール箱を呆然と見ていた私と艶ちゃんは、水川さんに手招きされてモデルホームを出た。

　そして、敷地内をしばらく歩くと。

「うわ、綺麗」

　水川さんに連れてこられたのは景色が綺麗な水辺で、橋の上から見渡せる周囲の風景に言葉を失った。

　目の前に広がるのは大きな池。向こう岸にもモデルホームが整然と並んでいる。

　この展示場は、敷地内の大きな池に杭を打ち、その上にモデルホームが建てられている。

　水面に映り込む建物が揺らめき、日差しの眩しさも相まって、写真に撮っておきたいと思うほどの色鮮やかな景色。何度か噂では聞いていたけれど、本当に綺麗な風景だ。ここが実際に人が暮らす街ならば、私もすぐにでも引っ越したくなるほど。艶ちゃんも眼前の風景に見惚れながら口元を緩ませている。

「この橋の上で告白すると、思いは成就するらしいぞ」

「え？」

　振り返ると、水川さんが笑っていた。

「池に夕日が映り込むと、池全体が赤くなるんだ。この橋の上に立つ人の顔も赤くなるから、照れて赤くなってもわからない。最初はそんな理由がきっかけだったんだけど、最近じゃこの橋の上で告白するとうまくいくって、若いカップルの定説になっているらしい。もしも告白したい人でもいれば、ここで頑張ってみるといいぞ」

「……もしかして、水川さんもうまくいったひとりですか？」

　からかうような艶ちゃんの声に、水川さんはのどの奥で小さく笑った。

「ああ。去年の今頃告白して、先月結婚したばかりだ」

　そう言ってかざした左手には、プラチナリングがきらり。

「今、京極さんが立っているところに嫁さんが立っていたよ。はは、思い出すと今すぐ帰って会いたくなるな」

　幸せそうに目を細めた水川さんに、私や艶ちゃんの方が照れてしまう。

「ご、ごちそう様です」

　そう言ってふたりで顔を見合わせ大声で笑った。

「じゃ、水川さんが早く帰るためにもお手伝い頑張りますね。きっと奥さんも待っていますよ」

　笑いをどうにか抑えながら私が呟いた言葉に、水川さんは照れつつも「よろしく」と言い、頭をごしごしと掻かいている。

　私が立っている場所で告白された奥さんの左側には日差しの反射で眩しい池、そして目の前には水川さんがいて。

　こんな素敵な場所で告白されたなんて、幸せだっただろうな。会ったこともない人だけど、なんだか羨ましくなる。

　誰か、私にもここで告白してくれないかな、と思った途端目に浮かぶのはただひとりの顔。何を考えているのかも、私を本当に好きなのかもわからない男前の顔だ。

　今朝も私を平然と会社まで車で送って、これまた普通に「じゃ頑張って」と手を振って帰った人。

「輝さん……」

　心の中で呟いただけの言葉だけど、思わず口にしていたようで。

　気づけば艶ちゃんも水川さんも私をじっと見ていた。

「あ、あ、なんでもないです」

　慌てて両手を目の前で横に振るけれど、艶ちゃんも水川さんも無言で笑顔を浮かべ、肩を揺らしている。

「ま、そのうちここに連れてきて、告白してもらえばいいよ」

「そ、そんなんじゃないから」

「まあまあ、焦るふみちゃんもかわいいね。写真に撮って輝さんに送りたくなるよ。ちょうど、今朝メールをもらったばかりだし」

「メール？」

「うん。ふみちゃんが私の名刺を輝さんに渡してくれたんでしょ？　今朝、早速メールがきたよ。史郁のことよろしくーって。愛されてるね」

　ぐふぐふとでも聞こえてきそうな笑い声をあげて、艶ちゃんは水川さんと歩き出した。

　そのあとを慌てて追いかけながら、もう一度振り返る。眩しいほどに輝く水面に再度見惚れて、いつか私も……と、叶うはずのない願いを胸にしまい、ふたりのあとに続いた。

　それにしても、今朝会社の前に車が着いたときに、艶ちゃんの名刺を輝さんに渡したばかりなのに。もう連絡を取っていたなんて、驚きだ。

　艶ちゃんからの、『マカロン』で飲みたいというお願いはもちろん、「ふみちゃんのことで、なんでも相談に乗ります」という伝言も一応伝えておいたけれど。私のことで相談に乗ってほしいことなんてないだろうから、冗談でそう伝えただけなのに、輝さんは思いの外真面目な声で「相談か……。お願いも、ありなのか？　いや、いい、なんでもない」と小さく呟いていた。そして、艶ちゃんの名刺を財布にしまいながら何かを考え込んでいた。その横顔があまりにも真剣で、それ以上何も聞けないまま車を降りたけれど、それからすぐに艶ちゃんにメールを送っていたなんて、早すぎる。

　私以外に輝さんとメールのやり取りをする人がいるのは当然だとわかっていても、やっぱりいい気分じゃない。

　水川さんをからかい、楽しげに歩く艶ちゃんの後ろ姿をぼんやり見ながら歩く私の足どりは、重かった。




　そのあと、私と艶ちゃんは、センターハウスにある託児室の準備を受け持った。

　週末のイベントには、小さな子供連れのお客様も多く訪れ、保育士が待機している託児室に子供を預ける人もいる。

　お昼寝用のベビーベッドを運び入れたり、お布団を干したり、子供たちが大好きなキャラクターのぬいぐるみを並べたり。あれこれと動き二時間ほど経った頃、展示場の入口に当日のポスターを貼れば、今日の仕事は終わりだと告げられた。

　そして、手渡されたポスターを入口脇にある掲示板に貼り、ほっとひと息ついていると、背後から声をかけられた。

「ここ、誰でも入ることができるんですか？」

　その声に振り返ると、セーラー服の女の子が息を切らしながら立っていた。

　慌てている様子に違和感を感じながら、私は小さく頷いた。

「今日は定休日だけど、営業日なら誰でも入ることができるわよ。あ、週末にはイベントがあるから、よかったら遊びにきてね」

「あ、はい……」

「……ん？」

　目の前の女の子は、何かを探るように私をじっと見ている。

　荒い息遣いと肩を上下させている様子を見れば、ここまで走ってきたと簡単にわかるけれど、どうしてこんなに慌てているんだろう？

　私から目を離そうとしない彼女に戸惑っていると、その額に浮かぶ汗に気づいた。

　眉のあたりで揃えられた前髪も、汗で額に張り付いている。

　私は、スカートからハンカチを取り出して彼女に差し出した。

「そんなに汗をかいて、どうしたの？」

「え、あの……」

　ハンカチを受け取ろうとしない彼女に、艶ちゃんが明るく声をかけた。

「お化粧してないんだね。ハンカチにファンデーションがつくことを気にせず汗が拭けるって、羨ましいなあ。私なんて、まずティッシュで拭くよ」

「あ、私も」

「ふみちゃんはほとんどメイクしてないんだから気にすることないよ。でも、肌が綺麗って財産だよね」

　ははっと笑い飛ばす艶ちゃんこそ、人目を引く顔立ちで、それこそ財産なのに。

「ほら、さっさと汗を拭かなきゃ、かわいい顔が台無し。でも、若い女の子の汗って綺麗だね」

「ちょ、艶ちゃん」

　ハンカチを受け取ろうとしない彼女に痺れを切らしたのか、艶ちゃんは私の手からハンカチをさっと取り、いきなり彼女の額の汗を拭き始めた。

「うわあ、見ればみるほど肌が綺麗。小じわもシミもない」

　綺麗な肌に感嘆の声をあげる艶ちゃんに、彼女は驚くばかり。

「ごめんね、彼女に悪気はないのよ」

　私は胸の前で両手を合わせて謝った。

「そうそう。かわいい高校生が私たちの仕事に興味を持ってくれたことが嬉しいだけ。よし、綺麗綺麗」

　艶ちゃんは満足げに呟くと、ハンカチを私に返した。

　すると、それまで呆然としていた女の子が、さっと私の手からハンカチを取った。

「わ、私が洗ってお返しします。それくらいさせてください」

「そんなのいいよ。別に洗わなくていいから、気を遣わないで」

　両手でぎゅっと握りしめる様子はかなり真剣で、私はハンカチを取り返そうとしていた手を動かすこともできず彼女を見つめる。

「このハンカチ、ちゃんと洗ってお返しします」

「本当にいいよ。ハンカチくらい洗濯機にぽい、だから気にしないで」

「いえ、ちゃんと綺麗にしてお返しするので、連絡先を教えてください。あ、ここに来れば、また会えますか？」

　頑なにハンカチを握りしめる彼女の様子に気圧され、私と艶ちゃんは顔を見合わせた。

　若い子にしては礼儀正しいというか、真面目すぎるというか。ハンカチくらい、気にしなくてもいいのに。

「ハンカチなんて何枚も持ってるから気にしないで。この展示場が気になって走ってきてくれたんでしょ？　それだけで十分」

「でも、私……」

「それほど気になるのなら洗ってくれてもいいけど、別に返さなくてもいいよ。良ければ使って」

　そう言うと、彼女は何か言いたげな目を私に向けた。

　黒髪がさらりと肩から落ちて、色白の肌を更に際立たせる。

　本当に綺麗な子だな。

　そんなことをちらりと考えていると、彼女の表情が真面目なものに変わった。

「あの、私、風かざ間ま真ま奈な香かと言います。このハンカチ、やっぱり洗ってお返ししたいので、お時間のあるときにでもここに連絡くださいませんか」

　風間真奈香ちゃんは、カバンの中からメモ帳とペンを取り出して、メアドと電話番号を書いた。

「私の連絡先です。お電話くださったら、ハンカチをお返ししますので、よろしくお願いします」

「え、そんなに気を遣わなくていいから」

「いえ、いつでもいいので、ご連絡ください」

　真奈香ちゃんは固い声でそう言うと、「失礼します」と言い残して踵を返した。

　背を向ける瞬間に苦しげな表情を見せたような気がするけれど、ハンカチを汚したことにそれほどの罪悪感を覚えているのだろうか。

　真奈香ちゃんが走り去る後ろ姿と、押し付けられるように渡されたメモを交互に見る。

　そして、すっきりしない気持ちのまま遠くなる彼女の姿を見ていると、艶ちゃんがぽつりと呟いた。

「あの制服、虹にじ女じょだね」

「にじじょ？」

「うん。虹にじが丘おか女子高校っていうかなり有名な女子高だよ。偏差値も高いし美女揃い。お金持ちのお嬢様ばかりの学校っていうわけでもなくて、サラリーマン家庭の子も多いから話しやすくて人気も高いって、聞いたことがある」

「へえ、虹女か」

　私の地元からはかなり離れているせいか、虹女という言葉も初めて聞いた。セーラー服にローファーなんて女子高生の定番だけど、真奈香ちゃんはとても似合っていた。

「風間真奈香ちゃんか……」

　艶ちゃんは小さくそう呟くと、微かに首を傾げた。

「彼女がどうかしたの？」

「あ……。ううん、なんでもない。ただ、丁寧すぎるというか、強引すぎるというか。ちょっと気になっただけ」

「艶ちゃん？」

「あ、なんでもないよ。でも、若いっていいよね。女子高生なんて、高級チョコにも負けないほどのブランドだもん。いいなあ」

　大きな声で笑う横顔に頷きつつも、私も艶ちゃん同様、虹女の女の子、風間真奈香ちゃんのことがなぜか気になっていた。

　展示場での仕事を終えた私たちは、そのまま帰宅してもいいと部長から連絡があり、現地解散となった。

「お腹すいたね。夕食でも食べて帰る？」

　駅のホームで電車を待っているとき、艶ちゃんが時計を見ながら呟いた。

　十八時を過ぎ帰宅ラッシュまっただ中、ホームはかなり混み合っている。

「うーん。輝さんのお店に食べにいく予定だけど……。あ、艶ちゃんも『マカロン』で一緒に食べる？」

「もちろん、行きたい！　でも、ふみちゃんの夕飯しか用意してないんじゃないの？」

「どうだろう。でも、もし私の分しかなくても、一緒に他のメニューを注文して分け合えばいいし。どうせ、艶ちゃんは食べるよりも飲む、でしょ？」

「ふふっ。私の主食はビールだからね。それにしても、『マカロン』に行けるなんてラッキーだよ。今朝早速、輝さんに近いうちに行きたいってメールしたんだけど。まさか今日行けるなんて」

　艶ちゃんは嬉しそうに呟く。そんなに行きたかったなんて、知らなかった。

「とりあえず、輝さんに今から行くってメール入れておくね」

「あ、『マカロン』で有名なトマトサラダをよろしくって書いておいてね」

「トマトサラダ……」

　トマトサラダが有名だなんて知らないし、食べたこともない。

「凍りそうで凍っていないトマトにたっぷりとかけられたドレッシングがおいしいらしいんだよね。一日限定十食だから、予約しておいてよ」

「わかった……そうなんだ、トマトサラダか。食べたことなかったな」

　低い声で呟いた。

『マカロン』に通い始めてしばらく経つというのに、トマトサラダなんて食べたことはもちろん、有名だってことも知らなかった。

「何落ち込んでるのよ。ふみちゃんには栄養バランスが考えられた愛情メニューが用意されているんでしょ。トマトサラダくらい、他のお客さんに譲りなさいよ」

「あ、うん。そうだね」

「それに、輝さんからのメールって、ふみちゃんのことを心配することばかりが書いてあって……。想像通りで笑っちゃった」

「え、私のことばかりって、それは大げざでしょ」

「いえいえ、そんなことはないんだよね。ふみちゃんをなるべくひとりにしないでほしいとか、何か気になることがあったらすぐに教えてくれだとか。高校生の娘を持つお父さんのようだね」

　ふふっと意味ありげな視線を私に向けた艶ちゃんは、「大切にされて羨ましいけど、やっぱりちょっとおかしいよね」とぶつぶつ言っている。

　私に対する最近の輝さんの言葉や行動を考えれば、艶ちゃんが冗談を言っているとも思えず、誠吾兄ちゃん並みの心配をしているのも納得できるけれど。

「あまりにも心配しすぎるっていうか、過保護すぎて困る」

「ははっ。どこかのお嬢様みたいだね。さっき会った虹女の女の子ならお嬢様って呼ばれても違和感ないけど」

「とっくに大人なのに、ここまで心配するなんて、やりすぎだよね」

　朝のお迎えに始まり、おいしい夕食。更に家まで送ってくれるなんて、どこかおかしい。

　混み合うホームに立ち、ぼんやりと考えていると、艶ちゃんはふと思い出したように口を開く。

「そうだ……輝さんに一応言っておこうかな。虹女の彼女もなんだかおかしかったし」

　艶ちゃんの呟きは、電車がホームに入ってきたせいで最後まで聞き取れなかったけれど、眉を寄せ考え込んでいる様子が気になった。

「艶ちゃん？」

「ん……。あ、なんでもないよ。ふみちゃんを猫かわいがりしている輝さんに、報告事項があるって気づいただけ」

「……？　何それ」

　ちょうどそのとき、到着した電車の扉が開き、大勢の人たちが降りてきた。その人ごみをよけながら艶ちゃんの後ろに立っていると。

「いつか、さっきの展示場でふみちゃんが告白するから楽しみにしておいてくださいって報告しておくね」

　艶ちゃんは私の耳元にそう呟いて、楽しげに笑い声を上げた。




　その日も『マカロン』の前にはお客さんが長い列を作っていた。その横をすり抜けて、恐縮しながらお店のドアを開けると。

「いらっしゃいませ」

　ちょうど入口の近くにいた千早くんに声をかけられてほっとした。

　列に並ぶこともなく、いつも優先的にカウンターに座ることが申し訳なくて、お店に入る瞬間はいつまでたっても苦手だ。こうしてお店に足を踏み入れた途端、女性客からの厳しい視線が一斉に集まるようで居心地も悪い。

「千早くん、今日は友達も一緒だけど……いいかな」

　小さな声で尋ねると、千早くんはにっこりと笑ってくれた。

「輝さんがお友達の分の夕食も用意して、さっきからそわそわ待ってるよ」

「そわそわ……？」

「そう。ふみちゃんのメールが来てからずっと。いつもなら、ふみちゃんを迎えにいくとき、素直に店に来てくれるか心配しているのに、今日はふみちゃん自らこの店にお友達を連れてくるっていうからかなり上機嫌」

　からかうようにそう言った千早くんは、カウンターの向こうにいる輝さんを見ながら肩を震わせた。

「輝さんって、余裕ありげな態度を見せているけどさ、ふみちゃんを店に連れてくるまではいつも心配なんだよ。自分が強引だっていう自覚はあるだろうしね」

「心配って……私がここにちゃんと来るかどうか？」

「そう。ふみちゃんにしてみれば、毎日夕食が用意されていることは負担だろうし、遠慮だってするだろうし。だけど、今日は自分から友達を連れてくるって連絡をくれて、嬉しかったみたいだよ。ふみちゃんがひとりじゃないから安心だとも言っていたかな」

「そ、そうなんだ……」

　店内の喧騒の中で、お客様と話しながら笑顔を浮かべている輝さん。その姿は普段見慣れているものと同じで、特に変わったところはないけれど。

「ふみちゃんからのメールが来てから、輝さんの口元がずっと上がってるんだよね。ほんと、わかりやすくて面白い」

「あ……そう言われてみれば」

　輝さんの笑顔は、心なしかいつもよりも大きく見える。

「よっぽどふみちゃんのことが大切なんだね」

「え？」

　いつの間にか私の耳元に唇を寄せた艶ちゃんが囁いた。

「これだけ忙しいお店をバイトの男の子に任せてふみちゃんを迎えにきては夕食を食べさせて。おまけに家までちゃんと送ってくれるなんて、かなり無理しているはずでしょ？」

「あ……うん」

「そこまでしてくれるなんて、よっぽどふみちゃんのことが好きなんだよ。あー、羨ましい」

　艶ちゃんと千早くんが、同じような声で笑っている。

「……輝さんは私のことを、大学時代の先輩の妹としか見てないよ」

　肩を落として呟く私に、ふたりは顔を見合わせながらくすりと笑った。

「まあ、いいけど。ふみちゃんにはふみちゃんのペースがあるし」

「だな。とりあえず、お待ちかねの輝さんにそのかわいい顔を見せておいでよ。ちらちらこっちを見ながら焦れてるし。ほら、俺なんか睨まれてるしさ」

　私の背中を軽くおしやりながら、千早くんはカウンターに向かって歩き出す。

　私に向けられる輝さんの視線はとても優しくて、目が離せない。

「お疲れ様。美人ふたりが並んで歩いて、ナンパされなかったか？」

　カウンター席に着いた途端、冗談めいた声で輝さんは笑った。

「いえ、ナンパなんて、されてません」

「そうか、ならいいけど」

　安心したように笑った輝さんに、艶ちゃんは「あら？」と言いながらスツールに腰かけた。

「飲みに行こうって声をかけられたのは、ナンパじゃないの？」

「あ、あれは、別に私に声をかけたんじゃなくて、艶ちゃんを気に入った男の人だから……」

「へえ。ふみちゃんに連絡先教えてくれって何度も聞いてきたのは私の誤解かなあ？」

「え、艶ちゃん、あれは、たまたま私が艶ちゃんの隣にいたからで……」

「ふうん。俯くふみちゃんの顔を覗き込んで何度も聞いてくるのもたまたま、なのかな？」

「も、もういいでしょ？」

　からかう艶ちゃんに強い口調でそう言い返した。

「私もナンパされることは多いけど、ふみちゃんが一緒だとかなり声をかけられるから大変なのよね。ここにたどり着けるか不安になるほどだったので、次回からは輝さんのお迎え、お願いしますね」

　艶ちゃんがにやりと笑うと、輝さんはチッと舌打ちした。

「わかった。明日からも俺がちゃんと迎えにいくから、出張のときにも連絡しろ。史郁をナンパなんてとんでもない」

「あの、輝さん……えっと、出張のときにもなんて冗談やめてください」

「冗談じゃない。史郁に手を出そうとする男から、ちゃんと守ってやるし、安心しろ」

「そ、そんな」

　輝さんと艶ちゃんのやり取りに慌てる私に構うことなく、艶ちゃんは手元のメニューを広げてさっさと注文を始めた。

「とりあえず、ビール。それと、輝さんの手料理をいただこうかな。ふみちゃん絶賛のおいしい手料理、私にも味見くらいさせてほしいな」

　ふふっと笑う艶ちゃんに、輝さんは「もちろん用意してるよ。今日は魚料理だけど大丈夫かな？」と言いながら、表情を緩めた。

　男性から声をかけられたことを、輝さんはかなり心配しているようだけど、モデルのような見た目の艶ちゃんの側にいた私はついでに声をかけられたようなもので、気にすることもないのに。

「あ、さっきナンパしてきた男性から連絡先をもらったでしょ？　連絡して飲みにいくなら私も付き合うよ。大きな会社で働いているようだから、繋いでおいても損はないんじゃない？」

「あ、あ、そんな、艶ちゃん、飲みになんて……行くわけないし」

　自分から連絡を取って飲みにいくなんてあり得ない。艶ちゃんは私の性格を知っているはずなのに、どうしてそんなことを言うのかわからない。

　にやりと笑った艶ちゃんは、その目を輝さんに向けた。

　その視線につられて私も輝さんを見ると。

　輝さんの表情は硬く、ビールをカウンターに置く様子も荒々しい。

　カウンターに響く大きな音に驚き、ビールが波打っている様子をじっと見ていると、輝さんの低い声が頭上から響いた。

「連絡先、交換したのか？」

「し、してません……ただ」

「ただ？」

「えっと……」

　私を責めるような輝さんの視線に戸惑いながら、隣の艶ちゃんを見ると。今の状況を予想していたかのような余裕の表情でビールを手にしていた。

「交換はしてないけど、連絡してほしいってお名刺をいただいたんだよね。そう、それだけだよねー」

「そうです。無理矢理名刺を渡されたけど、私の連絡先は教えていません」

「そうそう。何度もふみちゃんの連絡先を教えてくれって食い下がられたけど、意外にふみちゃんは逃げ上手だよね。困りますって何回言ったかなあ。とにかく断固拒否って感じで乗り切った」

「だって、誰だかわからない人に連絡先なんて教えられないし」

「まあね。見た感じは悪い人たちではなかったけど。とにかく無理矢理名刺を押し付けられただけ」

　たぶん、この辺りの会社に勤務している男性だ。

　しっかりとした言葉遣いや仕立てのいいスーツを見れば、悪い人たちではないと思ったけれど、それだけでついていくことはない。

「ナンパでの出会いだって、展開次第では運命なんだけどねー」

　ビールを飲みながら呟いた艶ちゃん。

　手元に置かれたお皿には、野菜の煮物と鶏のから揚げがおいしそうにのっている。

「私も名刺をもらったけど、どうしよっかな。今は仕事も忙しいし、パスだな、やっぱり」

「うん。パスだね、パス」

　ふふっと笑いながらビールに手を伸ばすと、目の前に輝さんの手が差し出された。

「輝さん、どうしたの？」

　輝さんの手が、私の目の前で催促するようにひらひらと動いている。

「もらった名刺、出して。俺がシュレッダーにぶち込んでおくから」

「え、あ……はい」

　輝さんのあまりにも強い言葉に反応して、ごそごそとカバンから名刺を取り出していると。

「あ……」

　もらった名刺を取り出したと同時に、カバンから白い紙が落ち、私が座っているスツールの足元に舞った。

　慌ててスツールから降りて拾ってみると、それは夕方出会った女子高生の連絡先が書かれた紙だった。

「かわいい女の子だったな」

　綺麗な顔立ちと、真面目そうな雰囲気。丁寧な言葉遣いも彼女の魅力のひとつだった。私のハンカチを洗って返すと必死だった様子を思い出しながらスツールに座り直すと。

「誰がかわいいって？」

　相変わらず不機嫌な輝さんが、白い紙を気にしながら聞いてきた。

「えっと、今日、仕事で展示場に行ったときにかわいらしい女子高生に会ったんです」

「女子高生？」

「そうです。彼女にハンカチを貸して……」

　私が話を続けようとすると、横から艶ちゃんが口を挟んできた。

「すっごくかわいらしい女子高生にも、ふみちゃんはナンパされたんだよね？」

「ちょっ、艶ちゃん……ナンパなんて、おかしいよ。相手は女子高生だよ？」

「ふふっ。必死でふみちゃんの連絡先を聞き出そうとしていたでしょ。あれはナンパだよ、ナンパ。男だけじゃなく、女の子にまで好かれちゃうなんて、ふみちゃん大人気」

　からかっているとすぐにわかる口調の艶ちゃんに苦笑しながら、私は手にしているメモを改めて見た。急いでいたせいか、少し崩れているけれど綺麗な文字だ。

「風間真奈香ちゃん……。いいなあ、女子高生。肌も綺麗だったなあ」

　電話が欲しいと言われたけど、ハンカチはあげても構わないし、電話はしないでおこう。

　そう思いながら、真奈香ちゃんからもらったメモをカバンに戻そうとすると、不意に伸びてきた輝さんの手が、それを阻んだ。

「え？」

　視線を上げると、私の手からメモを取り上げた輝さんが、それをじっと見つめていた。ぎゅっと握っているせいか、指先の色は変わり、メモに見入るその瞳は瞬きすら忘れているようだ。

「輝さん……？」

　思わず呟いた私の声にも気づかず、メモを見ている。輝さんの傍らにいる千早くんも、その様子に違和感を覚えたのか輝さんとメモを交互に見る。

「輝さん、その風間真奈香っていう女の子を、知ってるんですか？」

　艶ちゃんが探るように声をかけた。

「艶ちゃん？」

　輝さんも艶ちゃんも、様子がおかしい。真奈香ちゃんからもらったメモを見た途端、輝さんの様子が変わったような気がするけど、それは私の勘違いじゃない。艶ちゃんが尋ねたように、輝さんは真奈香ちゃんを知っているのだろうか？

　すると、戸惑う私を見ながら、輝さんは曖昧な笑顔を浮かべた。

「そうか、史郁は女の子にも人気があるんだな」

　その明るすぎる声を聞いて、この場の空気を変えるためにごまかされたと感じた。

　それ以上私たちが何も聞かないよう牽制しているようでもあり、艶ちゃんも口を閉ざし何も聞こうとしない。

「輝さん？　えっと、メモ……返してください」

　恐る恐る呟いた私に一瞬視線を向けた輝さんは、それまで見せていた不安げな表情をすっと消した。そして……。

「虹女の女の子からもナンパされるなんて、さすがは史郁だな。まあ、ナンパについていかなかったご褒美に、今日はデザートのアイスを大盛りにしてやるよ」

　余裕を含ませた声でそう言いながら、見知らぬ男性からもらった名刺と真奈香ちゃんの連絡先が書かれた紙を、何気なくズボンのポケットに忍ばせた。

　どうして、メモを私から取り上げたんだろう。

　聞きたいけれど、なぜか輝さんに聞いてはいけないような気がして黙り込む。視線を合わせると、輝さんは普段と変わらず軽やかに笑い、用意されている夕食のメニューを話し始めた。

「私のアイスには黒蜜をかけてほしいなあ」

「ああ、確かあったはずだから、用意するよ」

「うわっ。ラッキー。私、アイスならどれだけでも食べられるから、超大盛りで」

「了解。その前に、夕食を食べてからな」

　黙り込む私とは対照的に、艶ちゃんは明るく輝さんと話している。

　輝さんが、真奈香ちゃんの連絡先を自分のポケットにしまい込んだことに気づいていないのだろうか。

　そう言えば、ふたりはメールのやり取りをしていると言っていた。

　ふたりの距離が近づいているようで、不安を感じる。片思いの相手の笑顔の理由が私以外の女性だなんて、切ない。

　この間、お店で輝さんの恋人らしい人を見たときは、女性の後ろ姿しか見なかった。

　そのせいか、輝さんが私以外の女性を大切にしているとわかっても、今ほど痛い思いはなかった。

　けれど、笑い合いながら話す輝さんと艶ちゃん。私以外の女性とも優しい表情と言葉で接する輝さんを見ていると、隠したくても隠せない気持ちがあふれてくる。

　私だけを見てほしい。

　私だけを愛してほしい。

　そんなわがままが叶うわけないと自分に言い聞かせても、願ってしまう。

　輝さんが私に優しくしてくれる理由はよくわからないけれど、嫌いな女の子にキスなんてしないだろうし、ましてやここまで時間を割いてくれることもないはずだ。

　そう思えば思うほど、輝さんを諦められなくなる。

「ふみちゃんも、アイス大好きだよね」

　メイン料理の大皿を私の手元に置いてくれた千早くんの声が聞こえた。

「黒蜜だけじゃなくて、ベリーソースも用意できるよ。ふみちゃんはそっちがいい？」

　黙り込んでいる私を気遣ってくれるような声。

「じゃ、私はベリーソースで」

　千早くんは、小さく笑った私の頭を軽く撫でてくれた。

　その手は温かくてほっとするけれど、私が触れてほしいのはこの手じゃない。

　ちらりと隣を見ると、艶ちゃんがビールをおかわりし、箸を動かしている。その合間に輝さんとの会話を続けているけれど、さっきまでとは違って、ふたりとも真剣な表情で話している。騒がしい店内で小声で話しているせいか、会話の内容はわからない。ただ、輝さんが苦笑しながら「大正解。会わせたくないんだ。……傷つけたくない」と言っている声だけは、どうにか聞こえた。

　一体何を話しているのか気になりながらも、ふたりからは他の誰をも拒む空気が感じられて声をかけられない。何を話しているのだろう。

　好きな人のことは、なんでも知りたいし、もっと話したいのに。

　そんな自分の本音を持て余しながら、手元に置かれた輝さんの手作りの梅酒を飲み干した。食前酒代わりにといって初めてこの梅酒を用意してくれた日、輝さんは、なかなか遠慮が抜けない私に、『俺は自分の意志で史郁を見守っているし側にいるんだから遠慮はいらない』と言ってくれた。

　その輝さんの言葉は、私の心に強く響いた。

　私がこれまで与えられてきた周囲からの愛情を疑うわけではないけれど、私が両親に捨てられたことを気遣い、負い目に感じたせいで愛情を与えてくれるのではないかと、思わなくもなかった。

　だから、輝さんが私に対する思いを『自分の意志で』と言ってくれたときの嬉しさは口に出せないほど大きなものだった。

　私の境遇に対する責任ではなく、身内がしでかしたことへの謝罪でもなく。『自分の意志で』私の側にいてくれる。

　そう聞かされたとき、私は更に輝さんに心奪われ、気持ちをさらわれてしまった。

　そんな自分が苦しくて切なくて。その想いから逃げたいと思う反面、輝さんが自分の意志で私の側にいてくれるのなら、無理矢理逃げなくてもいいのかとも思う。

　輝さんが好きな気持ちに嘘はつけない。

　輝さんが用意してくれる夕食や、仕事を終えた私に「お疲れ様」と言って温かい手で私の手を包み込んでくれること。そのどれもを心待ちにしながら一日を過ごしていることを、もう、無理矢理否定しない。

「輝さん、この梅酒、とてもおいしいです」

　いつの間にか艶ちゃんとの話を終え、私の目の前に立っている輝さんに空のグラスを差し出した。

「飲みすぎるなよ。甘いからって調子に乗ると、立てなくなるからな」

「これくらい、大丈夫ですよ。それに、家まで送ってくれるんですよね？」

「ああ。ちゃんと送るけど……」

　輝さんは、戸惑いの表情を見せた。

　これまで輝さんの好意に遠慮ばかりしていた私が、送ってもらえることを期待しているのだから、当然かもしれない。今でももちろん輝さんへの思いは苦しいけれど、輝さんが自分の意志で私の側にいてくれるのならば、私も自分の意志で輝さんと一緒にいたいと思う。そして、少しでも長くこの幸せな時間が続きますように、と願う。

「輝さん、明日はいつもの茶わん蒸しが食べたいです。銀杏入りの」

「わかった。ちゃんと用意しておくから、明日も仕事頑張れよ」

「はい。楽しみにしていますね」

　グラスに残った梅でさえも、輝さんの手で大切に漬けられたんだ、と羨ましく思う。

　それほど、輝さんを好きになってしまった。

「輝さん、梅酒、もう一杯ください」

　私は、自分でもわかるほどの明るい声で、梅酒のおかわりをした。







第三章










遠ざかる車




　その後毎日の忙しさにも慣れ、展示場の仕様決めの仕事に終着点が見えてきた頃。

　私は本社から電車で三十分ほど離れた場所にある営業部での打ち合わせに呼ばれた。

　普段、図面や数字に追われる私にとって、営業部の活気ある雰囲気は新鮮だ。受注状況や新商品の評判を営業マンの口から聞くことはとても勉強になり、次の商品企画の参考にもなる。今日も、成績優秀者として表彰された営業マンと話すことができ、かなりの刺激をもらった。

　そして、本来の目的である展示場の打ち合わせを済ませたあと、ひとりで本社へ戻ることになった。時計を見れば十五時半。オフィス街を抜けて駅に向かって歩いていると、下校途中の多くの高校生たちとすれ違う。

「高校生か……懐かしい」

　私が通っていた高校は自由な校風が有名で、同級生の中には個性的な子も多かった。

　見た目だけの個性だけではなく、考え方も周囲に流されることのない強さという個性。それは、偏見や固定概念にとらわれず、安易な感情に左右されない強さでもあった。特殊な幼少期を送った私を『へえ、そうなんだ』のひと言で聞き流し、なんでもないことのように受け入れる友達ばかりだった。

　振り返れば、その頃から私は少しずつ変わってきたような気がする。

　自分の身の上は、自分が悲観するほど特別なものでもないと考えることも何度かあった。とはいっても、小さな頃から根付いている感情は簡単には拭いきれない。

　高校時代は、両親への重苦しい感情と、そんな後ろ向きな思いを一掃しようとせめぎ合う、アンバランスな時間だった。

　ふと、大通りを挟んだ向こう側に、高校らしき建物が見えた。

　正門から女の子ばかりが出てくるところを見ると、女子高のようだ。

「あれ？」

　真奈香ちゃんが着ていた制服と同じような気がして、思わず立ち止まった。

　じっと目の前の学校を見ると、門の横には『私立虹が丘女子高等学校』と書かれていた。

「やっぱり、そうだ……」

『にじじょ』と呼ばれるらしい女子高が目の前にあった。

　正門の向こう側には緑が豊かに広がっていて、ゆったりとした空間の中に綺麗な校舎が見える。

「艶ちゃんが進学校だって言っていたけど、みんな頭が良さそうだな……。真奈香ちゃん、出てこないかな」

　しばらくの間、正門から出てくる女の子たちを見ていたけれど、簡単に再会できるわけはないかと駅へ向かって歩き出そうとしたとき。

「あ、真奈香ちゃんだ」

　友達とふたり、正門から出てくる真奈香ちゃんを見つけた。

　楽しげに話しながら歩く様子からは、この間私に向けていた切羽詰まったものはまったく感じられない。

　正門を出て、駅へ向かって歩いている真奈香ちゃんに声をかけようかと悩む。

　どうしようかと考えていると、歩道を歩く彼女の側に、一台の車が横付けされ、運転席からひとりの男性が降りた。

「あれ？　あの皮ジャン」

　どこか見覚えのある男性の後ろ姿から視線をそらせない。

　男性から声をかけられて、驚いた顔で立ちすくむ真奈香ちゃん。ただでさえ大きな瞳が更に見開かれ、そのかわいらしさに近くにいる男の子もちらちらと彼女に視線を向けている。真奈香ちゃんは、そんな視線に気づかないまま、目の前に立つ男性をじっと見つめている。

「……あの車」

　私は、横付けされた車に視線を移した。

　その車は、今朝、私が会社まで乗せてもらった車と同車種。日光に反射して眩しいけれど、何度見ても、あのシルバーの車は輝さんの車だ。

　私の乗り心地がいいようにと、助手席のヘッドレストにはオレンジのヘッドカバーをつけてくれた。離れた場所から見ても、そのオレンジは目立っている。

「……輝さんの車だ」

　そのとき、男性の横顔がちらりと見えた。

「やっぱり……」

　硬い表情で真奈香ちゃんと向き合う男性は、輝さんだ。

　どう見ても初対面だとは思えないふたりの様子を、私は驚きながらも自然に受け入れていた。

　真奈香ちゃんの連絡先が書かれている紙を見たとき、不自然なまでに表情を崩さなかった輝さん。ふたりにどんな繋がりがあるのかはわからないけれど、こうしてふたりが会っている様子を目の当たりにしても、それに納得している自分に気づく。

　真奈香ちゃんは、最初こそ驚きで言葉を失っていたけれど、次第にその表情は柔らかいものに変わり、嬉しそうに輝さんに話しかけている。

「真奈香ちゃんと、輝さん……」

　そして、真奈香ちゃんは一緒にいた友達に何かを告げ小さく手を振ると、輝さんの車に乗り込んだ。輝さんも運転席に戻り、ふたりでどこかへ走り去っていく。

　次第に遠くなる車をぼんやりと見つめていると、幼い頃、泣きじゃくる私を見捨て背を向けた母さんの姿が浮かんできた。

　耳から血を流し、必死で呼び戻そうとする私を置き去りにした母さん。そのとき、一度も私を振り返ることがなかった母さんが着ていたカーディガンも、オレンジ色だったと思い出し、苦笑する。輝さんが私に用意してくれたヘッドレストのカバーと同じオレンジ色。今、助手席に座っているのは、私ではなく、真奈香ちゃんだ。

「そっか……知り合いだったんだ。……やっぱり」

　わかっていたような気がする。輝さんと真奈香ちゃんには繋がりがあると、どこかでわかっていた。

『虹女の女の子からもナンパされるなんて、さすがは史郁だな』

　この前、真奈香ちゃんからもらったメモを見た輝さんが漏らした言葉。

『女子高生からナンパされた』としか艶ちゃんは口にしなかったのに、輝さんは『虹女』とはっきりと言って笑っていた。

　輝さんの言葉に神経質になっていた私はそれを聞き逃せず、今でもずっと気になっている。

　それまでの会話を何度も思い返しても、虹女という言葉はどこにも出てこなかった。

　おまけに、輝さんのお店からはかなり離れている虹女の名前が出るのは、どう考えても不自然だ。

　ということは、輝さんが真奈香ちゃんを知っていたということになる。

　けれど、真奈香ちゃんからのメモ用紙をそっとポケットにしまい込んだ輝さんを見て、それを知られたくはないのだと感じた。

　既に消えた輝さんの車を目で追うように立ち尽くしていたけれど、下校途中の女子高生たちの邪魔になっていると気づき、力なく歩く。

　輝さんは、私に何かを隠しているのだろうか。

　決して穏やかではない思いに落ち込みそうになるけれど、これまで輝さんが私に向けてくれた気遣いや優しさを思い出し、気持ちを落ち着かせる。

　輝さんと真奈香ちゃんが一緒にいたからといって、私の存在を否定されたわけではない。もちろん、輝さんが私以外の女の子、それもあんなかわいい女子高生と一緒にいるなんていい気分ではないけれど、それでも私は輝さんの側から離れようとは思わない。お店で女性と一緒にいる輝さんを見たあとでさえ、輝さんを諦められなかった。

　たとえ今輝さんを諦めたとしても、輝さんを思い、苦しむだけだとわかっている。

　どうせ苦しむのなら、輝さんの側にいたい。

「私って、成長したのかしていないのか……わかんない」

　とはいえ、今の私は苦しみから簡単に逃げ出さない程度には、強くなっている。

　それだけでも輝さんに出会えてよかったと、切なさを隠すように歩みを速めた。




　その後会社に戻り、営業部での打ち合わせの報告書を書いていた。

　輝さんと真奈香ちゃんがふたりで笑い合っている姿が目の前に現れないように、ひたすらパソコンと向き合い、集中する。

「あとは、交通費の請求をしなきゃ」

　報告書をまとめてほっとひと息ついたとき、私の手元に、そっとコーヒーが置かれた。

　視線を上げると、亜実さんが心配そうな表情で立っている。

「煮詰まった顔をしているけど。例の展示場、うまくいってないの？」

「あ、いえ、それは順調です。営業部とのすり合わせも無事に終了しました」

「今年の新入社員は精鋭ばかりだから問題ないと思っていたけど。良かった」

「はい……きっと、来週中には全てアップします。あとの作業は現場の方にお任せです」

「そうか、お疲れ様。じゃ、ふみちゃんの目が生きてないのはどうしてなのかな？」

「生きてない……？」

「そ。なーんにも熱が感じられない醒さめている目」

　私の顔を覗き込んで、うーん、と呟く亜実さんは、そっと指先を私の瞼に当てると。

「この辺りに、溜まっている感じがする。なんだかいっぱい」

　目元をそっと撫でて、そのまま眉間のしわを伸ばすように何度も上下させる。

「もう少しで決壊しそうだね。ふみちゃんが抱えている何かがこの辺りで緊張してる」

「緊張……」

「そ。ふみちゃんが我慢している何かが、もう勘弁してくれーって」

　亜実さんは、くだけた口調でそう言うと、ちょうど空いていた隣の椅子に腰かけた。

　既に終業時刻を過ぎ部署内に残る人もまばらで、私と亜実さんのやり取りに注意を払う人はいない。そのせいか、私も亜実さんの言葉に素直に反応してしまった。

「勘弁、してほしいことは……ありますけど」

　思わずこぼれた言葉は私の本心に違いない。

「あ、大丈夫です。小さな頃から落ち込むことには慣れていますから」

　ははっと口元だけで笑い、肩をすくめる。

　亜実さんが差し入れてくれたコーヒーを「いただきます」と言いながら飲むと、普段と変わらないブラックのはずなのに、口の中に広がる苦味をいつも以上に強く感じた。

　思わず顔をしかめた私に、亜実さんは呆れたような視線を向ける。

「たまに落ち込む程度なら、それが悪いとは思わないけど、行きすぎると落ち込まなくていいことまで落ち込むからね。そのバランスが大切。……というわけで、今日の仕事はここまでにして、私に付き合いなさい」

「ど、どこに？」

　突然の言葉に戸惑いながらも、はっと思いついたのは、亜実さん主催の合コンだ。

　まさか『ひとり足りないから急きょ参加しろ』ではないだろうか。

　今の私は、とてもじゃないけどそんな気持ちにはなれない。

「えっと、合コンなら、他をあたってください」

　警戒しながらそう言うと、亜実さんはくすくす笑い、首を横に振った。

「違うわよ。私の誘いがいつも合コンやお見合いってわけじゃないんだからね」

「あ、そ、そうですよね……」

「そうよー。まあ、確かにそういう機会が多いことは否定しないけどね。でも、今日は違うのよ。ちょっと協力してほしいことがあるから、うちに来てほしいの」

「亜実さんの、お宅、ですか？」

「そう。うちに来て、葉乃のためにビデオに向かってお祝いメッセージを言ってほしいのよ」

「お祝いメッセージって、どういうことですか？」

「来週、葉乃の五歳の誕生日なの。だから、葉乃をかわいがってくれる人たちにお願いして、ビデオにお祝いの言葉を言ってもらっているんだけどね、ふみちゃんのことが大好きな葉乃のために、お願いできない？」

　両手を顔の前で合わせ、私に頭を下げる亜実さん。

　ひとり娘の葉乃ちゃんのためにビデオレターを作るなんて、本当にいいお母さんだな。

　これまで何度か亜実さんの自宅で食事をごちそうになったことがある私は、葉乃ちゃんとも仲が良く、時々電話でおしゃべりしたり、休日には一緒に公園で遊ぶこともある。

　そうか、もうすぐ葉乃ちゃんの誕生日なんだ。

「葉乃ちゃんのお誕生日なら、いくらでも協力しますけど、でもわざわざ亜実さんのお宅に伺わなくても、会社でもいいですよ。それに、葉乃ちゃんにばれないですか？」

「あ、今日は保育園のお泊まり保育だから大丈夫なのよ。旦那も出張で帰りは明日だから、気にしないで」

「あ、そうなんですか……」

「おいしいワインもあるから、どう？」

　私は、にやりと笑う亜実さんにつられて、思わず頷いた。

　おいしいワインも魅力的だし、大好きな亜実さんのお誘いを断るなんてできない。

　おまけに、夕方目撃してしまった輝さんと真奈香ちゃんの姿が頭から離れなくて、私の気持ちは落ち込みっぱなし。

　仕事が終われば今日も輝さんがいつものように迎えにきてくれて、食事をいただくことになる。輝さんから離れるつもりはないし、好きという気持ちを捨てることもできないけれど。今の私には、落ち着かない心を隠して輝さんに会う自信なんてない。

　そんな私にとって、亜実さんからの申し出は渡りに船で、輝さんに会わずに済む絶好の理由になる。せめて今日だけは、気持ちを落ち着けるためにも会わずにいたい。

「あ、亜実さんが良ければ、お邪魔したいです。葉乃ちゃんへのメッセージも任せてください」

「じゃあ、仕事が終わったら声をかけてくれる？　私はいつでも大丈夫だから」

「はい、わかりました。もう少しで終わるので、声をかけますね」

「了解。じゃ、あとでね」

　そう言って立ち去る亜実さんの後ろ姿を見ながら、今までになく、彼女が羨ましく思えた。

　私が欲しいと思う全てを手にしている亜実さん。

　できることなら、私も、輝さんと……いつか。

　そう思わずにはいられない。

　輝さんと出会ってから、私はどんどん欲ばりになっていくようだ。










知らずにいた苦しみ




　亜実さんの自宅は、会社から電車で二十分ほどの住宅街に建てられた新築だ。

　夫婦で設計した自慢の家。社内恋愛の末に結婚した旦那様は、亜実さんとは別の部署で高価格帯住宅の設計を手がけている。

「ごめんねー。朝、葉乃のお泊まり保育の準備でばたばたしていたから散らかってるのよ。適当に座ってね。何か作るからゆっくりしていて」

「あ、手伝いますよ」

「いいのいいの。ふみちゃんは料理が苦手だって知っているし。私も手の込んだものは作らないから……あ、ワイン、先に飲んでる？」

「いえ、亜実さんと一緒に……」

「じゃ、さっさと作っちゃおうかな。えっと、何が残っていたかな……」

　部屋着に着替えた亜実さんは、キッチンで何やら作り始めた。

　ベージュで揃えられた室内には、温かく優しい雰囲気が漂っている。テーブルに広げられた読みかけの雑誌や、葉乃ちゃんが描いたに違いない絵。日々の笑顔が感じられるあれこれに、口元が緩んでしまう。

「あ、四つ葉のクローバーだ」

　落書き帳に描かれているのは、四つ葉のクローバー。

　クレヨンを使って、かなり力強く描かれている。葉っぱには、テントウムシも乗っていて、なかなか細かい。

「葉乃ちゃん、すごく絵が上手。きっと、遺伝だな」

　ふふっと笑いながら、テーブルの上を片づけていると、カサッという音がして、視線を向けた。新聞と雑誌が重なっている隙間から見えた白いもの。何気なくそれを取り出し、見ると。

「え？」

　それは、『日比野亜実様』と名前が書かれた白い薬袋。

「亜実さん、風邪でもひいているのかな」

　なんだか気になって、そっと薬の中にあった薬の説明書を取り出して見ると、そこには、処方した医師や、病院名、薬名が書かれている。

「婦人科……」

　ふと、以前、亜実さんと話していたときに、彼女が悲しげな顔をしていたことを思い出した。私が亜実さんの人生を羨ましがっていたときだ。

　あのときは、すぐにいつもの明るい亜実さんに戻ったせいで、見間違いかと忘れていたけれど。あのときの様子が見間違いではなくて、亜実さん自身の病気のことで悩んでいたとしたら。

　私は思わず立ち上がり、ばたばたとキッチンに駆け込んだ。

「あ、亜実さん、これ、どこか悪いんですか？」

「な、何？」

　オーブンから何かを取り出していた亜実さんが、慌てて振り返った。

「ちょっと待って。とりあえずこれを置きたい」

　よいしょっと、テーブルの上の鍋敷きに大きなお鍋を下ろした亜実さんは、さて、とでもいうように私を見た。というよりも、私が手にしている薬袋を見た。

「まず言っておくけど、生きる死ぬっていう病気じゃないから落ち着いて」

　苦笑した亜実さんは、私の手から薬袋をすっと取り上げる。

「まあ、ふみちゃんから見れば完璧な私にも、どうにもならないことがあるってことなのよ」

　諦めたような声。

「あ、亜実さん……ごめんなさい。聞かれたくなかった、ですよね」

「いいのよ。ふみちゃんだって同じ女として、私と同じ思いを味わう可能性もあるから。でも、その前にこれを持っていってくれる？」

　亜実さんが指さしたのは、オーブンから取り出されたばかりのお鍋。

「わが家で人気のパスタなの。クリームソースにあえてオーブンで火を通すのよ。気に入ったら簡単だから教えてあげるわね。……輝くんに食べさせてあげたらどうかな。なんてね」

「な、輝さんって……そんな」

「ははっ。照れない照れない。輝くん、ふみちゃんにぞっこんなんでしょ。ぞっこんなんて今は使わないか。じゃ、メロメロ……これも死語？」

　からかう亜実さんから鍋つかみを受け取りながら、私の頬は一気に熱を持ち、目の前のお鍋よりも熱くなった気がした。




　亜実さん自慢のパスタは、ホウレンソウとチーズがバランス良くホワイトソースに馴な染じんでいて、とてもおいしかった。

　おいしいワインが適度な酔いを誘い、気持ちが軽くなった頃、亜実さんはようやく薬の話を始めた。

「あのお薬はね。ホルモンのバランスを改善するお薬なの。私、あるホルモンの値が高くてね、排卵しづらいのよ。だから、それを改善するためのお薬」

「ホルモン……排卵？」

「そう。私は排卵がなかなか起こらないから妊娠しづらいのよね。だから、それを治療するためのお薬」

「妊娠しづらいって……でも、葉乃ちゃんがいるじゃないですか」

　亜実さんは、既に葉乃ちゃんという女の子を授かっているのに、妊娠しづらいって言われても、ぴんとこない。

「葉乃は奇跡の子なの。本来なら妊娠しにくい体質なのに、いろいろな偶然と幸運が重なって、タイミングよく生まれてくれた奇跡の子」

　私の気持ちを読み取ったのか、亜実さんはそう言って小さく笑った。

　けれど、その言葉にも硬さが感じられる。

「結婚するまで、私が妊娠しづらい体質だって知らなかったの。というよりも、結婚してすぐに葉乃を授かって、ふたり目はいつにしようか、なんて旦那と話していたくらいだし」

「結婚するまでって、えっと、それまでは……」

「それまでは、特にホルモンの値を検査したりしたことなかったのよね。いざふたり目をと思ってもなかなか妊娠しなくてようやく検査して。で、葉乃を授かったのは奇跡だって言われたの」

　亜実さんは、小さくなる自分の声に気づいたのか、慌てて笑顔を作った。

　その笑顔も、いつもとは違う寂しげなもの。

「そして、いわゆる〝ふたり目不妊〟の治療をすることになったの」

「ふたり目不妊……。初めて聞きました。それに、ホルモンのことも何も知らないです」

「結婚していないふみちゃんには縁遠い言葉だよね。それに、ふたり目不妊なんて、あまり認知されてないから」

　大きくため息をつき、ワインをグラスに注ぐ亜実さん。

「諦めている部分もあるんだけど、治療をやめる区切りもつけられなくて」

　そう言うと、亜実さんは手元の薬袋を何気なく手にした。

「でもね、無理して治療を続けるのはやめようかと、旦那と話してるの。『俺たちは今でも十分幸せだから、自分を苦しめるのはやめろ』って言ってくれるし、私が健康であれば、それ以上は何も望まないって……」

　亜実さんはそこで言葉を区切り、照れたように笑った。

　目じりは下がり、愛しい旦那さんのことを思って口元は緩んでいる。

「もちろん私も子供はあと何人でも欲しいけど、治療を続けて落ち込んで、葉乃のかわいい盛りを見逃すのはもったいないと思ったら、目が覚めたの。今ある幸せを大切にしようって、そして強くなろうって思ったのよ」

「強く……？」

「そうよ。強くならなきゃ。ひとりっ子はかわいそうだという周囲からの視線と言葉に耐えられるだけの気持ちと、それを平気で笑い飛ばせる強さが、必要だと気づいたの。私は『ふたり目はまだなの？』なんていう、周囲からの心ない言葉に囚われて、落ち込んで。葉乃が熱を出しても気づかなかった。肺炎を引き起こして、ようやく目が覚めた、馬鹿な母親なのよ」

「そんな……」

　私は、自分の母親から、今の亜実さんのような愛情あふれる表情を向けられた記憶はない。

「亜実さんは馬鹿な母親じゃない。私の母親と違って葉乃ちゃんを大切にしているし、捨てたりしないし」

「捨てる？」

「あ、いえ、いいんです……」

　私は、思わず口にした言葉に慌てた。

　きっと私の境遇を聞けば、亜実さんは同情するだろうし困るはずだ。

「ふみちゃんのご両親のこと、少しは聞いているのよ。あ、気を悪くしないでね」

　亜実さんの、静かな声が響いた。

「輝くんのお店で、偶然ふみちゃんの叔父さんと会ったことがあるのよ。私がふみちゃんの会社の先輩だって知って、『よろしくお願いします』って頭を下げられて、そしてふみちゃんの境遇を少しだけ教えてもらったの」

「誠吾兄ちゃんと、会ったんですか？」

　思わず大きな声を上げた。誠吾兄ちゃんからは何も聞いていない。

「ふみちゃんは、子供が味わう必要のない寂しさと苦しみを全部経験したようなものだけど、おじいさんとおばあさん、そして自分が、それを補っても余りある愛情を注いだ自信作だって、自慢げに話していたわよ」

「じ、自信作なんて……」

「ふふっ。見た目が整っているのは誠吾さんの血筋ね。それに、我慢強いところはおばあさん似だって聞いたけど、ふみちゃんは我慢しすぎよ。仕事も必要以上に頑張るし、プライベートだって良くも悪くも受け身だし。そのままだと自分の欲しいものを手に入れるなんてできないわよ」

「欲しいものって言われても」

　小さな頃は両親からの愛情が欲しいと思っていたけれど、いつしかそれは、絶対に手に入らないものだと考えるようになった。

　そして、今の私が欲しいもの。

　手に入れたいもの。

　それは、もちろん。

「輝くん」

「え？」

　考え込んでいる私の顔を覗き込みながら亜実さんがそう呟いた。

　確かに、今私が欲しいものといえば輝さんだけど、亜実さんが簡単に察するほど私の気持ちは露わなのだろうか。自分の気持ちをそのまま言い当てられ、恐々と視線を上げると、意味深に口元を上げている亜実さんがいた。

「輝くんに、ふみちゃんが帰る頃電話してほしいって言われたのよね。だからそろそろかけてもいいか聞こうとしただけなんだけど。輝くんの名前にそんなに反応しちゃうなんて、わかりやすくて、かわいい」

「電話……？」

「さっき会社を出る前に私が輝くんに電話したでしょう？　そのときに、迎えにいくから電話くれってお願いされたの。……そっか。そっか。ふみちゃんは輝くんが欲しいのか」

「えっと、私は」

「いいのいいの。ふみちゃんと輝くんを引き合わせたのは私だし、ふたりに縁があったのなら嬉しいもん。お見合いのあと、輝くんは私に何も言ってくれなかったけど、自分でふみちゃんとの距離を縮めていたのね」

　嬉しそうに笑うと、亜実さんはソファに放り出されていたカバンからスマートフォンを取り出した。

「迎えにきて、ってふみちゃんが輝くんに電話する？　きっと大喜びで飛んでくるよ」

　亜実さんは、手にしているスマートフォンを振ってみせた。

「今日私がふみちゃんを連れて帰るって電話で言ったとき、最初はだめだって言われたのよね。ちゃんと夕食も用意しているし、俺だって会いたいってごねられたの。大人の魅力をこれでもかってほど振りまく姿ばかりを見てきたから、あんなに子供っぽい輝くんはかなり新鮮だったわよ。ふみちゃんのこと、よっぽど気に入ってるのね」

　いつも大人で何事にも動じない輝さんの子供っぽいところなんて想像もできないけれど、確かに新鮮だし、私も見てみたい。

「で？　ふみちゃんが電話する？　私がしてもいいならするけど？」

　ほらほら、と私の目の前でスマートフォンを揺らす亜実さんにつられて、私も小さく笑った。

　さっきまで亜実さん自身の苦しみを話していたというのに、そんなこと嘘のように明るく笑っている。

　本当に、強い人だな。

　私も幼い頃から苦しいことが多かったけれど、まだ亜実さんのようにあっけらかんと笑い飛ばせるほど、強くはない。何かある度、自分の境遇に後ろ向きになり、落ち込んでは人を羨んだり。

　まだまだ、弱すぎる。

　亜実さんを見習って強くなりたい。

「ふみちゃん？」

「あ、えっと……亜実さんが電話してください。輝さんには、ひとりで帰るのでわざわざお迎えはいらないって、言ってもらえますか？」

　これまで自分から電話をしたことなんて数えるほどしかないのに、『迎えにきて』と電話するなんてハードルが高すぎる。

　それに、いつも私のために時間を割いてくれているのだから、今日はお店で仕事に専念してほしい。

　亜実さんはそんな私の言葉が不満なのか、小さくため息をついてスマートフォンを再び揺らした。

「ふみちゃんが迎えにきてって電話したら、輝くん飛び上がって喜ぶと思うんだけどな……あ、電話だ」

　軽やかな着信音が部屋に響き、亜実さんは慌てて画面を見た。すると、してやったり、というような表情を浮かべ、もったいぶった声で電話に出た。

「もしもし、輝くん？　そろそろ輝くんにお迎えコールをしようかと思っていたんだけど」

　亜実さんのスマートフォンからは、途切れ途切れに輝さんらしい声が聞こえてきて、どきりとする。

「でもね、ふみちゃんはお迎えは遠慮するって言ってるんだけど。え、もう近くまで来てるの？」

「あ、亜実さん……輝さんって、今どこに」

　亜実さんの言葉に思わず反応した私に、彼女はにっこりと笑い、呟いた。

「ふみちゃんが遠慮しても、もう遅いみたいよ」

「え？」

「だって、輝くん、既に虹女の前を通り過ぎたらしいから、あと十分もすれば到着するわね」

　亜実さんはそう言うと、輝さんとの会話をあっという間に終えた。

　私の意志とは関係なく、私が輝さんと一緒に帰ることは決定したようだ。

　それにしても、輝さんは意地になって私の送迎を続けてくれているように思えて仕方がない。何か理由があるのだろうかとどれだけ考えても、答えは出ない。

　私が熱を出した日以来、それまで以上に私を気にかけ、側にいてくれるけれど、それはきっと、ひとりで暮らす私を気遣ってのことだろうし。

　会社の行き帰りも、私がひとりにならないよう、絶えず輝さんが気を配ってくれる。

　最近では、単純に私に会いたいからという理由ではなく、そうしなくてはならない何かを隠しているように思えて、落ち着かない。

　それに、気になることは他にもまだある。

「亜実さん、虹女って言いましたよね。輝さんは、虹女の女の子と……」

　真奈香ちゃん、という名前は言わなかったけれど、輝さんが虹女の女の子と知り合いなのかが知りたくて、そう口にした。

　虹女の近くで一緒にいる輝さんと真奈香ちゃんを見かけて以来、そのことを悶もん々もんと考えている。もしも亜実さんが知っているのなら教えてほしい。

　すると、亜実さんの表情が変わった。

「……亜実さん？」

「ふみちゃんは、輝くんとほとんど毎日会ってるから聞いているよね。まあ、輝くんが言わなくても、いつかはふみちゃんの耳に入るだろうし、輝くんが自分で言ったとしても不思議じゃないよね」

　亜実さんは視線を落とし、ためらいがちな声で呟く。

　その言葉の意味がわからなくて戸惑う私に気づかないのか、俯いたままで言葉を続けた。

「大丈夫。輝くんと、虹女の女の子とのことは噂だけ。塾で輝くんが生徒に手を出すなんてことをするわけないよ。輝くんは生徒をかばって、自分ひとりで責任を取ったのよ。休日、偶然会ってお茶していただけだっていうのに、どうして塾を辞めなきゃならないのか未だに釈然としないけど」

「手を出す……」

「あ、だからそんなの嘘っぱちだから。単なる誤解だし、生徒だけでなく保護者からの評判も良かった輝くんが塾の講師を辞める必要なんてなかったんだから。ね、そう思うでしょ？」

　荒い声を聞きながら、予想もしていなかった事実に心は揺れた。

　以前輝さんが塾の講師をしていたことは聞いているけれど、どうしてその職を辞して、今は『マカロン』の店長をしているのか、聞く機会はなかった。

「あ、あの、ふみちゃん？」

　言葉を失い、視線が定まらない私に気づいた亜実さんは、うろたえながら私の顔を覗き込んだ。

「ふみちゃん、もしかして、えっと、知らなかった……？」

「……どのことですか？　塾の女の子に手を出したこと、ですか？」

　手を出す、そう口にすると、なんて乱暴な言葉だろうと感じる。

　けれど、たとえ塾の先生と生徒だとはいっても人間なのだから、お互いの気持ちを寄り添わせることだってあり得るし、それは仕方のないことだと思う。

　輝さんが塾の先生だった頃、生徒の女の子たちは「ひかるセンセー」なんて言いながら目をハートにしていたかもしれない。

　女子高生たちに囲まれて苦笑している輝さんを想像すると、『マカロン』でたくさんの女性客と楽しげに話している輝さんの姿と重なって、ずん、と落ち込んだ。

「ごめん、私、虹女って聞いたから、てっきり輝くんがふみちゃんにあのことを話したとばかり思って。ごめんなさいね。でも、誤解だから。そう、輝くんと虹女の女の子はなんにもないない、ないから」

　目の前の亜実さんは、大きな声で私にそう言ってくれるけれど、何がどう誤解なのかがしっくりこない。

　けれど、輝さんが塾の先生をしていたときに生徒を誘惑したとか、声をかけたとか、それはあり得ない。

　それだけは、信じられる。

「本当、出しゃばったことを言っちゃって、ごめんね。でも、輝くんだって、そのうち話そうって思っているはずだから」

「いえ。輝さんは、あまり自分のことは話さない人だし。私は輝さんにとっては妹のようなものだから、きっと自分からは言わないと思います」

　そう。輝さんにとって私は、留守中の誠吾兄ちゃんから頼まれただけの、手のかかる妹のようなもの。

「ふみちゃん、妹なんて、それは違うよ。だって、ふみちゃんのことをこんなに大切にしているんだから、それは違う」

　慌てる亜実さんの言葉に頷くことができれば、どれだけ楽だろう。

　私だって、輝さんに大切にしてもらっているとは思うけれど、それでもやっぱり、妹のような存在なのかな、と思う。

「虹女の女の子とのこともそうですけど、私、何も知らないんです。私と一緒にいないときの輝さんのことを、全然知らない。今、恋人がいるのかどうかも、そして、どうして私を気遣ってくれるのかも」

「恋人かあ……。まあ、今まで何もなかったとは言わないけど。いいオトナだから、ない方がおかしいし」

　亜実さんは、何かを思い出すように苦笑した。

　きっと、輝さんの過去の恋愛を頭に浮かべているのだろうけれど、もちろん私は何も知らない。私自身が輝さんのことを聞こうとしなかったから当然だけど、輝さんも何も教えてくれようとはしなかったし。

　輝さんと出会ってから、思いがけない展開についていくだけで必死だったせいか、輝さん自身のことに気持ちを向ける余裕もなかった。

　おまけに、輝さんの恋人であろう人の姿をお店で見かけたというのに、どうしても自分から離れることはできなかった。

　ぼんやりと切ない思いを巡らせていると、気持ちを切り替えたような亜実さんの明るい声が響いた。

「いろいろ話してあげたいことはあるけどね、輝くん本人から聞いた方がいいから、もう何も言わない。あーあ、ふみちゃんにはうちに泊まってほしかったけど、輝くんにかっさらわれそうだし、今回は諦める」

「かっさらわれるだなんて、そんなこと……」

「私が今日輝くんにふみちゃんと一緒に帰るって電話したときの彼の第一声は、なんだったと思う？『勝手に史郁を連れて帰るな』だったんだよ。いつからふみちゃんは輝くんのものになったんだろうね。ね？」

　からかうような瞳で私の顔を覗き込む亜実さんにどう答えていいか困っていると、来客を告げるチャイムが鳴った。

「あらら。相当飛ばしてきたみたいだね。ほんと、ふみちゃんのことが気になって仕方がないって感じ」

　立ち上がり、玄関へ向かう亜実さんの背中を見ながら、私の体はどんどん熱くなっていく。亜実さんの言葉を信じるわけではないけれど、私はまるで輝さんの恋人みたいだと、図々しい思いも生まれる。

　そんなこと、ないのに。

　と言い聞かせながらも、やっぱり期待してしまう自分にも気づく。

　でも、輝さんには恋人が。

　ぐるぐると同じ場所を回る不安定な感情に疲れ、ため息をついたとき、玄関から慌ただしい足音が聞こえてきた。振り返ると。

「史郁。……帰ろう」

　輝さんは私の前に立つと同時に、すっと手を差し出した。

「史郁、ほら」

　そう言って手をひらひらさせる輝さんの瞳には、私がそれを拒むなんてあり得ないとでもいうような強い光が浮かんでいて、私は恐々と右手を重ねた。

「私……あの、今日は夕食いらないって、メールを……」

「ああ、あんなメール、無駄だ。史郁がどこにいようが、俺が迎えにいくから。だからこれからは、たとえ夕食を他で食べるにしても何時にどこに迎えにこいって連絡しろ」

「そんなこと、できません……私、これ以上輝さんに甘えるなんてできないし。誠吾兄ちゃんだって、そこまで輝さんにお願いしていないと思うし」

　小さな声で呟く私に一瞬顔をしかめた輝さんは、何かを言おうと口を開いたけれど、横には亜実さんがニヤニヤしながら立っている。

　そのことに気づき、面倒くさそうに天井を仰いだ。

「遠慮せずになんでも言っていいのよー。照れるなんて輝くんらしくないし」

「遠慮はしないけど、亜実さんに聞かれると、すぐに姉貴に言われそうだから、やめておく。それに、史郁が照れて倒れるかもしれないし」

「ふーん。照れて倒れるくらい甘い甘い言葉を言おうとしていたの？」

　亜実さんは大きな声を上げ、輝さんを指差した。

「もう、そんな整った顔で甘い言葉を言われたら、関係ない私も卒倒しちゃいそう。ちょっと……睨まないでよ。はいはい、とっととふみちゃんを連れて帰ってちょうだい」

　呆れたような亜実さんの声に、私は更に照れて俯く。

　輝さんはそんな私を安心させるように、ぎゅっと手を握ってくれた。

　私の心の深い場所を温めてくれるようでくすぐったい。

　今、私の手をぎゅっと握りしめている力と熱を信じてもいいのかもしれないと、気持ちは揺れる。

　輝さんのことが好きだという気持ちに素直になっても大丈夫かも……そう自分に言い聞かせながら、輝さんの手をぎゅっと握り返した。

　ここまで力を込めて握り返すなんて、これまでなかったかもしれない。

　繋いだ手を見つめていると、不思議とこれが自然なことのように思えてくる。

「史郁、かわいい」

　ぽつりと耳元に落とされた輝さんの言葉に、そっと視線を合わせると、優しい瞳が私を射る。

「かわいくなんか……ない」

　赤いに違いない私の頬を、繋いでいない方の手ですりすりと撫でて、輝さんはのどの奥を震わせた。

「かわいいよ」

　そんな、部屋の温度が上昇しそうな甘い言葉に私が何も言えずにいると。

「やだ、ここは私の家なんだからね。輝くんの店でも家でも好きなところに行って思う存分いちゃついてよね」

　ほらほら、とばかりに手を振る亜実さんは、「あー、やってらんない」とぶつぶつ言いながら、ふと思い出したように私に向き直った。

「ほらね、輝くんはふみちゃんのことが大好きだから、虹女の女の子のことなんて気にしないで、どーんと甘えておきなさい」

「え……虹女の女の子って……？」

　亜実さんの言葉に反応した輝さんは、小さな声でそう呟くと、視線を私に向けた。

「史郁、虹女って……」

「え、あの……」

　私の顔を覗き込む輝さんの視線の強さに気圧されて、思わず口ごもる。

　触れられたくないことに触れてしまったのかと、後悔してもあとの祭り。輝さんは私からの答えを聞くまでは引き下がらないとでもいうように目を細め私の言葉を待っている。

「気にしていたって、どういうことだ？」

　部屋に低い声が響き、亜実さんが、慌てたように声をあげる。

「ちょっと輝くん、私が虹女の女の子のこと、つい口を滑らせちゃったのよ。塾を辞めたことをつい、ね」

「塾のことを、つい？」

「そ、そんな怖い顔しないでよ。ごめんごめん。ふみちゃんが虹女って言葉に反応したから輝くんから聞いていると思ってつい」

　亜実さんは申し訳なさそうにそう言って、何度も頭を下げた。

「ふみちゃんもごめんね。ショッキングなことを聞かされてびっくりしたでしょ。それに輝くんから聞きたかったよね」

「あ……いえ。えっと……」

　亜実さんの言葉にどう答えていいのかわからなくて、私はちらりと輝さんを見た。

　私が『虹女』という言葉に反応したのは、輝さんが真奈香ちゃんと一緒にいる姿を見かけたせいで、輝さんが以前働いていた塾での事件を聞いたからではない。

　もちろん、そのことにショックを受けなかったといえば嘘になる。

　女子高生に安易に手を出して塾を辞めさせられたのならそれは大問題だけど、輝さんがそんなことをしたなんて信じられない。

「輝さんは生徒に手を出すなんてこと……しない」

　思わず口を突いて出た言葉は私の本心。

　願望ではなく、確信。

　気持ちが読めない、無表情の輝さんを見つめながら、私は呟いた。

「私は輝さんのことを信じてます」

　輝さんの視線に自分の視線をしっかりと絡ませて呟いた私に、輝さんはほんの少しだけ表情を緩めた。重苦しい様子に変わりはないけれど、口元がぴくり、上がった気がした。

「もしも輝さんが塾の生徒の女の子を好きになったなら……きっと待つと思う。彼女が高校を卒業して塾も辞めて……笑顔で寄り添えるときがくるまで待つと思う」

　輝さんと出会ってから、それほど長い時間を一緒に過ごしたわけではないし、輝さんの全てを知ったわけじゃない。お互いの気持ちを赤裸々に話したことだってないけれど、それでもわかるのは輝さんの中にある芯のようなものだ。

　大切だと感じるものに対しては、自分の欲や感情を抑えて守ってくれる。飄々とした見せかけでごまかすように、守っていることすら感じさせない優しさ。短い間だとはいえ、私が輝さんと一緒にいた密な時間を振り返れば、簡単に理解できる。

「輝さんは、噂になった女の子とは何もないと思う」

　言葉にしながら、私は自分が本気でそう思っていると気づき、それを確認するように頷いた。

　私に気を配り心を砕いてくれる輝さんを近くで見てきた自分の直感を、信じられる。

　そして、輝さんの瞳に浮かぶ不安は、過去の自分を悔やむものではなくて、私がどんな反応をみせるのかを推し量っていることによるものだとわかる。

　いつも落ち着いている輝さんが、不安をぐっと堪える様子は素敵すぎて見応えもあるけれど。切なげに瞬きを繰り返す輝さんがかわいそうにも思える。

「えっと、輝さんが塾の講師をしていたことは知っていて……」

「いいよ。史郁が言ってくれた言葉だけで、いい。それに、俺は女子高生に手を出すほど女に困っていたわけじゃないから」

　自分の気持ちを伝えたくて話し始めた私の言葉にかぶせるように、輝さんの声が響いた。

　輝さんの瞳には、さっきまで浮かんでいた不安や寂しさの欠片すら見えなくて、くつくつと笑ういつもと同じ声。首を微かに傾げにやりと笑ったかと思うと、すっと私の腕を掴んで抱き寄せる。

「ひ、輝さん」

　ぽふっと勢いよく輝さんの胸に飛び込んだ私は、一体何が起こったのかわからなくて両手を下げたままの姿勢で抱きしめられた。

　背中に回された輝さんの腕と、首筋に落とされた吐息に呆然としながら、どうにか視線を上げた。

「輝さん……？」

　ぎゅっと抱きしめられているせいで、呟いた声はかすれていた。

「あ、あの、輝さん、苦しい……かも」

「しばらく我慢しろ」

　私の耳元に落とされた甘い声に、とくん、と鼓動が跳ねる。

「で、でも……」

「史郁が悪い。俺の気持ちを煽るな」

「あ、煽るって言われてもそんなつもりはないし、それに……」

「うるさい。しばらくこうしてろ」

　輝さんは、私をその胸に抱きしめ、自分の気持ちを落ち着けるように大きく息を吐き出す。

　どうしよう、と目で訴える私に、亜実さんは苦笑しながらも面白そうに肩を揺らしている。

「亜実さん……」

「ふふっ。本当、仕方がないわね。よっぽどふみちゃんのことが大切なのね」

　亜実さんは、私の肩に顔を埋めたままの輝さんを覗き込み、からかうように声をかけた。

「だから言ったでしょ。いちゃつくならふたりきりになってからにしてって。それに、輝くんはともかく、ふみちゃんは抱きしめられていっぱいいっぱいみたいよ」

　私は輝さんの腕の中で身動きひとつとれない。

「輝さん……」

　ほんの少し緩んだ腕の隙間に顔を寄せて、何度か浅い呼吸を繰り返した。

「ほら、ふみちゃん息もできなかったじゃない。輝くんがふみちゃんのかわいらしさにやられるのはわかるけど、もう少し手加減してゆっくり攻めなきゃ逃げられちゃうわよ」

　亜実さんの呆れた声を聞きながら、私は再び視線を輝さんに向ける。

　目の前数センチのところにある輝さんの口元に気づき体を離そうともがいたけれど、輝さんの動きの方が早かった。私の背中に回された輝さんの手にぐっと力が入る。

「逃がすわけないだろ」

　輝さんは低い声で呟くと、私の頬をさらりと撫でて。

「亜実さんの希望通り、史郁とふたりきりになれるところに行くから」

　そう言うが早いか、輝さんは私を抱いていた手をそのまま肩へと回す。

「じゃ、行くぞ」

「ちょ、ちょっと、輝さん、どこに……」

　肩を抱かれた私は、輝さんに引きずられるように亜実さんの家を出て、そのまま強引に輝さんの車に乗せられた。










ずっと見ていたんだ




　その後、私のカバンを持って追いかけてきた亜実さんを残し、輝さんは無言で車を出した。

「あ、あの、輝さん、お店に行くのなら、方向が違うような気がするんですけど」

　大通りを走る輝さんの車は、『マカロン』とは反対の方向に向かっている。

　無言でハンドルを握る輝さんは、どこに向かっているのかも何も教えてくれない。

　私は輝さんが口を開いてくれることを諦め、助手席に体を預けた。

　すっと足を伸ばすと、普段よりも足元が窮屈に感じた。十分とは言えないまでも、適度にあった足元の空間が今日は狭く感じて体を起こすと、助手席の位置がいつもよりも少し前に寄せられている。

　はっと脳裏に浮かんだのは真奈香ちゃんの顔。

「あ、そっか……」

　私よりも小柄な真奈香ちゃんが、助手席の位置を変えたんだ。

　助手席に座り、オレンジ色のヘッドカバーに頭を寄せた真奈香ちゃんの姿がよみがえり私の心を揺さぶった。

「そっか……」

　思いがけず落ち込む気持ちをそらすように、この助手席は私専用というわけではないのだからと繰り返す。

　輝さんが私以外の誰かをこの車に乗せたとしても、私に口を挟む権利はない。

「そう……権利なんて、ないんだ」

　私は俯き、口の中でぼそぼそと呟いた。

「史郁……？」

「あ、なんでもないです」

　落ち込む私に気づいたのか、輝さんが小さく問いかける。

「権利って、どういう意味だ？」

　決して機嫌がいいとは思えない低い声に、私の心は更に沈んでいく。

　真奈香ちゃんが座っただろう助手席にいるだけでも居心地が悪いのに、輝さんの視線が私をどんどん落ち込ませていく。

「何か嫌なことでもあったのか？　ずっと俯いているだろ？」

「あ、別に大したことじゃなくて……」

「大したことかどうかは俺が決める。それに、史郁が何かに悩んでいるならそれだけで、俺にとっては大したことだ」

「は……あ、あの」

「虹女か？」

　探るような輝さんの声に視線を上げると、心配そうな表情で運転している横顔があった。

　流れる街灯の光が顔を照らして、輝さんの表情は明るくなったり影が差したり。そのせいか、輝さんが何を考えているのかよくわからない。

　そんな状況だというのに、助手席の位置がいつもと違うせいか、普段見る横顔とは微妙に変わっていて。

　整っている顔を、正面に近い角度から眺めることができると気づき嬉しくなる。

　初恋だってとっくに済ませているし、恋人同士が交わす恋愛のあれこれだって、深いところまで経験しているのに。どうしてこんな些細なことにまで私の心は反応するのだろうかと、不思議に思う。

　輝さんが、好き。

　改めてそう思いながらも、いつもとは違う助手席の位置が意味することを意識して、気持ちは上がりきらない。真奈香ちゃんの存在が、どうしても私を落ち込ませる。

　私の沈黙を肯定と受け取ったのか、輝さんは私を気遣うように続けた。

「史郁が悩んでいたら、俺はそれに気づく。それをどうにかしてやりたいと思う。今だって、運転していなかったら抱きしめて頭を撫でてやる」

「あ、あの。悩んでいるなんてひと言も言ってないし」

「もちろん、言われなくても気づくさ。俺はずっと史郁を見てきたんだ。もちろん史郁は気づいてなかったし、俺も今すぐ史郁をどうこうしようなんて思ってなかったけど」

「輝さん？　それって、なんのこと……？」

「俺が史郁に気づかないわけがないってことだ。どんなに遠くにいても、視界の片隅にでも見えれば、すぐにそれは史郁だとわかるんだ」

「そ、そんなこと……」

　何のためらいもなく話す輝さんに、私ひとりが慌てている。

　輝さんの口から何度も落とされる甘い言葉に、私の顔は緩みきって赤いに違いない。

　暗い車内のおかげで、そんな私の顔を見られずに済むことに感謝しながら、私は気持ちを鎮めようと何度か深呼吸をした。

　その後しばらくして車が停まったのは、周囲を竹塀に囲まれた一軒家の前だった。

　輝さんに促されるまま車から降りて、趣のある和風の家屋を見上げると、誰もいないのか家からは小さな光すら漏れていない。

　ここは世間でいう高級住宅街で、閑静な街並みに建つ家はどれも大きく、敷地も広い。

「あの、ここって……」

　私の横に並んで立った輝さんに小さな声でそう呟くと、輝さんは私の肩をそっと抱き寄せた。

　その仕草があまりにも自然で、私は逆らうこともせず、自分からも輝さんに体を寄せた。

　輝さんから与えられる体温にほっとして離れられない。

「今日、虹女の近くで真奈香ちゃんを車に乗せているのを見ていただろ？」

「あ……どうしてそれを」

「どんなに遠くにいても、視界の片隅にでも見えたなら、すぐにそれは史郁だとわかるってさっきも言っただろ。真奈香ちゃんを乗せたあと、バックミラーの端に史郁の姿が映っていたんだ。呆然と立っている史郁が、な」

　私の反応を窺うように顔を寄せると、輝さんは私の額に額を合わせた。

　あっという間の密な距離感に、私はただそれを受け入れることしかできない。

　それに、輝さんが私に気づいていたことにも驚いた。

　あのときの私は、輝さんが車の助手席に真奈香ちゃんを乗せたことにショックを受けて相当落ち込んでいた。とてもじゃないけど、好きな人に見せられるような顔ではなかったはずだ。

「う……嘘、じゃないんですよね」

「ああ。俺が史郁を見間違えるわけがない。何年もずっと見守ってきたんだからな」

「やだ、きっとおかしな顔していたのに、見られていたなんて恥ずかしすぎる……え、な、何年も？」

　何年もずっと、って一体どういう意味なのだろうか。

　輝さんと出会ってからそれほど時間は経っていないし、もちろん『何年も』なんていう表現はしっくりこない。

「輝さん……？」

　私を腕に抱いたまま、輝さんは困ったように小さく笑った。

「まだ言うつもりじゃなかったんだけどな。ま、仕方ないか」

「まだって、どういう意味ですか？　私のこと……何年もって」

「まあ、そのままの意味だ。俺は、何年も史郁のことを見ていた。そんなことを言うとストーカーの危ない男のようだけど」

「あ、危ない男って……でもその通りかもしれない、あ、ち、違います」

「いいよ。史郁を強引に振り回している自覚はちゃんとあるし、たまに落ち込んでもいたし」

　くすり、肩をすくめて笑った輝さんは、私の顔を覗き込みながらその指先で私の頬をゆっくりと撫でる。触れるか触れないか、優しく動く輝さんの温かさに逆らうこともなく、私は輝さんの瞳を見つめ返した。

　輝さんの瞳が私をじっと見つめ、そして。

「史郁のことを、この目でずっと見てきたんだ。史郁が高校時代、骨折して入院したときも、そっと見舞いに行って誠吾先輩に花を預けたし、大学の合格発表は誠吾先輩から受験番号を聞いていたから自分の目で確認に行った。そして、入社式の日の朝、緊張で貧血を起こして会社の前で倒れたことも、誠吾先輩から聞いた」

「う、嘘……」

「嘘じゃない、全て本当のことだ。俺は、誠吾先輩が大学に史郁を連れてきたときからずっと、見ていたんだ。まあ、声をかけたりするつもりはなかったけどな」

「誠吾兄ちゃんの大学に行ったのって、私がまだ小学生の頃ですよね」

「ああ。誠吾先輩が史郁のことを『俺の大切なオンナ』って自慢げに言っていたよな。あのとき、誠吾先輩の近くに俺もいたんだ。誠吾先輩にしがみついて、俺らを恐々と見上げていた史郁がこんなにいい女になったんだもんな。本当、あっという間だった」

　過去を思い返すようにゆっくりと呟く輝さんの腕の中、私の脳内は混乱を極め、何ひとつ言葉にできない。

　真奈香ちゃんが輝さんの車の助手席に座っている場面を私が見ていたことも気づいていたなんて、思いもしなかったし。

　そして、私のことを長い間見ていたと優しい声音で話されて。

「何がなんだか、わからない」

　か細い声で、それだけを口にした。

　輝さんと出会って以来、私が輝さんのことを知るスピード以上の速さで輝さんは私を混乱させ振り回してきた。

　輝さんがどうして私に食事の用意をしてくれるのか、会社への送迎をしてくれるのか。わからないまま、私は輝さんの思うがままに動かされ、戸惑っていた。

　けれど、その理由をちゃんと聞かずにいたのは、私が弱くずるかったせいかもしれない。

　私に優しくしてくれる理由がなんであれ、輝さんが私のことを気にかけてくれるのならば、その気持ちに戸惑いながらも一緒にいたいと思っていたから。

　輝さんにどんな思いがあって私を抱きしめてくれるのかもわからないけれど、私はその温かさを手放したくなくて、何も聞かずに……ううん、聞けない振りをして側にいたんだ。

　輝さんに、大切な女性がいるかもしれないとわかっていても、輝さんから離れられなかった。

　これ以上、自分の気持ちをコントロールするなんてできない。

　優しくされる度、抱きしめられる度、おいしいご飯を作ってくれる度。

　輝さんへの思いは強くなっていた。

「これ以上は、無理だよ」

　ただ輝さんの側にいられるだけでいいなんて、そんなの、もう無理だ。

「私、輝さんのことがわからない。どうして私の側にいてくれるのかも、どうしてずっと見ていてくれたのかもわからないけど。これ以上好きになったら、もう、無理。離れられなくなる」

　輝さんの目を見ることも、俯くこともできず、目の前にある輝さんの胸元に額を押し当てながら呟いた。途切れ途切れ、おまけに小さすぎる声が輝さんに届いたのかどうかわからないけれど、今の私にはこれが限界。

　今まで抱え込んでいた感情が次々とあふれ、こぼれ落ちるように言葉となった。

「輝さんが、好き、なのに……」

　告白に違いない言葉を呟く私の気持ちはもう、いっぱいいっぱいだ。

　好きだと告げた自分の言葉はまるで他人の言葉のようにも聞こえた。

　そして、額を輝さんの胸に押し当てたまま、そっとその背中に両手を回し抱きしめた。

「輝さん、好き」

　目を閉じて、再びそう呟いた途端、輝さんの口からは低い声が漏れ、その体が震えた。

　上から覆いかぶさるように私を抱きしめる輝さんの力はかなり強く、押し潰されるような圧迫感に、私は息を止めた。

「誠吾先輩と一緒に史郁を見守るだけのつもりが、亜実さんから見合いの話がきて、それだけじゃ我慢できなくなった」

「ひ、輝さん……」

「俺が誠吾先輩の後輩だと知らない亜実さんが、俺の好みに違いないって言って史郁の写真を見せたときには驚いて声も出なかった。誠吾先輩の姪っ子のかわいい女の子が、あまりにも綺麗な女に成長してる。もう、史郁を手に入れたくて仕方がなかったんだ。俺が見合いを断ったら他の男と見合いさせるなんて言われてむかついて。で、史郁を俺の手の中に収めると決めて強引に進めてきた……やっぱり俺って危ない男だな」

「ひ、輝さん……くるし……い」

　あまりにも強く抱きしめられて、私は息苦しくてたまらない。

　どうにか声を出して、輝さんの背中を弱々しい力で叩いた。

「あ、大丈夫か？　力の加減ができなかったな。好きな女に好きなんて言われて、年甲斐もなく……悪い」

　輝さんは焦った声をあげながら、腕の力を緩めてくれた。

「だ、大丈夫です」

「どこか、痛くないか？」

「はい。ちょっと息苦しかっただけで、平気です」

　そう言いながら、私は何度か大きく息をして、呼吸を整えた。

　その間も、輝さんの腕が私を解放することはなく、緩められたとはいえ、その腕に包まれたままだ。

　そっと視線を上げると、憂いを帯びた瞳が私を見つめていた。そしてそこには、どこか不安げな私の姿があった。

　好きな人に抱きしめられ、嬉しくてどうしようもない反面、それを信じられなくて。

　揺れる思いがそこに映っていた。







第四章










俺が守るから




　視線を絡ませ合ったまま動けずにいると、次第に輝さんの瞳に力がこもっていった。

「俺のことが好きって、本当だろうな？」

「え？」

「訂正や取り消しは受け付けないし、他の男にその言葉を言うのも認めない。一生だ」

「一生……」

「誠吾先輩が史郁を紹介してくれたときからずっと、確かにかわいいとは思っていたけど。今まで俺に何もなかったとは言わないし、恋人という存在もいた。そのことを隠すつもりもないし、俺は以前の恋人をちゃんと大切にしてきた。だけど、今は史郁しかいないから」

　強い気持ちがこめられた声と、揺れる目の奥に見える隠し切れない不安。

「一生、俺が史郁を守るから。側にいろ」

　言葉は一方的で高圧的だけど。

「誠吾先輩が史郁を守ってきたように、俺もずっと史郁を守るから」

　私を掬い上げてくれるような繊細な思いが伝わってくる。

　私を守ると何度も口にしては、その言葉に根拠があるように何かに頷き私を見つめる。

　これまで何度も聞かされた、『守る』って一体どういうことなのだろう。

　輝さんは、誠吾兄ちゃんも、私を守ってきたと言っていた。

「輝さん……私を守るって、どういう意味ですか」

　ぽつりと口にした私の言葉に、輝さんは苦しげに口元を結んだ。

　どう答えようか迷っているのが簡単にわかる表情を見せられて、輝さんが聞かれたくないことを、私は無神経に踏み込んで聞いてしまったのだろうかと不安になる。

　すると、そんな私の心細い感情に気づいたのか、輝さんは笑顔を見せ、優しく答えてくれた。

「史郁を守るって、言葉通りの意味だ。……その意味を教えたくて、今日ここに連れてきた」

「ここって、何か私に関係があるんですか？」

「ああ。この家は、史郁が気にしている女子高生、真奈香ちゃんの家なんだ」

「え？」

　私の体は輝さんにくるりと反対側に向けられ、目の前には大きな家が現れた。

　背中から回された輝さんの両手が私の胸の下あたりで結ばれ、輝さんの顔が、私の首筋に埋められた。

　背中に感じる輝さんの体温に眩暈を覚える。耳元を刺激する輝さんの吐息がとどめとなって、今にも足元から崩れそうだ。

　好きな人に『好き』と告白したばかり、そしてその相手からこうして抱きしめられて、平然としていられるわけがない。

　そんな私を見抜いているのか、輝さんは私の体をぐっと抱きしめ、小さな声で囁いた。

「何があっても、史郁には俺がいる。ちゃんと守ってやるから、大丈夫だ」

「え……？」

　私の反応を探るような声に、何か悪いことでも起こるのではないかと感じて振り返った。途端、目の前にある輝さんの瞳に気づいて慌てて顔を元に戻すけれど、私の口元を追いかけるように輝さんが私に顔を寄せて、そして。

「俺も、史郁のことが、好きだよ」

　かすれた声で呟くと同時に、私の反応を窺うこともなく唇が重ねられた。

「ん……っ輝……さん」

　ただ掠めるだけのふれあい。夜の闇にまぎれて通りすぎるだけの甘い時間は、あっという間。

　夢か現か曖昧だけれど、私はそれを待っていたと実感するには十分なものだった。

　輝さんにキスをされて、驚く気持ち以上の嬉しさが胸にあふれてくる。

「好きだ。もう、見守るだけでいいなんて格好つけるのはやめる。史郁を誰にも渡さないし誰からも傷つけられないように側にいる」

「あ、あの……わ、私も、輝さんのこと、す、好きで……あの」

「ああ。わかってる。史郁の気持ちは顔に出ていたから、そうだとは思っていたけど。ちゃんと言葉にされるって、嬉しいもんだな。これから何度でも言っていいぞ？」

　輝さんは、満足げに私の顔を覗き込み、目を細めて笑った。

　好きな人から『好き』と言ってもらえることは、こんなに幸せなことなんだ。

　両親からでさえ、『好き』と言ってもらったことも愛情を向けられたこともない私には、欲しくて欲しくてたまらなかった言葉。

　じいちゃんとばあちゃん、誠吾兄ちゃんからたくさんの愛情を注がれたとはいっても、両親に捨てられた子供が受けた傷は生涯癒えることはない。けれど、輝さんから愛情を与えられた私は、その傷を抱えたままでも笑っていられるような気がした。

「輝さんが、大好き」

　何度でも言っていいと言われて、するりと自然にこぼれた言葉。

　すると、輝さんは私の耳元にくすりと笑い、声を落とした。

「もう、誠吾先輩の『俺のオンナ』じゃないな。史郁は俺ひとりの女って言うと、誠吾先輩は泣くんだろうな……まあ、一発殴られるくらい、覚悟して……」

「輝先生？」

　そのとき、輝さんが私に囁く甘い言葉にかぶさるように、小さな声が響いた。










冷たい再会




　その瞬間、輝さんの体が強張り、私は更に強く抱きしめられた。

「史郁が不安になることはないから」

「……輝さん？」

　輝さんの様子が気になりながらも、人の気配を感じ視線を向けると、ほの暗い道を照らす街灯の光の中から少しずつその姿が見えてきた。その人影はひとつではなく、三つだと気づく。

「輝先生……こんばんは。遅くなってすみません」

　私たちを窺うような声が聞こえたかと思うと、その人影が足早に私と輝さんに近づいてきた。

「……真奈香ちゃん？」

　はっきり見えたその姿は、真奈香ちゃんだった。

　その背後から同様に近づいてくるふたつの影。

　目を凝らしてじっと見ると、見覚えのある女性がそこにいた。

　私たちに駆け寄る真奈香ちゃんを気遣うように目を細め、思わず上がった右手は真奈香ちゃんを止めようと無意識に動く。その女性が真奈香ちゃんを心配しているのがひと目でわかる。

　私にそんな視線を向けてくれたことなんて、一度もなかったのに。

　私が鏡に向かう度に目にする瞳とよく似たその形。けれど、その瞳が私を愛しく見つめることはなく、憎しみにも似た冷たい感情しか与えられたことはなかった。

　小さな頃、その瞳に優しさと愛情が浮かんでいないかと神経質に覗き込んでいた自分を思い出し、胸が痛くなる。

　自分の存在を否定され、生きていることでさえ罪だとはっきりと言葉にして投げつけられた記憶が私の体を包み、血の気が引くのを感じた。

「史郁、大丈夫だ。俺が守るって言ってるだろ？」

　私の耳元に唇を這わせながら、励ますような手の動きで私の体を撫でてくれる。

「俺が史郁を守るから、大丈夫だ。もう二度と、こんな傷を作らせるようなことはさせないから。今日で終わりだ」

　私の耳の傷跡を何度も甘がみする輝さんの唇に、私の気持ちはとくとくと跳ね、目の前にいる真奈香ちゃんをまともに見ることができない。

「輝先生……史郁さん、困ってますよ」

「いいんだよ。……傷つけるより、困らせる方がいい」

　真奈香ちゃんと言葉を交わしながらも私の耳元をくすぐる吐息が離れることはない。

　輝さんは真奈香ちゃんに向けて言葉を続けた。

「お誕生日のお祝いは、楽しかったのか？」

「あ……はい。ママ……母が……予約してくれたお店で食事を」

「そうか。良かったな」

「ありがとうございます。それに、私のお願いを聞いてくれて……史郁さんを連れてきてくださって、ありがとうございます」

「いや、断るつもりで今日学校に会いにいったけど、俺が会わせなかったらお母さんを連れて直接史郁に会いにいきそうだったからな。それは史郁にとっては酷だ。だけど、今日で最後にしてくれよ」

「はい……。わかってます」

　真奈香ちゃんは、申し訳なさそうに俯いた。

　今日は真奈香ちゃんのお誕生日で、家族でお祝いをしていたらしい。お母さんが予約したお店でおいしいものを食べながら、楽しい時間を過ごしていたのだろう。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、いつの間にか真奈香ちゃんの背後にお父さんらしい人とお母さん……らしい人が立っていた。

　真奈香ちゃんに何かあれば自分が守るとでもいうように、私たちを厳しい瞳で見ている立ち姿はたくましく、母親の愛情が強く感じられる。

　ああ、この人は、こんな表情もできるんだ。

　いつも父さんと言い争い、般若のような恐ろしい顔で私を睨みつけていた彼女とはまるで別人だけれど。

　右目の目じり横にある小さなほくろ、そしてふっくらとした厚めの唇。何より、私に似ていると誰もが思うに違いない容姿が証明するもの。

　それは。

『母さん』

　口に出して呼ぶことは拒まれるに違いないと思い、心の中だけでそう呟いた。

　幼い頃、何度呼んでも振り返ってはくれなかった人。

　私を『いらない子』とはっきり言って、抱きしめることも、気遣うこともしなかった人。

「ふ……ふふっ……」

　思わず漏れた笑い声。

　本当に私の声なのだろうか。

　真奈香ちゃんを愛しているとひと目でわかる姿を見せつけられ、そして、私には微かな優しさも温かさも見せない彼女から目をそらし、私は輝さんの胸に顔を埋めた。

　両親に愛されなかったのは、私に何か欠陥があったからではないかと、そして嫌われる原因は私がだめな子だからに違いないと怯えていた日々がよみがえった。

「史郁」

　優しく私を抱きしめながらそう言ってくれる輝さんの体に腕を回して、すがるようにしがみついた。

　今の私の味方は輝さんだけで、頼れる人も、輝さんだけだ。

　絶対に離れたくない。

　輝さんはそんな私を受け入れると、小さく体を揺らして「大丈夫だ」と言ってくれる。

「ごめんな、突然のことで驚いたよな。俺だって、史郁が驚くのは覚悟していたんだ」

　輝さんは私の気持ちを軽くするように、ぽんぽんと背中を叩いてくれる。

「展示場の近くで真奈香ちゃんが史郁を見かけて、連絡先を押し付けた日があっただろ。あのあと俺から連絡をして、史郁に近づくなって言ったんだけどな。結局、一度だけ会わせる約束をさせられて……。突然、ごめんな」

　私を気遣いながら呟くと、輝さんは何度も私の背中を撫でてくれる。

　真奈香ちゃんと会った日、そうか、あの日、輝さんは真奈香ちゃんに連絡をしたんだ。

「輝さん……私……」

　どう答えていいかわからないまま、背後にいる真奈香ちゃんを振り返る。

　すると、真奈香ちゃんは苦しそうな声で呟いた。

「以前、ママの弟だという……誠吾さんが、遺産のことで来られて。そのときに史郁さんの写真を見せてもらったんです。ママにそっくりで、びっくりして……そして、私が史郁さんからママを奪ったことにも気づいて」

　真奈香ちゃんの後ろに立つ母さんをそっと見ると、そこにあるのは。

　私の耳に傷跡だけを残して立ち去った、冷たい横顔だった。

　やはりそこに、私への愛情は見つけられない。

　それどころか、実の娘ではない女の子の傍らで、実の娘である私を敵とみなすように立っている。

「もう……いや……」

　私は輝さんの胸に、更に顔を押し付ける。

「史郁、お前の母親は、再婚相手の娘である真奈香ちゃんと三人でこの家で暮らしているんだ」

　私は輝さんの胸に顔を埋めたまま小さく頷いた。

　その瞬間、輝さんが私を励ますように背中をすっと撫でる。

「聞きたくないとは思うけど。この人は、自分が好きな男と一緒に生きるために史郁を捨てたんだ」

　私の気持ちを気遣いながら、あえて感情がこもらない口調で話す輝さんに、再び私は頷く。

「子供がいる人と再婚したのは知っていました。昔……じいちゃんとばあちゃんが話していたのをこっそり聞いたから」

「そうか。だったら、史郁が以前住んでいた家が売られた理由は知っているか？」

「家が売られた理由？　それは……」

　輝さんの口から突然出た言葉に戸惑い、ゆっくりと顔を上げた。

「誠吾兄ちゃんは、自分は転勤が多いし、私も将来結婚したらどこで暮らすことになるのかわからないから売ったって言っていたけど、違うの？」

　誠吾兄ちゃんは確かにそう言って、「将来、扱いに困るものは早めに処分しておいた方がいいんだよ」と笑っていたけれど、それは違うのだろうか。

　私の答えに不機嫌な表情を見せた輝さんは、ちらりと視線を動かし真奈香ちゃんたち三人を睨んだ。

　普段私に見せる、優しく温かいものとはまったく違う、冷たい視線に驚いた。

　その視線をたどり、恐る恐る母さんを見る。

　すると、醒めた目で私を見ている母さんの視線に囚われ、寒気を覚えた。

「輝さん……」

　私の体は小刻みに震えだした。

「史郁のお母さん……いや、今は真奈香ちゃんのママだな。彼女が誠吾先輩に言ってあの家を売らせたんだ」

「売らせた？」

「そう。再婚相手……今ここにいる真奈香ちゃんのお父さんが経営する会社の業績が落ち込んで、借金を作ったんだ。その返済のためにおじいさんとおばあさんが大切にしていた家を売って、遺産を分けてほしいと、誠吾先輩に泣きついた」

「嘘だ……そんなこと、聞いてない」

「ああ。当時そのことで悩んでいた誠吾先輩に俺のいとこの弁護士を紹介したから俺は知ってるけど、史郁が悲しまないように、誠吾先輩は黙っていたんだ。史郁があの家や、庭の桜の木を愛していることを知っていたから」

「桜……」

　じいちゃんとばあちゃんが結婚したときに、植えられたという桜の木。

　毎年春になると綺麗に咲き、私にその花びらを舞い散らせ幸せな気持ちにしてくれた大切な木。

「もう、あの木もないんだよね」

　ぽつりと呟いた私の声は、思った以上に震えていた。

「史郁のお母さんは、史郁だけでなく、おじいさんやおばあさん、そして誠吾先輩が大切にしていた思い出さえも捨てて自分の幸せだけを追い求めたんだ」

　まるで憎んでいるかのように低い声でそう呟いた輝さんは、ぐっと目を細めると。

「あんたは史郁の耳に傷跡を残しただけじゃない。みんなが大切にしていた思い出や幸せも、粉々に壊したんだ」

　静かな住宅地に輝さんの声が響き、母さんは怒りを見せる。

「あなたには関係のないことでしょ？　その子をここに連れてきたのなら、もう用はないから帰ってよ」

　その大きな声に、真奈香ちゃんが慌てて声をかけた。

「家に入ったほうがいいよ。ここじゃ近所迷惑だし、聞かれていい話でもないから」

「あ……そうだな。家で話そうか。せっかく史郁さんが来てくれたんだし、ゆっくりと話そう」

「え、家？」

　それまで様子を窺っていた真奈香ちゃんのお父さんはそう言ったけれど、どうして真奈香ちゃんの家に私が入らなければいけないのだろう。

「ごめんな。いい加減、ケリをつけないといけないんだ。俺も側にいるから、真奈香ちゃんの話を聞いてやってくれないか？」

　輝さんの言葉の意味がよくわからない。

　真奈香ちゃんの話って一体どういうことだろう。

　ふと見ると、私以上に不安げな真奈香ちゃんが私を見つめていた。

「ごめんなさい。史郁さんと話をしたくて、輝先生にお願いしてここに連れてきてもらったんです。輝先生は、自分も同席していいのなら連れてくるって言って……」

「私と話って、それに、輝先生って一体」

「あ……輝先生は、以前通っていた塾の先生なんです。……えっと、それで……今日は私の自己満足のためだと言われても仕方がないんですけど、史郁さんに謝りたくて」

「あ、謝る？」

「はい。ママが史郁さんではなく私を選んだこと……それに、パパの会社のために史郁さんの大切な物を奪ってしまって……ごめんなさい」

　真奈香ちゃんは私の側に立つと、深々と頭を下げた。

「えっと、謝られてもよくわからないけど」

「本当なら、ママは私ではなく史郁さんを大切にしなきゃいけなかったのに、パパがママを諦めなかったから」

「あ、真奈香ちゃん、頭を上げて。私にはよくわからないし……ママって、母さんのことだよね。それって……」

　私は、肩を震わせ頭を下げる真奈香ちゃんに近づこうと、輝さんの腕から抜け出した。

　真奈香ちゃんの言葉を完全に理解したわけではないけれど、彼女が傷ついていることだけは、よくわかる。謝罪と後悔、そして後ろめたさを滲ませた声に、胸が痛む。

　そして、私が真奈香ちゃんの前に膝を折り、彼女の顔を覗き込みながらそっと手を伸ばした途端。

「真奈香ちゃんに触らないで」

　鋭い声が響いた。

　はっと視線を上げると、母さんが真奈香ちゃんに駆け寄り、彼女の体を自分に引き寄せ抱きしめた。

　あっという間の出来事に私は伸ばした手を下げることもできず、ふたりの様子を呆然と見つめる。

「あなたのせいで、真奈香ちゃんは苦しんでいるのよ。あなたがいなければ、私もパパも、真奈香ちゃんも何も悩まずに暮らしていけるのに」

「ママッ。どうしてそんなことを言うの。史郁さんは何も悪くないでしょ」

「真奈香ちゃんはこの子の味方なの？　私がパパと結婚できなかったのは、この子を妊娠してしまったからなのよ。それに、私を父さんと母さんから引き離したのはこの子なんだから」

「ママ、いい加減にしてよ。史郁さんは、ママの子供でしょ？」

「あなたを妊娠しちゃったから、私はパパと結婚できなくて……好きでもない、一度寝ただけのあなたの父親と結婚しなくちゃならなかったのよ」

「ママ、もうやめて」

　母さんの腕の中でもがきながら、真奈香ちゃんは甲高い声をあげた。

「ママがパパと結婚できなかったのは、パパと喧嘩してやけになって他の男の人にすがったからでしょ。そして、史郁さんを妊娠して、結婚して。ママが史郁さんを責める理由なんてないじゃない。ママ、おかしいよ」

　はあはあと荒い息を吐き、頬に涙を流している真奈香ちゃんの言葉。

　そのことは、誠吾兄ちゃんから既に聞いていた。

　母さんが私を妊娠したせいで、当時好きでもなかった私の父さんと結婚しなくてはならなくなったということ、とっくに知っていたけれど。

「……知っていたけど、改めて念押しされると、苦しい」

　心に留めておくつもりだった気持ちが思わず口からこぼれ、その言葉通り、私は体中で苦しみを感じた。

「史郁」

　俯く私の背後から輝さんの手が伸びて、ぐっと抱きしめられた。

　そして、私の肩に頭を乗せ、「俺も、苦しい」と震える声で呟いた。

「輝さん……」

「こんなバカな女から、史郁のようないい女が生まれたなんて奇跡だな。よっぽどおじいさんとおばあさんの育て方が良かったんだろうな」

　私の耳元にそう呟く輝さんに、どう答えていいのか。

　目の前には鬼のように厳しい顔で私を睨む母さん。そして背後には、甘い言葉を囁き抱きしめてくれる輝さん。

　あまりにも予想外の展開が続いて、感情がそれに追いつかない。

　何度か大きく呼吸を繰り返し、気持ちを落ち着けようとしていると。

「結局、あんたは周りの人に頼ってすがって甘えて、そして媚こびて。そうやって生きていくのがお似合いよ。自分が幸せならそれでいいのよね。あんたの父親も、そうだった。パパと喧嘩して気弱になっている私を無理矢理抱いて満足して。そのくせ私が妊娠したら、その事実に怯えてどうしようもなくて。いざ結婚してもそれを受け入れられなくて、他に女を作って出ていった……痛いっ。え……パパ」

「いい加減にしろ。お前が史郁さんを責める理由なんてない」

「パパ……」

　母さんの頬を叩いた真奈香ちゃんのお父さんは、低い声で怒りを隠さず呟いた。

「あの頃、俺がお前を不安にさせてしまって、責任も感じているが、それが史郁さんを責めたり憎む理由にはならない」

　鋭い言葉に母さんは茫然となり、叩かれた頬にてのひらを当てながら目を潤ませる。

「真奈香の本当の母親になろうとして自分を追いつめるな。真奈香に嫌われたくなくて、自分が史郁さんを捨てたことを正当化するようなひどいことはするな」

「わ、私はただ、真奈香ちゃんがかわいくて、だから……」

「だから、実の娘を捨てたことを真奈香に知られて焦ったんだよな」

「そ、それは……。真奈香ちゃんが、大切だから……」

　母さんは唇をかみしめ、俯いた。

　真奈香ちゃんのお父さんに言われたことはその通りなのかもしれない。

　そして、今にも泣き出しそうな真奈香ちゃんに、お父さんは何かを囁き、励ますような視線を向ける。

「……輝さん」

　体をくるりと輝さんに向け、その胸にぎゅっと抱きついた。

　私は、血の繋がりというものにすがっていたのかもしれない。

　たとえ再婚していても、お腹を痛めて産んだ私のことを心のどこかでは大切に思っているかもしれないと、期待を持っていた。

　けれど、実の娘よりも再婚相手の娘である真奈香ちゃんの方が大切だと隠そうともしない母さん。私をいらない子だと言っていた言葉に嘘はないと、わかっていたつもりなのにわかっていなかったと痛感する。

「輝さん、帰りたい」

　温かい輝さんの胸の中に顔をうずめて、涙を堪えながらそう呟いた。

　母さんは私を少しも愛していない。

　私に会いたいとも思っていない。

　その事実に苦しみながら生きることに、疲れてしまった。

　母さんも、真奈香ちゃんも、もう、どうでもいい。

「早く帰りたい」

「ああ。これ以上、史郁が悩まなくてもいいことで、悩む必要はないんだ」

　輝さんはそう呟くと、怒りを隠すことのない声を目の前の母さんに向けた。

「あんたが史郁に謝りたいと言った言葉を心から信用したわけじゃなかったんだ。だけど、こんなふうに史郁を苦しめるとわかっていたら、絶対に連れてこなかった」

「あ……ごめんなさい。私が輝先生に頼んだから、史郁さんは……」

　真奈香ちゃんの神経質な声には、謝罪の気持ちがあふれている。

「塾で真奈香ちゃんが俺に近づいてきたのは、俺が誠吾先輩と親しいからだとわかってもここまで腹は立たなかった。俺につきまとう真奈香ちゃんとの関係が塾で問題になって辞めたときも、すぐに気持ちは切り替えられたんだ。だけどな、ここにきてまで史郁を傷つけるようなあなたたちの自己満足にこれ以上付き合うつもりはない」

「輝先生……ごめんなさい。でも、私は、史郁さんに申し訳なくて、だからママにも謝ってほしくて」

「それが自己満足っていうんだよ。自分たちの幸せのために、これ以上史郁を傷つけるな」

　輝さんと真奈香ちゃんの会話に、私は顔を上げて振り返った。

　輝さんが塾を辞めた理由である女子高生って、真奈香ちゃんのことなのだろうか。

　それに、誠吾兄ちゃんの名前が出てきたけれど、真奈香ちゃんは、誠吾兄ちゃんに会いたかったのだろうか。

　真奈香ちゃんの様子を窺うと、その隣には相変わらず厳しい表情の母さんが立っている。私と一緒にいることが苦痛でたまらないとしか思えない。

　実の娘よりも、愛する人の娘。

　たとえ血が繋がっていなくても、愛する人の娘は大切だと露わに見せ続ける母さん。

　もう、母さんという呪縛から、解放されたい。

「輝さん……帰りたい」

　私にはもう、これ以上の苦しみを背負い続ける余裕も気力もなくて。

「何も考えたくない」

　目の前にいる三人に聞かせるように、そう呟いた。










愛しくてずるい人




「とりあえず風呂の用意をしてくるから、座って待ってろ」

「……えっと、あ、はい。あの」

「大丈夫だ、弱っている史郁を襲うつもりはないから。あ、史郁が襲ってほしいってリクエストするなら別だぞ。今すぐにでも」

「ひ、輝さん！」

「はは。好きな女と一緒にいて抱きたくないわけじゃないけど、やみくもに自分の欲求を押し付けるほど、もうガキじゃないから安心しろ」

「ガ、ガキでもそんなことしません」

「へえ、史郁が今まで付き合ってきた男たちは理性の塊だったんだな。俺が若い頃は惚れた女が側にいたら考えることなんて……」

「輝さん、その先はいいです。輝さんが若い頃もてていたっていうのは簡単に想像できますから、説明はいりません。ただでさえお店であんなに女の子から熱い目で見つめられて……今の輝さんでさえ手に負えないのに、昔の輝さんのことにまでいらいらしたくないんです」

　輝さんの軽い口調につられて、思わず強い声で言い返してしまった。

　母さんと本当の意味で決別し、その状況にひとりで耐えられる自信がなかった私は、誘われるまま輝さんの家に来た。

　ここに入るのは初めてで、玄関に足を踏み入れたときから緊張感で心臓はバクバク音を立てていた。

　これまで、男性の家にお邪魔する機会なんて滅多になかったし、ましてや相手は大好きな輝さんだ。一緒にいられるのは嬉しいけれど、そわそわと居心地の悪さを感じて、平然としていられるわけがない。

　輝さんは、リビングに通されても突っ立ったまま動けずにいる私に気づいていたのだろう。必要以上に崩した表情を私に向け、普段よりも明るい声で私をからかっている。そんな輝さんの気持ちを感じて、徐々に私の気持ちもほぐれてきた。

「輝さんの側に女性がいるのを見て、それを仕方ないって平気で思えるほど私は大人じゃないんです。……私が拗ねるような話はしないでください」

　仕事の延長だとわかってはいても、女性客に笑顔を向ける輝さんを見るのは悲しい。

　仕方ないとわかっていても、苦しい。

「私にそんなことを言う権利はないけど、『マカロン』にいるときの輝さんを見ていると、いい気分じゃないんです」

　今日一日気持ちの浮き沈みが激しかったせいか、相変わらず気持ちは高ぶったままで、言えば輝さんを困らせる言葉が口を突いて出てしまう。

「輝さん、ずるい。私を振り回してばかり。母さんや真奈香ちゃんのこと、黙っていたし」

「悪かった。それに、真奈香ちゃんのことで少しでも不安にさせて申し訳ない」

「す、少しじゃない。かなり、驚いたし……悩んだし」

「悩んだっていうのは、俺は嬉しいけどな。それに、この部屋に来てからずっと、俺が調子に乗りそうなことばかり言ってるって、気づいているか？」

　目の前に立ち、私の肩に手を置いた輝さんは、これまで以上に温かい視線を私に向けている。

「史郁が、俺のことで悩めば悩むほど俺は嬉しいんだけど？」

「……やっぱり、ずるい」

「ずるくていいんだ。俺のことを考えて悩む史郁を見るだけで気持ちはあがる。っていう話はあと回しだ。とりあえず風呂でゆっくり気持ちを落ち着けておいで。その間に、俺も無理矢理史郁を襲わないように、冷静になっておくから」

「ま、また、そんなことを……」

　輝さんの、甘く熱い言葉に照れながら、私は焦った声をあげた。

　輝さんは私の顎に手を差し入れて、視線を合わせる。

「この先、史郁を悩ませるものが俺だけだといいよな。小さな頃から背負ってきた苦労を全部下ろして、新しい人生を始めるんだ。自分の境遇や過去に悩むことなく、毎日を笑って過ごす。そして、俺に執着されすぎてどうしようかと、そのことだけを悩む毎日になればいいな……というより、そうなるから」

「輝さん……っん……っふ」

　腰に回された手が私を引き寄せ、そのまま強く抱きしめられた。

　突然重ねられた唇の動きに驚き、目を閉じることもできない。啄ついばむような口づけに応えることもできずにいると、輝さんの舌がすっと私の口に忍び込む。

「ん……やっ……」

　慌てて顔をそらそうとしても、後頭部に回された輝さんの手がそれを許さない。

　私の舌を絡め取る輝さんの熱に、体全体で震えてしまう。

「……史郁を悩ませるのは、俺だけでいいんだ」

「そ、そんな……」

「史郁のことを、愛するし、大切にするし、甘えさせるし……離さないし」

　キスの合間に呟く輝さんの声は徐々に熱を帯び、呼吸も荒くなっていく。

　私を絶対に離さないと教え込むように体を密着させ、体温を注いでくれる。

　お風呂に入っておいで、と言ってくれたのに、そのことも忘れているようだけど。

「史郁……」

　キスの途中、苦しげに呟きながら私の頬を撫でる輝さんの指先に痺れ、足元から力が抜けていく。

「ずるい……」

　やっぱり、輝さんはずるい。

　愛する人から自分を求められることを、私がどれだけ望んでいるかお見通しなのだろう。私が堕ちるように、そして逃げないように、私が喜ぶ言葉と声で攻めてくる。

　大好きな人からそんなふうに求められて、拒めるわけがない。

　輝さんのずるさを改めて感じて、悔しい気持ち以上に嬉しさと幸せが満ちてくる。

　相変わらず私の口内を好きに動き回る輝さんの舌に刺激され、ぎこちないながらそれに応える。

　ふと揺れた体を輝さんに再び強く抱き寄せられ、そして。

「大好きです」

　私は口づけの合間にそれだけを呟き、両腕を輝さんの首に勢いよく回した。

「輝さんと、ずっと一緒にいたい」

　私からも輝さんに体を寄せ、精一杯の思いを込めて輝さんとキスを交わす。

　静かな部屋にふたりの荒い吐息が響くのを感じながら、私は更に強く抱きついた。

　私が素直になると、輝さんはとても嬉しそうな表情を見せる。

　それが嬉しくて、輝さんの首に回した手にさらに力を込めた。そして。

　変わらず幸せそうに笑う輝さんの表情に後押しされ、私はもっと素直になる。

「離れたくない……それに、お、お店に出るの、や、やめてほしいくらいです」

　これ以上隠しておけない、ガードを外した本当の思いを口にした。

　そうせずにはいられなかった。







第五章










極上の他人




　輝さんに続いてお風呂に入った私は、輝さんが用意してくれた長袖のＴシャツと、ひざ丈のジャージを身につけた。鏡に映るその姿が照れくさくて、なかなか脱衣所から出ることができない。

　リビングをそっと覗くと、輝さんがスマートフォンで誰かと話していた。

　邪魔をしないようにゆっくり近づき、輝さんが座るソファの足元に腰を下ろす。

　着なれない服にどぎまぎしながら、ちらりと視線を上げて輝さんを見ると、輝さんの手が私の頭をぽんと撫でてくれた。そして、ソファから腰を下ろして私の隣に並ぶと、そのまま私の腰に片手を回して引き寄せる。

「うわっ……」

　バランスを崩した私の体は、輝さんの胸元に倒れ込んだ。

　慌てて起き上がると、スマートフォンを耳に当てたままの輝さんが顔を寄せ、あっという間にキスが落とされる。

「んっ」

　慌てる私に、輝さんは目だけで笑うと、私を気遣いながら言葉を繋いだ。

「とにかく今は、これ以上史郁と真奈香ちゃんのお母さんを会わせるつもりはない。真奈香ちゃんにとっては優しいお母さんでも、史郁にとっては苦しみの象徴でしかない。……いや、ずっと、ってわけじゃない。いずれ史郁との関係が好転するときがくるかもしれないけど、それは、今じゃない」

　あ……真奈香ちゃんと話しているんだ。

　私の顔色が変わったのだろう、それに気づいた輝さんの表情が硬くなった。私の頭を抱き寄せ胸元に押し付けると、その手は私の背中を何度も上下する。まるで私に何も心配することはないと伝えるかのような動きに、ほっとして目を閉じた。

「真奈香ちゃんの家族が史郁に謝るとしても、自分たちの幸せのために、建前だけで言葉を落とされても史郁が傷つくだけだ。両親に捨てられて、どれだけ苦しんできたか想像してみろ。真奈香ちゃんがお母さんの過去を知って驚いたのもわかるけど、史郁のことを思うのなら、今はそっとしておいてやってくれ。いつか、……その日がくるかはわからないけど、史郁と真奈香ちゃんのお母さんが歩み寄れる日がくるかもしれない」

　とくとくと聞こえる輝さんの鼓動の向こう側から聞こえる声は、私に言い聞かせているようにも思えた。

　そっとしておいてくれと、そう言って私を守ってくれる輝さん。

　どこまでも過保護だなと、くすぐったく感じるけれど、私の気持ちを最優先で考えてくれる輝さんに、更に体をすり寄せた。

「真奈香ちゃんのお母さんが史郁を捨てたことを謝罪しても、史郁が母親という存在を手に入れるわけじゃない。過去からの苦しみを、一瞬だけ和らげるだけの謝罪ならいらないんだ。それに、真奈香ちゃんのお母さんが側にいなくても……」

　すうっと、大きく息を吸ったとわかるほど、輝さんの胸が上下した。

　顔を埋めているせいか、直接伝わるその動きに顔を上げると、私をじっと見る輝さんの瞳があった。視線を絡ませ合いじっとしていると、輝さんは私を安心させるような笑顔を見せて言葉を続けた。

「母親がいなくても、たとえ捨てられたとしても、史郁は幸せになれるんだ。というより、実の娘の心や体を傷つけても平気な母親の側にいるより、史郁を愛して大切にする人間の側にいる方が幸せだ。たとえそれが他人だとしても、史郁にとっては極上の他人なんだ」

　ああ、そうか。

　今、輝さんが口にした言葉は全て、私に言い聞かせるためのものだ。

　両親からの愛情に恵まれなかった私の苦しみは尋常なものではなかったけれど、だからといって今の私が不幸かといえば、決してそうではない。過去を思い返せば胸が痛み涙も浮かぶけれど、それでも今の私はちゃんと地に足をつけて生きている。

　それを幸せだと思わないわけがない。

　じいちゃんとばあちゃん、誠吾兄ちゃんからの愛情に包まれて育った幼少期だって幸せだった。たとえ両親の愛情に恵まれなくても、幸せを得ることはできるのだ。

　輝さんは、私の表情から何かを感じたのか、安心したように頷いた。

「だから、正論を並べてこれ以上史郁を困らせないでくれ。それに、見当違いの罪悪感を解放させるために俺たちの周りに現れるなんて論外だ。そしてお母さんには、二度と俺の店に来るなとも言っておいてほしい。厳しい言い方しかできないけど、俺は、史郁を守るためならどんなことでも言えるから」

「ひ、輝さん……」

　輝さんの低い声と、寄せられた眉間から感じる怒りに、私は慌てた。

「輝さん、私は大丈夫だから、真奈香ちゃんを責めないで」

「ああ、わかってるさ。だけど、もうひと言だけ」

「これ以上はもう……」

「大丈夫だ」

　輝さんは、焦る私の頬をひと撫ですると、ふっと息を吐き出した。

「真奈香ちゃん、史郁は俺が……それに、誠吾先輩も側にいて、ちゃんと幸せにするから。それも、真奈香ちゃん以上の幸せを、俺がこれでもかというほど与えるから。真奈香ちゃんは、お母さんが二度と史郁や誠吾先輩の大切なものを壊さないよう注意してくれ。これ以上史郁を苦しめるのなら、こっちも黙っちゃいないから」

「輝さーん」

　最後は脅すような声で真奈香ちゃんに言い放った輝さんに、私は泣き出しそうな声をあげた。

「真奈香ちゃんのこと、これ以上責めないで。私は幸せだから、もう、母さんのことで悩まないようにするし。それに、いつか私のことを認めてくれるなんていう期待もしない。えっと、輝さんが私の側にいてくれるのならそれだけで私は幸せだから、誰のことも責めないでほしい」

　私は輝さんの胸にしがみつき、必死でそう言った。

　真奈香ちゃんが私を気遣って、母さんと会う機会を作ってくれたことに悪意があったとは思えない。きっと、私への申し訳なさに胸を痛め、悩み続けていたに違いない。

　そうでなければ、わざわざ輝さんに頼み込んでまで、私に会おうとするわけがない。

「輝さん、言ってくれたでしょ。母さんに育ててもらえなくても私は今幸せだって。確かにその通りだもん。それに、極上の他人に愛されて、私は守られていくんでしょ？」

「……ああ。愛されて守られて、幸せになるんだ」

「だったら、他のことはもうどうでもいいから。真奈香ちゃんのこと、怒らないで。怒る余裕があるなら、私のことをもっとかわいがってよ」

　普段なかなか出てこない私の本音が、あふれるように飛び出した。

　それに私……今、すごいことを言わなかった？

「あ、あの……今のはその」

『もっとかわいがってよ』

　そんな、あまりにも照れくさい言葉を口にして、焦ってしまう。

　慌てる私に、輝さんはにやりと笑うと。

「真奈香ちゃん、聞こえただろ。史郁は俺にかわいがってもらえればそれで十分なんだ。とっくに自分で自分の幸せを見つけているから、これ以上何も気にしなくていい」

　今までとはうって変わった優しい声で頷いた。

　真奈香ちゃんが何かを呟いている声が聞こえるけれど、それはあまりにも小さくて聞き取れない。輝さんは嬉しそうに相槌を打ちながら「そういうことだ」やら「羨ましいだろ」と答えている。

　真奈香ちゃんを責める様子もない、落ち着いた物腰に安心してほっと息を吐いたのも束の間。

「くれぐれも、お母さんが史郁に迷惑をかけないように注意してくれよ」

　最後にそう言って釘を刺すことだけは忘れなかった。

　電話を終えた輝さんは、すっと私を抱き上げ、そのままソファに腰かけた。私はソファに体を預けた輝さんの膝の上に降ろされる。

　輝さんに覆いかぶさるような姿勢に照れながらも、ずっとこのままでいたいと思う。

　そして、整った輝さんの顔を間近に見ながら、心が温かくなっていくのを感じる。

「いい言葉だね」

　輝さんの目じりに指先を這わせながら、ふと呟いた。

「何がだ？」

　輝さんは、そんな私の手首を握り、私のてのひらに頬ずりをする。

　無性に嬉しくなる。そして、照れくさくなる。

　私はそんな照れくささを隠すように笑いながら答えた。

「『極上の他人』って、輝さんのことだよね？」

「他に誰がいるんだ？」

「ふふっ。いないよ。少なくとも今は」

「今もこれからも、史郁にとって極上の男も、極上の恋人も、全て俺だ。他の誰かが割って入ろうとするなら、本気で潰す」

「潰すって、怖い」

「冗談じゃないぞ。さっき俺が真奈香ちゃんに向けて言った言葉を思い出せ。俺は相手が誰であれ、史郁を傷つける奴は本気で潰すし、史郁に手を出す男がいたらその時点で史郁をこの部屋に閉じ込めるから」

「輝さん、私を守ってくれるのはありがたいけど、私は大丈夫だから。輝さんの大切な時間を私のためにばかり使わなくても平気」

「大丈夫だとか平気だとか、口でならなんとでも言える。俺がそうしたくて大切な時間を史郁のために使っているんだ。惚れてる女のためなら、それぐらい当然だろ？」

「ほ、惚れてる……」

　輝さんの膝の上に横座りしていた私は、その言葉に体中の力が抜け、すとんと輝さんの胸に倒れ込んだ。

　これまで好きだという言葉を何度か聞かされ、半信半疑ながらも嬉しく思っていたけれど。

『惚れてる』……それはなんて強力な言葉だろう。

　私の脳内では今、その言葉が何度もリピートされている。

「俺は長い間ずっと、史郁を気にかけていたんだ。確かに最初は誠吾先輩の姪っ子だっていう、保護者意識しかなかったけど、大人になった史郁に再会した途端、惚れたんだよ」

「……本当？」

「ああ。十歳近くも年下の女の子にしてみれば俺なんて恋愛対象外だろうし、相手にされなくても不思議じゃない。そんな弱気な気持ちを隠すために強引に進めてきたんだ。まあ、真奈香ちゃんのお母さんが史郁を探してるって誠吾先輩から聞いて、史郁を守るために送り迎えをして夕食も用意していたけど。それって史郁を俺の側に置くための都合のいい理由だ」

　ははっと笑い声をあげる輝さんの目には、口調とは逆の不安げな気持ちが色濃く浮かんでいた。

「『マカロン』に来たいって言ってくれた史郁の友達……艶ちゃんは、俺のそんな様子がおかしいって気づいて『何を企んでるんですか？』って直球で聞いてきたぞ」

「え、艶ちゃんが？　そんなの、全然聞いてない……」

　思いがけない言葉に、動きが止まる。

「まさか、艶ちゃんがそんなこと……輝さんのこと、格好いいねって言っているし、『マカロン』のこともかなり気に入ってるのに」

　驚く私に、輝さんはゆっくりと言葉を続ける。

「艶ちゃんの名刺を史郁が俺に渡してくれただろ？　史郁のことを頼むつもりで電話したときに、会社の送迎や夕食を用意している理由を正直に言わなきゃ、亜実さんと組んで史郁を毎日合コンに連れ出すって脅されたんだ」

「合コンって、それに、脅すなんて、艶ちゃん……」

「彼女、勘がいいな。俺の行動がおかしいってすぐに気づいたらしい。まあ、その勘の良さのおかげで真奈香ちゃんのことを教えてもらったようなもんだけどな」

「あ、あの……でも、艶ちゃんに悪気はなくて、私のことを心配して、です。きっと」

　予想もしていなかったことを聞かされ、混乱した気持ちが落ち着く気配はない。

　艶ちゃんが輝さんと連絡を取り合っていることはわかっていたけれど、ただ『マカロン』に飲みに行きたいがためのやり取りだと思っていた。

　まさか、私の知らないところでそんな展開があったなんて。

「でも……そう言えば」

　展示場で真奈香ちゃんに出会ったとき、彼女のことをかなり気にしていたし、そのことを輝さんに言ったのも艶ちゃんだ。それに。

「『マカロン』で輝さんと艶ちゃんがひそひそと話していたのって……」

「ひそひそ？　ああ、真奈香ちゃんの連絡先を俺が没収した日だろ。艶ちゃんに電話で脅されたときに史郁の母親のことを話していたから、いろいろ突っ込まれていたんだ」

「……やっぱり」

　私のことを心配していたとはいえ、輝さんから無理矢理聞き出すなんてやりすぎだと思うけれど。あの思い切りのいい性格の艶ちゃんのことだから、仕方ないかと納得できる。

「そうか。艶ちゃんは、私のことをそんなに心配していたんだ」

「ああ。俺が本気で史郁を好きでないのなら、中途半端に世話をするなとも言っていたな。あ、もちろん本気だって即答しておいたから、安心しろ」

　私の体に回された手に、ぐっと力が入る。

　そして、微かに揺れる瞳の奥に、私の気持ちを探るような光。

　普段の輝さんとは違う一面を見せられた気がして驚いた。

　私は体を起こし、ずっと気になっていたことを口にした。

「母さんは、お店に来たんでしょ……それって、耳に大きな真珠のピアスをつけていた人で、輝さんが慌ててお店の外に連れ出した人？」

　輝さんの恋人ではないかと、彼女のことがずっと気になっていた。

「そうなんでしょ。私と母さんを会わせたくなくて、急いでお店の外に連れ出したんでしょう？」

「ああ。真奈香ちゃんが史郁のことを気にして悩んでいるから、あの人は、史郁を真奈香ちゃんに会わせて『悩む必要はない』とか、『お母さんは悪くない』とか……ああ、今思い出しても腹が立つけど、史郁にそう言ってほしいって身勝手なことを言いにきたんだ。史郁の居場所を聞かれて、あのときは店に史郁がいたから俺も焦った」

「そう。……良かった」

「ああ、あのときは自分が史郁を捨てたことを正当化することばかりを聞かされて、史郁に会わせる気にはならなかったんだ」

　ほっと息をつき、ようやく安堵の表情を見せた輝さん。

　確かに心の準備もできていなかったあの日、母さんと顔を合わせたくはなかったけれど、私が『良かった』と思わず口にした理由は、他にある。

　お店から連れ出した女性が輝さんの恋人ではなかったと知って、安心したからだ。

　そのことに悩み、輝さんから離れようとしたほどの出来事だった。

　それが誤解だったとわかって嬉しい反面、もしもあのとき母さんの顔を見ていれば、誤解もせず悩まずに済んだのにと、ほんの少し悔しい気持ちもある。

「史郁？」

　黙り込む私を気遣う声に視線を上げると、『惚れてる』と言って私を喜ばせてくれる優しい口元があった。

　私は、再びゆっくりと、輝さんの胸に体を預けた。その途端、私の体が強く引き寄せられる。

「輝さん」

「ん？」

「もう、送り迎えも、夕食の用意もしなくても大丈夫だから」

「どういうことだ？」

　私の言葉に、輝さんは慌てている。

「ふふっ。だって、母さんが私の前に現れるかもしれないから、そうしてくれていたんでしょ？」

「まあ、それがきっかけだけど、それだけじゃない。俺が史郁に会いたかったから、そうしていたんだ」

「でも、私はもう大丈夫だから。ひとりで通勤するし、夕食もなんとかする」

「史郁……」

「輝さんが無理してること、知ってるから。新しいお店の準備も大変だし、本来ならお店に顔を出す必要もないのに、私のためにずっと出ていたんでしょ？」

　輝さんの首筋に顔を埋め、ぼそぼそと呟く。

　私の言葉に輝さんからの返事はなくて、それが肯定を意味すると理解した。

「輝さんが私のために夕食を準備してくれるのは嬉しい。それに、車で送り迎えしてくれるのも、楽しみだった。でも、そうする理由がなくなったんだから、輝さんが無理する必要もない。だから、本来しなくてはいけないことに集中してほしい。もちろん、時々お店に寄らせてもらうし……あのカウンター席で茶わん蒸しも食べたいけど。時々でいいから」

　そう言って、私は輝さんを思い切り抱きしめた。

　輝さんの首筋に顔を埋めて、きっと泣き顔に違いない顔を隠す。

「どうした？」

　輝さんの首に両手を回し、ひたすら顔を埋める私に、輝さんが心配そうに声をかけてくれる。その途端、更にぎゅっとしがみつく私に、輝さんはそれ以上何も聞かず、私を抱きしめ返してくれた。背中を上下する輝さんの手のぬくもりと私の頭に触れる唇が、私の涙腺を更に崩壊させる。

　良かった。

　輝さんを諦めなくていいんだ。

　輝さんへの思いを封印しなくてもいいとわかり、私の中の何かが切れたように涙があふれる。

　ひくひくとしゃくりあげながら、気持ちをどうにか落ち着けていく。

　輝さんとようやく心が通じ合えた夜は、私の涙で輝さんの服を濡らしながら、ふけていった。










極上の未来




　そよぐ風の暖かさに、そろそろ桜の開花が近いと感じる。

　生ぬるい春風を感じるこの時期を迎えると、どこからか桜の木の匂いが漂ってくるような気がする。錯覚だとわかっていても、体に受ける春の空気の軽やかさや優しさから連想するのは、幸せな時を思い出させてくれる桜の木の匂い。

　ほんのり甘く、そして心を落ち着かせてくれる春の空気は、私を支える守り手のようだ。

　幼い頃何度も歩いた坂道を登りながら周囲を見回すと、変わらない風景に自然と口元も緩む。

　そして、坂道を登りきったところに見えてきた駐車場。十台分の駐車スペースがある、それほど大きくはない場所。ここは、私が大学生の頃に造られた。

　私が幸せな時を過ごした家が取り壊されただけでなく、大好きだった桜の木も切り倒されたこの場所に来る度心は痛み、目の奥は熱くなる。

　思い出が全て消えるわけではないけれど、大切にしていたものが目の前からなくなるのは本当に悲しくて、それまで自分が居た場所、よりどころにしていた物が取り上げられた子供のように泣いた。

　そんな感情をどうにか落ち着かせて数年が経ち、今では目の前の現実に向き合うこともできるようになった。そこにはない桜の木を探してしまう癖はまだ消えていないけれど、以前ほどの動揺や悲しみは感じない。

　じいちゃんとばあちゃん、誠吾兄ちゃんと暮らしていた家がここにはないことを受け入れている自分の成長に、ほっとする。

　そして、この場所から見える景色に視線を移した。高台にあるこの場所は車がないと不便だけれど、それでもここから見える景色には、その面倒な部分を補っても余りあるものがある。

　眼下に広がる風景にぼんやりと気持ちを解放させ、何度か深呼吸をしているうちに、心も鎮まり穏やかになっていく。

　今では家も桜の木もない場所だけど、目の前に広がる景色は何も変わっていない。

　心が折れそうなときにはいつも、こうしてここに立つ。

　私の体を通り抜けていく風は、あの頃と同じようにさわさわと舞い、過去のぬくもりをよみがえらせる。

『ふみちゃん、ご飯できたよ』

　優しく声をかけてくれるばあちゃんの声。

『史郁の自転車のタイヤに空気を入れておいたぞ』

　笑っているじいちゃんの声。

　そして。

『学校に遅れそうなら、駅まで車に乗っていくか？』

　呆れた声で苦笑する誠吾兄ちゃんの声。

　両親に捨てられた私の気持ちを少しずつ立て直し、救ってくれた大切な家族との思い出の場所はもうないけれど、そのときの優しい時間を思い出したくてここに立つ。

「んー。気持ちいい」

　遠くに見える海の輝きに目を細めながら大きく息を吐いた。

　そして、ここにはない桜の木の匂いを感じたような気がした。

　私が現実と立ち向かい、身につけなければならないいくつかのことを教えてくれた桜の木。見上げるだけで、抱きしめられているような安心感を覚えた太い幹。

　両親に捨てられたのなら、自分で家族を作って幸せになればいいと、教えられたあの頃。誠吾兄ちゃんは私の行く末を案じて機会あるごとにそう言ってくれた。

　さすがに小学生の頃はその言葉の意味を理解できずにいたけれど、私の将来はそれほど悪くないのかもしれないと感じていたのは確かだ。

　両親に捨てられたとしても、そのことによって私の人生を不幸なものに染めていく必要はないし、悲観することもないと地道に教えてくれた。

　そして、輝さんからも同じ言葉を言われた。

　あの夜以来、まるで私を励ます言葉はそれしかないとでもいうように、何度も同じ意味の言葉が輝さんの口からこぼれた。

　あの夜……それは、真奈香ちゃんにお願いされて、輝さんが私を母の家に連れていったあの夜。私を気遣うこともなく傷つける言葉ばかりを投げつける母に耐えきれなくて、『帰りたい』と呟いて輝さんにしがみついていた私。

　そんな私に、輝さんは「ああ、帰ろうな」と言いながらも、目の前にいた三人に聞かせるように、私の耳元に甘い言葉を落としてくれた。

『確かにこの人たちにとって史郁は不要な人間かもしれないけど、俺には大切で愛しくて、いつもこうして抱きしめていたい必要な存在だ。俺が側にいるだけじゃだめか。俺が史郁を必要だと思うだけじゃだめか』

　真奈香ちゃんや母たちの目の前で私を抱きしめ、そう呟いた輝さんの言葉は、固い氷で覆われていた私の心を少しずつ溶かしていった。

『もちろん、子供を愛さないだけでなく傷つける親なんて許せないけど、それが現実なら……子供を愛せない親から生まれた自分はついてなかったと諦めて、自分で幸せを見つければいい』

　輝さんの軽やかな口調は、重い現実をほんの少し和らげてくれた。

『史郁を愛する人は、目の前にいるだろ？』

　輝さんはそう言って、私を過去の呪縛から解き放つきっかけを作ってくれた。まだまだ過去の悲しみ全てを浄化したわけではないけれど、そう言ってもらったおかげで、少しずつ強くなる自分を感じている。

　そして、あの日から一年以上が経ち、ようやく母を諦められたと思う。

　諦めるというよりも、期待しないと言った方が正確だ。

　親だから私を愛するのが当然なのに、と期待するのをやめた。

　期待しているから傷つけられる。そんな単純なことに気づいた途端、私の気持ちはすっと軽くなった。耳元に残る白い傷跡は、母が私を愛することはない証だとわかっていても、まさか娘を心底嫌う母親なんていないだろうと、どこかで考えていた。

　最後の最後には、私を求めてくれると期待していた。

「甘かったな。……彼女は、自分の幸せしか求めていないのに」

　遠くに広がる街の景色に向かってそう呟いた。

　小さな頃、見慣れたその景色のどこかに母がいるのではないかと思いながら見下ろしていたけれど、そんな思いからも解放された。

　私だけがどうしてこんな悲しみを抱えているのだろうかと悩み落ち込むことも多かったけれど、今ではそんな感情に振り回されず、自分の力で自分の幸せを築いていこうと思っている。私には、愛してくれる人がいるのだから。

「幸せになってやる」

　両手で握りこぶしを作った。

　自分の中にある母への思慕を完全に断ち切ることは無理だとしても、母からの影響に右往左往しながら大切な時間を無駄にしてはいけないと、ようやく思えるようになった。

　私の中に芽生えたのは、それまで自覚することがなかった強さだ。それは、自分で自分を幸せにすることができる強さ。

　母への切なさや苦しさの影に隠れていた自分の強さが姿を現し、本来の自分が顔を出した。

「とにかく、仕事を頑張らなきゃ」

　自分の力で幸せになるためには、地に足をつけてしっかりと生きていかなければならない。

　私は両親に愛されなかっただけで、それを理由に自分の人生を放棄していいわけではない。ちゃんと幸せに生きていけるのだから、その努力をしなければならない。

　私は気持ちを整えるように大きく呼吸し、今は駐車場となっている大切な場所をそっと見たあと、駅へ向かって歩き出した。

　坂道を下る私の気持ちは緊張し、重いけれど、それもそのはずだ。

　私が初めてメインで担当する家の設計案を上司に提出し、判断を仰いでいた。

　今日はその最終決定がなされる日だ。

　きっと、この仕事だけで私のこれからが決まるわけではない。

　設計の仕事をこれからも続けていくうえで、それほど大きな影響を残すものではないともわかっているけれど、入社してから初めての大きな仕事であり、一生忘れられない案件になる。

　だから、どんな結果が返ってこようとも、しっかりと受け止めてこれからの自分に繋げていこう。

　そう自分に言い聞かせ、励ましながら歩みを速めた。

　傍らを通り抜ける風の優しさは、桜の匂いを感じさせる。

『幸せになりなさい』

　じいちゃんとばあちゃんの声が聞こえたような気がした。










極上の笑顔




「気持ちは落ち着いたか？」

「緊張感はさすがに消えないけど、大丈夫。どんな結果が返ってきても、ちゃんと受け止めてこれからに生かすつもりだから」

「今回だめ出しされても、練り直してお客様の希望通りの家を考えればいいんだ」

「うん。いい家を設計できるように頑張る。いつかは、輝さんのお店の設計もしたいし」

「ああ、期待してる」

　輝さんは私の頭を軽く撫でると、駅前の駐車場から会社に向かって車を出した。

　今日のことを考えて、私は夕べから緊張していた。

　夜中を過ぎても眠れない私を気遣い、輝さんは私の部屋に来てくれてひと晩中ベッドの中で抱きしめてくれた。

　輝さんと気持ちを寄り添わせ、ちゃんと付き合うようになってから一年以上が経つけれど、新店舗をオープンさせて忙しい輝さんと過ごせる時間は限られている。

　私も仕事が忙しくてなかなか会いにいくことができない。

　いっそのこと一緒に暮らしてもいいかと思うけれど。

『一緒に暮らすのは、結婚してからだ。誠吾先輩にも結婚の許可をもらって、ちゃんと段取りをふんでいこう』

　そんな輝さんの気持ちにより、相変わらず私は誠吾兄ちゃんの部屋で暮らしている。

　今すぐ私と結婚したいと口にしながらも、それを我慢してくれる輝さんには申し訳ないけれど。ようやく仕事に対する喜びや苦しみを理解し、やりがいを感じ始めた私は、結婚はもう少し待ってほしいとお願いしている。

　結婚するのなら輝さん以外には考えられないし、早く輝さんと一緒に暮らして家族になりたいと思う反面、もう少し仕事に集中して、自分に自信をつけてからでないとだめだとも思う。

　じいちゃんとばあちゃん、そして誠吾兄ちゃんに守られながら大人になり、そして今では輝さんが私を愛し、大切にしてくれる。

　両親に捨てられたとはいっても、結局は誰かの保護の元で生きていると気づいたのも、輝さんに愛されたおかげだ。

　それまで見えなかったものが見え、感じることができなかったものを感じられるようになった。

　自分はなんてかわいそうな子だと思い、母に与えられた耳の傷跡を苦しみの象徴として自己憐れん憫びんに浸っていた。けれど、自分はそれほど運の悪い人間ではない。

　輝さんが教えてくれたように、自分で幸せを掴めばいい、そして、自分で愛する人との家族を作ればいい。

　自分の気持ちひとつでそれができる私は、決して不幸ではないのだから。

　そう気づいた途端、それまで人に頼ってばかりだった自分が恥ずかしく思え、せめて仕事だけは納得できるまで一生懸命頑張ろうと決めた。

　今は仕事を頑張ろう、結婚はもう少し我慢我慢。

　何度も自分にそう言い聞かせながら、図面と向き合い四苦八苦している。

　そして、与えられた仕事を必死でこなし、お客様と接する機会も増えてきた今、誰もが越えなければならない山を越える時期がきた。入社して以来、設計部や営業部の先輩の指示のもと、お客様が求めている家の設計補助をしてきたけれど、そろそろひとり立ちをしなければならない。

　営業から回されるお客様からの要望を図面にする過程を、ひとりですることになった。

　設計担当なら誰もが通る道で、私が全てを任される時期も特に早いものではない。

　いずれはそうなると覚悟はしていたけれど、図面の右下に『担当：京極史郁』とサインしたときは不安で指が震えた。

　お客様の要望や、建設地の法律的な制限を考慮しながら描いた図面を上司に提出し、その回答がなされるのが今日。

　……ああ、胃が痛い。

　精一杯注意をはらい、これまで得た知識を総動員して描いたとはいえ、不安な気持ちを消すことはできない。

　輝さんは、朝から必要以上に緊張している私を見かね、「あの場所に連れていってやる」と言ってくれた。

　あの場所とは、以前私が住んでいたじいちゃんとばあちゃんの家。

『俺はここで待っているからひとりで行ってこい』

　駅前で私を車から降ろした輝さんにそう言われ、坂道を上った。

　そして、気持ちを鎮めた私を会社まで送り届けてくれる愛しい人。

　運転席の横顔は、いつも通りの男前。

　新しいお店でもその笑顔が女の子に人気だと、千早くんから聞いた。

　できればお店に出てほしくはないけれど、オープンしたばかりのお店を軌道にのせるまではそういうわけにもいかず、私も諦めている。

　まあ……楽しそうに仕事をしている輝さんは素敵だから、仕方がない。

　塾の講師を辞めたあと、親戚が経営していた『マカロン』を成り行きで引き継いだというけれど、意外にもそれが天職だったらしい。

　真奈香ちゃんとの関係を誤解されたことにより不本意な思いで塾を辞めたけれど、お店の経営を心から楽しんでいる輝さんにとっては、吉と出たようだ。

　そしてそれは、私の運命にも大きく影響した。

　もしも輝さんが『マカロン』で働いていなければ、輝さんと亜実さんが知り合うこともなかっただろうし、私とのお見合いの話を亜実さんが思いつくこともなかったはずだ。私と輝さんの縁が重なることもないまま……私は相変わらず自分を可哀そうな子だと思い込み、決して前向きではない日々を過ごしていたのだろうか。

「どうした？」

「え？」

「緊張しているのはわかるけど、これで人生が決まるわけじゃないんだから、気楽にいけよ」

「あ、……うん」

　私は気持ちを切り替えるように背すじを伸ばした。

　もしも、という仮定を考えて落ち込むことほどもったいないものはない。こうして輝さんと一緒にいられることに感謝して、今を楽しまなければ。

　今、私の隣には愛する輝さんがいて、そして輝さんも私を愛してくれる。

　そんな大きな幸せを見逃して、鬱々と悩む時間がもったいない。

　輝さんと出会う前の私なら、考えもしなかったはずの思いに、自分の成長を感じる。

　そして、そろそろ会社が近いとわかる見慣れた景色を見ていると。

「そういえば、誠吾先輩が帰ってくるんだろ？」

　輝さんの声が響いた。

「うん、来月だったかな。日本で会議があるから一週間ほど帰るって……輝さんにも連絡があった？」

「ああ。俺の家に史郁がいると思っていたらしいけど、いないから驚いていたけどな」

「え……どうして？」

「四六時中俺らが一緒にいるって思っていたみたいだな。確かにそれは俺も望むところだけど。この頑固なお嬢様に、仕事でひと旗揚げるまでは結婚しないってお預け食らってるって言っておいたから。誠吾先輩が帰ってきたら、せいぜい困ってろ」

　くすくす笑いながら話す輝さんは、赤信号で停まると同時に左手で私の頭を小突いた。

「いたっ。お預け食らってるなんてひどい。私だって我慢しているのに」

「我慢なら、子供の頃に一生分したんだからもういいと思うけど？」

「そ、そんなこと……」

「俺は、仕事がうまくいかなくて唇をかみしめてる史郁だって愛してるけどな」

「仕事がうまくいかないのはいつものことだし。テレビで紹介されるほどお店を繁盛させている輝さんの横にいる自信もない」

「あーあ、このお嬢さんはどこまで頑張るんだろうねえ」

「えっと……もうしばらく？」

「ふーん。もうしばらくなんて曖昧な言葉で俺を待たせるなんて、大した女になったよな」

「お、怒ってる？」

「いいや。感動してる」

「は？」

「か、ん、ど、う。してる」

「か、んどー？」

　予想外の言葉に戸惑っていると、輝さんは私を面白がるような笑い声をあげた。

「俺が史郁を愛しすぎたってことだ。そこまで俺に言わせるほど、大した女になった史郁に感動してる」

「愛し……すぎた」

「そう。愛しているし、一生守ってやりたいと思う。まあ、最近の史郁は強くなったから少々のことじゃめげないけど。それはそれで愛しいし、この先どれだけいい女になるんだろうって楽しみだな」

「輝さん……あの」

「あ、最近はベッドの中でも積極的になったから、そっちの成長もますます楽しみだな。俺の背中に爪痕残すほど感じているんだよな？」

「ひ、輝さんっ」

「俺、嘘は言ってないぞ」

　確かに……輝さんに抱かれるといつも幸せに満ちて、『愛してる』と囁かれるだけで体全体が敏感になる。抱かれることに喜びを覚え、自分から求めてしまうこともある。そのことに恥ずかしさも感じるけれど、輝さんの熱を受け入れることの心地よさを考えると、その恥ずかしさは吹き飛んでしまう。

　好きな人に抱きしめられたい、素肌を合わせたいと思うことは自然なんだと、そう思えるようになった。

「輝さんは……積極的な私って嫌なの？」

　拗ねたように呟くと、輝さんは「まさか」と即答してくれた。

「積極的で敏感な史郁も大好きだよ。俺がそんな史郁に作りかえたと思うと……いや、男なら誰もが持つ夢を叶えたっていうか……まあ、男冥利に尽きるってことだ」

　うんうん、と頷く輝さんの声は満足げで幸せそうだ。

　私を大好きだとか愛しているだとか、照れずに言ってくれる輝さんに慣れたとはいっても、何度言われても嬉しくてたまらない。

　輝さんは、「史郁が両親から言ってもらえなかった言葉を倍にして言ってやる」と張り切って言い続けてくれるけれど、既に平均よりも十倍以上言ってくれたような気がする。

「輝さんに抱かれると、生きてるって感じる」

　ふと呟いた私に、輝さんは一瞬息を止めた。相当驚いたようだ。

「ふふっ。照れちゃうけど、本当のことだもーん」

「だもーん、って……」

　呆れた声で私にぶつぶつ言っている輝さんの声を聞いていると、それまで抱えていた緊張感がかなり消えていることに気づいた。

　胃の痛みもいつの間にか消え、気持ちはもちろん弾んでいる。輝さんに大切にされていると実感すればするほど、私は強くなるようだ。

　次の信号を過ぎると会社に着く。

　いよいよ私の仕事のひとつ目の通過地点。どんな結果が出るのか不安だけれど、お客様のために、そして、自分のためにもしっかりと受け止めよう。

　亜実さんのように、世間で認められるほどの大きな賞を獲るにはまだまだ勉強不足だけど、お客様に喜んでもらえる家を設計できるようになりたい。

　そして、輝さんに秘密にしている夢を早く叶えたい。

　池に浮かぶ展示場で、輝さんの名前を思わず呟いたあの日から抱いている夢。

　それは、池を照らす夕日が勇気を与えてくれる展示場で、輝さんにプロポーズするという夢だ。

　あの場所で想いを告げれば幸せになれると聞いてからずっと、その夢を叶えたいと願いながら仕事を頑張っている。これまで輝さんに頼ってばかりだった自分に区切りをつけ、強くて地に足がついた自分に作り替えて、そして。

『私と結婚してください』

　そう言って輝さんを驚かせる計画。私が自分からプロポーズするなんて想像もしていないはずの輝さんは、目を点にして驚くはずだ。

『俺がいつ言おうかと楽しみにしている言葉を先に言うなよ』

　そう言って、怒った振りをしつつ私を抱きしめてくれることも簡単に想像できる。

　今だって、ことあるごとに『早く嫁に来い』と言ってくれる輝さん。それでもその気持ちをあと回しにして私の仕事に対する思いを優先してくれる。

　そんな輝さんに、感謝の気持ちを込めて。

『これからは、私が輝さんを幸せにしてあげる』

　なんて言葉もつけてあげよう。

　その日を想像するだけで、顔は緩み、思わず笑い声も漏れてしまう。

「……どうした。思い出し笑いか？」

「ううん、なんでもない」

「また何か企んでいるのか？　頼むからお手柔らかに頼むよ。この間みたいに、家に帰ったらバニーガールの史郁が飛び出してくるとかやめてくれよ。いくら俺の誕生日だといっても、あんなプレゼントは……まあ、嬉しかったんだけどな」

「やっぱり嬉しかったんだ。千早くんと考えてバニーちゃんにしたんだけど、今度は何がいい？　千早くんが知ってるコスプレの衣装のお店にはいろいろあったよ、ナースとか婦人警官とか。あ、セーラー服もあった」

「千早とそんな店に行ったのか？」

「うん。男なら誰でも、恋人のコスプレ姿を見たい願望は持っているって力説してね。お店にも連れていってくれたんだ」

「ち、千早ー」

　ちょうど会社の前に車を停めた輝さんは、ハンドルの上に置いた両腕に頭を乗せると「あいつ、一度しめてやる」などとぶつぶつ言っている。

　千早くんとふたりで出かけたことが気に障ったらしい。

　その様子がなんだかかわいらしくて、思わず抱きつきそうになる。

「輝さんの前でしかコスプレなんてしないし、千早くんとお店に行ったときも試着はしていないから安心して」

「当然だろ」

　輝さんは即座にハンドルから頭を上げ、私の頭を引き寄せた。

「ひ、輝さんっ……」

「俺を驚かせるなんて、百万年早い」

　慌てる私に構うことなく、輝さんはキスを落としてくる。

「ん……っ、ひか……や、やめて……っ」

　私の後頭部を押さえ、輝さんのキスはどんどん深くなっていく。

　もがいているうちに開いた唇の隙間から、輝さんの舌が差し入れられた。逃げようとする私の舌を一気に絡め取ると、激しい動きとともに味わうように貪る。

　輝さんのもう一方の手が私の背中を這い、その刺激に誘われるように輝さんにしがみついた。角度を変えながら何度も交わすキスは甘く、その心地よさに我を忘れてしまいそうになる。必死で輝さんの胸にしがみつきキスを返していると、のどの奥を震わせて輝さんが笑った。

「コスプレもいいけど、何も着ていない史郁が一番綺麗だぞ」

「ん……そんなこと、言わないで」

「それに、俺はこうして無防備に俺に抱かれている史郁が一番好きなんだ」

「……輝さん」

　少し荒い呼吸を隠そうともせず、輝さんは額を私の額にこつんとぶつけると。

「まあ、どんな格好をしたって俺は史郁にメロメロだ」

　そう言って、掠めるようなキスをした。

「コスプレの終着点は、ウェディングドレスだからな。それだけは、本番までとっておけよ」

「ウェディング……」

「ああ。その日が待ち遠しいな。……さ、その日を楽しみに、仕事を頑張ってこい。そんなに赤い顔をしていると、からかわれるぞ。なんせここは会社の真ん前だからな」

　私のシートベルトを外しながら、大きな声で笑う輝さん。

　やっぱり……輝さんには敵わない。

　私はスカートのしわを手で伸ばしながら、気持ちを整える。

「行ってきます」

　自分で自分を力づけるように、そう呟いた。

　今はまだ家族ではない、でも、家族に一番近い人。

　愛さずにはいられない極上の他人に、極上の笑顔とともに。







第六章










輝の長い夜




　閉店時刻を過ぎ、最後の客を見送ったあと、俺はようやくひと息ついた。

　ひとりカウンターに座ってコーヒーを飲む。

「バーの店長がコーヒーってのもな」

　苦笑しつつも、アルコールを体に入れる気にもならず。あいつが置いていったコーヒーの粉に、自然と手が伸びる。

　コーヒーの粉だけではない、「お酒よりも、お茶の方が体を休めるにはいいよ」そう言って緑茶や番茶に始まり、黒豆茶やウーロン茶、ドクダミ茶まで並べてある。

　史郁の声が聞きたくて手元のスマートフォンを見るが、既に深夜一時を回っていると気づき伸ばした手を止めた。

　このところ新しい案件を任され忙しそうにしている史郁は、日ごとに痩せていくようで不安になる。食事だけはきちんと食べているようだが、帰りが遅いせいで睡眠時間は少ない。夕べも家に持ち帰った図面を仕上げていると言って早々に電話を切られた。

「どんどん強くなっているよな」

　何を焦っているのか、仕事に集中しすぎる史郁に不満が増えていく。

　それに、結婚の話はどうなったんだ？

　誠吾先輩に、結婚を前提にした付き合いを始めたとふたりで挨拶してから数年が経つが、俺と史郁の関係に大きな変化は見られない。そろそろ結婚式の日取りを決めて準備を始めたいと思っている俺の気持ちに気づいているのかいないのか。

『ごめん、今度の週末は新しい展示場の下見で出張なの』

『研修で一週間営業部に行くことになって会えない』

『工場見学会のお手伝いで忙しいの』

　まるで恋人なんて存在しない、仕事ひと筋の女にでもなったような言葉ばかりを聞かされている。

　これまでなら週に一度や二度は店に夕食を食べにきていたが、今週は一度も顔を見せず会社の社食で残業食を食べているらしい。

『残業食だと侮るなかれ、かつおのだしがきいた、おいしい天ぷらうどんなの』

　かなり満足しているとわかる声で、その日のメニューを話す史郁にいらいらする。

　そして、遅い帰りが心配で会社まで迎えにいくと言っても。

『迎えにくると思うと気になって仕事に集中できないから来ないで』

　そう言ってあっさりと断るあいつは、一体誰だ？

　俺が守らなければ傷ついてしまうとひやひやしていた女はどこに行った？

　俺は残っていたコーヒーを一気に飲み干し、乱暴にコーヒーカップを置いた。大きな音が店内に響く。店のあと片づけをしているバイトたちがその音に驚き俺を見るが、なんでもないと軽く手を振る。

　どうもおかしい。

　史郁と触れ合う時間が極端に減って、俺の精神状態は、おかしい。やたらとあいつが恋しくて落ち着かない。

　最後に史郁を抱いて一週間。付き合い始めてから、これほど長い間抱かずにいることなんてなかったな。俺に会いたいと言っては、どんなに仕事が忙しくても俺の家に来て、鬱陶しいほど抱きついて離れなかったのに。

「まったく、仕事が恋人かよ」

　いらいらとした気持ちを隠すことなく呟く俺の声に、少し離れた場所にいる千早が苦笑している。

　既に大学院の過程を終え、一般企業に就職した千早は今年結婚した。結婚式で紹介された、長く付き合ってきたという奥さんを見る千早の表情は柔らかく、幸せそうだった。

　今でも店に飲みにくるが、今日は「気分転換に」と言って閉店後の片づけを手伝ってくれている。

　千早はからかうように俺を見ているが、そんなのとっくに免疫ができていて無視。

　からかいたければからかえばいい。

　史郁を溺愛している自覚ならありありだ。

　からかい上等、ひやかしだって同様。俺の側で史郁が笑ってさえいれば、それでいい。

　とはいっても、最近の史郁の態度には腑に落ちないところが多すぎる。俺との時間を削って、なぜそこまで仕事に没頭する？

「まったく……俺をこれ以上不安にさせるなよ」

　半ば投げやりな気持ちで呟いていると、手元のスマートフォンが光り、メールが届いたことを知らせた。もしや、と思って画面を開くと、期待通り史郁からのメールだった。

【会いたい】

　と泣きつくメールを期待しながら読んでいくと。

【お疲れ様。明日、展示場に行くんだけど、輝さんもそこに来てほしいの。大きな池があるからわかると思うけど、地図を添付しておくね。来ないと後悔するから絶対に来て】

「は？　展示場って一体なんのことだ？」

　史郁のメールを何度も読むが、理解不能。

　これまでも何度かふたりで展示場に足を運んだことはあるが、それは史郁の会社と競合している会社の商品の偵察ということで、夫婦の客の振りをして見学に行ったにすぎない。

　今回も、そういうことか？

　だけど、突然俺が展示場に行って、大丈夫なのか？

　どう考えても理解できず、首を傾げた。

「あ、この展示場って、デートスポットとして人気があるんですよ。俺も嫁さんと行ったことあります」

「え？」

　頭上からの声に視線を上げると、俺の手元を覗き込む千早がいた。

「住宅展示場で将来を語り合うなんて、恋人同士には甘すぎるシチュエーションですからね。それに、その展示場の大きな池は有名だし」

「ああ、史郁も池があるって書いているな」

「そうなんです。夕方になると夕日が池に映り込んでかなり綺麗で……」

「……どうした？」

　軽快に話していた千早が突然口を閉ざし、何かに気付いたようににやりと笑った。

「……な、なんだよ」

「んー。いや。別に。……というより、明日、必ずその展示場に行ってくださいね」

「は？」

「じゃなきゃ、ふみちゃんの努力が報われませんよ」

　千早は一語一語ゆっくりと話し、普段見せない真面目な顔を作った。

　一体どうしたんだ？

　展示場だの池だの、史郁の努力？

　まったくわけがわからない。

「ふみちゃんがひたすら働いていたのも、明日この展示場に来てほしいって言っているのも、全て輝さんが好きだからですよ」

「だから、意味がわかんないって」

「明日、行ってみればわかります。ふみちゃんは、輝さんと対等に並んで歩けるように、必死で仕事を続けてきたんです。その結果が、これですよ」

　千早は、カウンターの端に置かれていたタブレットを操作し、俺に差し出した。

「なんだ？　突然」

「俺もびっくりしたんですけどね。……それに、明日ふみちゃんが自分の口で伝えるつもりかもしれませんけど。ここを見てください」

　千早が指さした画面に視線を落とすと。

「え……？　史郁？」

「そうです。すごいですね」

「あ……ああ。そうだな」

　本当だろうか？

「設計デザイン大賞……」

　設計に携わるものなら一度は欲しいと願う賞を、史郁が受賞したと書いてある。

　時々店に来る、史郁の会社の先輩である亜実さんも数年前に受賞したという大きな賞を史郁が獲った。

「あいつ……仕事仕事って頑張って、ようやく報われたな」

　幼い頃から両親の愛情に恵まれず、寂しく苦しい日々を過ごしていた史郁は、とにかく自分の力で幸せを手に入れようと、仕事に全てを捧げている。

　俺に頼ればいいのに、と思わないでもないが、それは史郁が望む幸せではない。地に足をつけ、自分の力で生きることこそ幸せなのだと、わかっているからこそ仕事に集中し頑張っている。

　俺と会う時間を減らしてでも、抱き合える時間を削ってでも、仕事を優先する史郁の気持ちがわかるだけに、俺は見守るしかできないが。

「そうか、史郁……やったな」

　熱くなる目の奥を堪えながら、タブレットに映る史郁の写真に見入る。

　少し緊張気味の顔。それでもかわいいと思えるのは惚れた欲目だろうか。

「ふみちゃんは、何かを成し遂げてから、展示場に輝さんを呼び出すって決めていたんですよ」

　千早の言葉に、俺は再び戸惑った。

「展示場、展示場って、一体何があるんだ？」

「それは、明日行ってみればわかりますよ。きっと、輝さんはあまりにも幸せすぎて泣いてしまいますよ。あ、俺もそんな輝さんの姿を見たいから覗きにいこうかな」

　くすくす笑う千早の言葉も理解不能で、覗きたければ覗きにこいと思う。

　というより、どういうことなのかはっきり言えよ。

　そんな俺の気持ちがわかるのか、千早は首を横に振り慌てて呟いた。

「ふみちゃんの計画を邪魔するわけにはいかないので、俺は黙っておきますけど。とにかく、輝さんは明日ちゃんと展示場に行ってくださいね。絶対、嬉しくて泣きますから」

「……なんなんだよ、一体」

　史郁からの理解不能のメール。

　そして千早の意味深な言葉。

　そのどれもが俺を戸惑わせ、焦りを感じさせる。

　手元のタブレットに視線を落とせば、俺に頼らず必死で頑張っている、愛しい女。

　寂しさと苦しみを強さに変えて、俺を虜にした唯一の女。

「史郁……」

『愛している』と同じ意味のその名前を小さく呟き、目の奥に広がる熱をやりすごした。

　その日の俺は、史郁が経てきた苦しく悲しい過去に思いを馳せながら、この先も彼女を愛し続けると再び心に誓った。




　そして、眠れない夜を過ごした翌日の夕方。赤い夕日が映り込む池の橋の上で、俺は生涯忘れられない言葉を史郁から聞かされた。

「輝さん、私と結婚してください」

　夕日のせいで真っ赤な池の光が史郁に反射し、その顔が赤く染まっている。

　胸の前で両手をぎゅっと合わせ、緊張している真っ赤な顔。池の光のせいで、史郁が照れているのかいないのかわからないが、ひとつだけ確かなことは。

「……喜んで。だけど、俺がいつ言おうかと楽しみにしていた言葉を先に言うなよ」

　震える声で呟く俺の顔も、きっと赤いに違いないということだ。

〝極上の他人〟から〝極上の家族〟へと。

　愛しい人と寄り添える未来は、それこそ極上に違いない。










史郁の長い夜




『設計デザイン大賞』を受賞して以来、私に向けられる周囲からの期待は大きなものとなった。

　社内の大きなプロジェクトに召集され、学生時代から憧れていた建築士、相模さがみ恭きょう汰たさんとともに仕事をする機会を得て、貴重な勉強もさせてもらった。

　目の前の図面と法律にばかり目がいきがちな私の狭い視野をやんわりと指摘し、「仕事というよりも、お客様と向き合うひとりの人間として設計をしてごらん」と。

　相模さんに教えられる以前から、弱みであるそれを自覚していた私は「やっぱり、私はまだまだだ」と落ち込んだ。相模さんは優しい笑顔で「大賞を受賞するだけの底力はあるから、自信を持ちなさい」と励ましてくれた。

　底力。それが私に本当に備わっているのだろうかと、心細くなる。

「だって、大賞が欲しいと思ったのは、輝さんにプロポーズするためだったからだし。火事場の馬鹿力っていうか……人間、切羽詰まるとなんでもできるというか」

　そう考えれば考えるほど、落ち込んでいく。

「もう逃げたい、こんな無茶な要望ばかりの家の設計なんて無理。この要望の全てを叶えた家を建てられるなら、私が住みたい」

　私は疲れた目をこすりながらマウスを操作し、椅子から離れた。

　毛足が短めのラグの上で膝を抱えて寝転びながら、「無理だもん、無理だもん、絶対に描けないもん」と呪文のように唱えていると、目の奥がじんわりと熱くなる。

　泣きそう、というか、既に泣いているかも。

　仕事で行き詰まって泣くなんて滅多にないけれど、今手がけている仕事には泣かされっぱなしだ。営業がお客様から受けてきた注文は無理難題の詰め合わせで、構造計算や建築基準法をまったく無視したもの。

『可能な部分だけでも取り入れた図面を描いてほしい』

　そう言って頭を下げられたけれど、お客様の要望の半分は不可能なもの。

　窓の位置や大きさも、家の構造に関わる計算で決められるというのに。

「もう、やだやだ」

　実際に涙をこぼすのは初めてだけど、この一週間、何度心の中で泣いてきたことか。

『設計デザイン大賞』のおかげで名前ばかりがひとり歩きしてしまい、実力以上の評価に基づいた指名をいただいている。ありがたいとは思うけれど、プレッシャーを感じて逃げ出したくなる。

「史郁、コーヒーを淹れたからおいで。お客様にいただいたシュークリームもあるぞ」

「……今はいい。欲しくない」

　涙を見せたくなくて、目の上に腕を乗せてそう呟いた。けれど、私のくぐもった声を聞いて、輝さんが私の状態に気づかないわけがない。私の全てに人一倍敏感な人だから、隠しとおせることなんてないのだ。

「仕事で何かあったのか？」

　やっぱり。

　しゃがみ込んだらしい輝さんの声が聞こえ、温かい指先が私の頬をくすぐる。目元に置いていた腕を、そっと外され、くすりと笑われた。

「今回はどんな家だ？」

「……言えない」

「ん？」

「……言えないの」

「ああ、守秘義務ってやつか？」

「ん。ごめん」

「それは構わないけど。……俺がこの部屋に様子を見にくるってわかっていたんだな。机に図面のひとつも置いていないしパソコンの画面も落ちているし」

「だって、見られたらまずいんだもん」

「だよな。偉い偉い。でも、仕事に行き詰まってラグの上に寝転ぶほどなのに、その前にちゃんと画面から資料を消しておくなんて、笑える」

　輝さんは、よしよし、と私の頭を撫でてくれた。

　ひたすら私を励ますような動きに、次第に気持ちが落ち着いてくる。強張った体も心も、一瞬にしてゆるゆるにされる。

「だけど、夫の俺にすら見せられない仕事を家で進めていいのか？　それに、机に紙きれ一枚すらないけど、仕事になるのか？」

　呟きながら、輝さんの体がそっと私の体に覆いかぶさってくる。

　仰向けに寝転ぶ私の顔の両側に肘をついて、すっと唇を重ねる。小さなリップ音が部屋に響いて照れくさい。けれどそれが嬉しくて、私からも顔を近づけてリップ音を再び鳴らしてしまう。

「資料自体は会社から何も持ち出してないの。今日一日睨んでいた資料が頭に入っているから、それを思い出しながらパソコンで図面を描いていたの」

「そうか。頑張ってるんだな」

「うん。お客様も一生に一度のことだから。家を建てる意気込みには応えなきゃ。無理難題ばかりのお客様だから、営業も頭抱えているけど」

　私も頭が痛いんだけど、というのは胸にしまっておく。

　輝さんに優しくされただけで気持ちは浮上して、お客様の意向を少しでも実現してあげたいと思えるなんて、私って単純だな。

「偉い偉い」

　私の頬を撫でてくれる輝さんの指先は変わらず優しい。

　結婚して一年、お互いの体温が触れ合う距離で過ごしながら、愛を交わしてきた。

　私の全てはとっくに輝さんに調えられて、こうして近くにいるだけで体のあちこちが熱くなる。

　今も、輝さんは私の鎖骨を撫でながら余裕の笑顔を向けてくる。

「輝さん、そんなに見つめないで。……見当違いの痛い女になっちゃいそう」

「は？　なんだよそれ」

「輝さんから見つめられて優しくされると、いつも自分に都合がいいように受け止めて喜んでしまうっていうか」

「俺は、史郁が喜ぶことならなんでもするぞ？」

「ほら、またそんな優しい目で私を見るから、私……」

　輝さんから全身全霊で愛されていて、そして、私以外に大切な物なんてないと勘違いしそうになる。

「だ、だめ……輝さんが人生全てをかけて私を守ってくれて、そしてそして、半端なく私を愛しているって勘違いしちゃだめなのに」

　そんな自分の願望に照れて、何度も首を横に振った。

　確かに輝さんは私を大切にし、愛してくれる。当然だけど、私以外の女性と親しく付き合うこともない。出会ってからしばらくは輝さんが経営しているバー『マカロン』に顔を出す度女性客から熱い視線を受けていたけれど、今ではそれもない。

　仕事だとはいえ、自分以外の女性との会話を楽しむ様子を見るのも、想像するのも悲しかった。その気持ちを私が口にして以来、輝さんがお店に立つことは滅多になくなった。

　今では『マカロン』は三号店まで増え、順調に業績を上げている。輝さんは経営に集中するため、お店に出るのではなく裏方に徹している。大切な取引先の人や、お世話になった人が立ち寄ってくださる場合だけお店に顔を出しているらしい。

　それは全て、私のためだ。

　そして、今住んでいるマンションも、私の会社から近い場所を選んでくれた。

『設計デザイン大賞』を受賞して以来、私の顔も少なからず世間に認知されつつあり、輝さんがセキュリティ面を考えて買ったマンションだ。

　輝さんは、出会ってからずっと、そして結婚しても尚、私の幸せを第一に考えている。

「輝さんにこれ以上甘やかされると、どんどん勘違いするからやめて」

　ぶるぶると首を横に振り、自分の心をガードする。

　輝さんに甘えない強い自分になろうと思っているのに。

　輝さんのお嫁さんになるという、人生最大で唯一の願いが叶えられた途端、私の弱い部分が見え隠れするようになった。

　それじゃ、だめなのに。

「勘違い上等だろ？」

　輝さんは、考え込む私の心をほぐすように、ゆっくりと呟いた。

「いつも言っているだろう？　俺は史郁を一生守るし、ひとりにはしないって。今も史郁の両親は史郁を受け入れていないけど、そんなことで悩むよりも俺に愛されすぎることに悩めって……いい加減、それに慣れろよ」

　あ、少し機嫌が悪いかもしれない。

　私が輝さんの気持ちを疑ったり、遠慮したときにはいつもそうだ。

「史郁を誰よりも愛しているし、それは一生変わらない。だからいい加減俺の気持ちを軽く考えるのはやめろ。史郁が思っているよりも俺の気持ちはずっと重いんだ。史郁を幸せにすることだけを考えているのが、俺だ」

「ひ、輝さん、そ、そんなにストレートに言われると、私、いっぱいいっぱいで」

　輝さんに甘やかされる度、自分が弱くなっていくようで不安になる。

　それはそれで幸せに思えるし、手放したくないけれど。

「……私、もう一回『設計デザイン大賞』を目指そうかな」

「もう一回？」

「うん。もちろん、前回受賞したときに経験した苦労は忘れてないし、簡単には獲れないと思うけど。このままじゃ、私」

「このままじゃ、……自分が弱くなりそう、か？」

「え？　どうしてそれがわかったの？　私がそう思うようになったのだって最近なのに。輝さんもやっぱり私が弱くなったって思ってた？」

　思わず出た大きな声に自分で驚いた。

　輝さんと出会ったおかげで、本来の強い自分が引き出されたというのに、それらが隠されていた頃の弱い自分に戻ってしまったのだろうか。

　輝さんに愛され、その愛に応えるためには私自身が強くならなければと仕事に励み、輝さんに会いたくても仕事優先の長い時を過ごして、ひたすら仕事に打ち込んだ。

　そして、『設計デザイン大賞』という栄誉を手にすることができた。輝さんに甘えるだけでなく、輝さんの隣に対等に並ぶことができる強い自分になれたのだ。

「賞を獲れたら輝さんのお嫁さんになろうと思って必死だった。今日みたいに、難しい仕事に泣き言も言わず取り組んでいたのに、今の私はすぐにグズグズ言っちゃうし、投げ出したくなる」

「確かに、今もグズグズ言って、俺が淹れたコーヒーも飲んでくれないもんな」

「そんな、笑い事じゃないのに」

「悪い悪い。だけど、史郁が俺にプロポーズしようと頑張っていたあの頃、俺は寂しかったぞ？　史郁と何日も会えなくて、いらいらしていたし」

「うん……その節は、ごめんなさい」

「いや、それはいいんだ。俺のために頑張っていたんだし。だけどな……。やっぱり寂しかったな」

　輝さんは、小さく笑うと、ゆっくりと体を起こした。そして、私の体に手を差し入れて抱き上げた。輝さんの膝の上に体を下ろされ、体勢を整える間もなく、おでこを指で突かれた。

「いたっ」

　輝さんは、何食わぬ顔で私を見ている。

　けれど、口元は緩やかに上がり、嬉しげな何かが浮かんでいて、ほっとした。

「史郁が最近仕事で悩んでいるのも、賞を獲ったことによる周囲からのプレッシャーに苦しんでいるのもわかっているけど。それならずっと悩んでいればいいんじゃないのか？」

「ずっと悩む？」

「ああ。今悩んでいることが解決したとしても、次の仕事で苦しんだり壁にぶつかったりするだろうし。仕事じゃなくても、史郁が夜通し泣き続けるようなつらいことだって起こるかもしれない」

「それって、すごくマイナス思考っていうか……将来に夢も何もない。私に成長はないって言いたいの？」

　拗ねるように呟いた私に、輝さんは肩をすくめる。

　余裕に満ちた瞳はとても優しくて、やっぱり私をきゅん、とさせる。

　自分に自信が持てなくて、悩み事のワゴンセールのような私を、それでも大切に思っていると伝えてくれる……勘違いじゃないことを願うけれど。

　そんな輝さんに、今も、というよりずっとやられっぱなしだ。

「どうした？」

「え？　ううん。輝さんのことが、好きだなって……あ、ちがっ、嘘、あ、嘘じゃないけど」

　思わず口を突いて出た本音に、慌ててしまう。

　輝さんの側にいると、どうしても心が柔らかくなって、ガードが甘くなる。口にすれば照れるとわかっている思いも、するりと声に出してしまう。

　もう少し大人になって、ちゃんと考えて言葉にしなきゃと落ち込む私に、輝さんは大きな笑顔を見せた。

「そうやって、自分の気持ちを素直に言えるほど、史郁は強くなったんだな」

「え？」

「自分の気持ちや本音を隠して、周りに気を遣ってばかりだったのに、こうして仕事の愚痴や不安、それに、俺を喜ばせる言葉も言えるようになったんだ。無意識だとしても、何を言っても俺たちは大丈夫だって、自信があるからそう言えるんだ。それは、強くなったってことだろ？」

「んー、……よく、わからない」

「それでもいい。俺は、史郁がこうして俺の側にいればそれでいいから」

　言うが早いか、輝さんは私を抱き寄せる。

　輝さんの首筋に、慣れたようにぱふっと収まる私の頭。輝さんの体温と匂いに気持ちが落ち着くのがわかる。

　その背中に腕を回し、「コーヒー飲もうかな。シュークリームも食べたいし」とくぐもった声で呟いた。輝さんの鎖骨に唇を這わせ、軽く甘がみしてみる。

　こうすると、いつも輝さんが私をぎゅっと抱きしめてくれるから。

　今も、私の願いをかなえるように抱きしめてくれる。

「史郁が、もう一度『設計デザイン大賞』を狙うのなら、応援する。たとえ仕事に史郁を取られて一緒にいる時間が減ったとしても、支えてやる。だけど、自分の自信を取り戻すためだけに狙うのなら、無理しなくていい」

「輝さん……」

「どうせ、これからも史郁は何かに悩みながら落ち込んで、どうにかそれを乗り越えながら生きていくんだ。何度賞を獲ったとしても、それは変わらないと思う。それならいっそ、悩むことを恐れずに、上手に悩みと付き合いながら生きていけばいいんじゃないか？」

「そんなこと、できる……？」

「俺が側にいれば、できる。俺が史郁を愛しているってわかっていれば、それだけで悩みのほとんどは解決だろ？」

「……あ、あれ？　そうなの？」

「そうだ。俺を信じろ」

　そう言って力いっぱい私を抱きしめる輝さんの体から、私の中に温かい熱が注がれる。それは私を抱くときに見せる妖よう艶えんな熱でも、小さな喧嘩をしたあと、私の頑なな心を解きほぐす熱でもない。私を幸せにすると教えてくれる、安堵にも似た熱。

「史郁が悩んだり苦しむのなら、俺はそれ以上の強さで史郁を愛する。だから、思う存分悩んで、仕事の愚痴でもなんでも言っていいんだ。言えるってことは、俺の愛情を信用しているってことだ。俺はそれが嬉しい」

「愚痴られるのが嬉しいの？」

「惚れてる女から与えられるものなら、なんでも受け止めるさ。受け止めて、離さない」

「うわっ……照れる」

　輝さんの口調は軽いけれど、その言葉には何があっても私を離さないと信じさせてくれる重みがある。

「輝さんが男前すぎて、もっと好きになっちゃったよ」

　輝さんの胸に顔を押し付け、照れながら呟いた。

　そう言えることも、私が強くなったということなのだろうか。

　輝さんにかかれば、私の気持ちを浮上させることなんて、たやすいこと。

　振り返れば、人生の中で私が本当に強くなれたのは、輝さんにプロポーズしたときだけかもしれない。それ以外は、輝さんに守られて生かされているような気がする。

　自分からプロポーズできるに見合う実績をあげたくて、ひたすら賞を獲ることに気持ちを注いだあの頃。仕事を頑張ったゴールには、輝さんとの幸せな未来があると信じていたから、自分の実力以上の力を発揮できたと自覚している。

　相模さんに言われたように、私には底力があるのかもしれないけれど、それは輝さんとの幸せに繋がるものでなければ発揮できないという面倒なもの。

　結局、仕事よりも何よりも、私は輝さんが一番大切だってことだ。

　どれだけ仕事で成果をあげて自分自身を成長させたとしても、その気持ちを忘れていては本末転倒だ。

「……遅くなると眠れないな。コーヒーはやめておくか？」

　ふと気づいたような輝さんの声。

　そうだ、コーヒーとシュークリーム。

「ううん、コーヒーで眠れなくなることはないから。それより、輝さん明日！」

「ん？　ああ、明日な」

「そうだよ、四号店のオープンだっていうのに、のんびりと私に構っていてもいいの？」

　その重大な事実を思い出し、顔を上げた。

『マカロン』が軌道に乗り、小さいながらも二号店、三号店と順調に出店を進めてきた輝さんは、これで最後だという四号店を明日オープンさせる。

　輝さんは三号店までオープンできただけで満足だと言っていたけれど、口コミで店の評判が広がり、マスコミに取り上げられる機会が増えた。

　そして、連日の大盛況。

　すると、以前からお店を贔屓にしてくださっていたお客様がゆっくりと食事やお酒を楽しむことができなくなり、一号店の近くに四号店をオープンさせることになった。

　四号店は会員制で完全予約制。これまで長きにわたり『マカロン』に通ってくれた常連さんのための隠れ家のようなお店。マスコミの取材を受けるのもオープンの日だけで、それ以降の取材はお断りしている。

　ここ数年経営者としての手腕を発揮し、お店に顔を出す機会は滅多になかった輝さんだけど、四号店だけはこれから度々顔を出すと言っている。

　仕事だとわかってはいても、女性からの好意的な視線を受ける姿を見るのが嫌で、『お店に出ないでほしい』という私の気持ちを尊重してくれた輝さんだけど、本来の彼は、人と接することが好きな社交的な人だ。それにも関わらず私のために裏方として過ごしてくれた彼の気持ちと、私の願いに折り合いをつけた四号店。

『史郁の精神安定のお店』

　冗談交じりに言った輝さんの顔は、とても嬉しそうだった。

　私の弱さのせいで輝さんに我慢をさせていたとわかってかなり落ち込んだけれど。

『史郁を悲しませてまでしたいことなんて、ない』

　私をとことん幸せにしてくれる言葉をくれた。

　そして、できることなら四号店の設計は私が手がけたいと思っていたけれど、ひとりでそれを仕上げることに自信が持てなかった私は、店舗設計の経験が多い亜実さんに相談してみた。すると、「天下の相模恭汰にお願いしたから、泣いて喜びなさーい」と私の背中をぽんと叩いて大笑いをした。

『半年以上前だけど、マカロンに食事に行ったときに久しぶりに輝くんに会ったのよ。そのときに四号店の設計の話になって、私はスケジュール的に無理だってわかっていたから、相模さんにお願いしてみたの』とあっけらかんと教えてくれた。

『お願いしてみたの』

　その軽い口調に驚いたけれど、亜実さんなら本当に気軽にお願いしたかもしれない。

　驚いたことに、相模さんも『マカロン』のファンだということで、亜実さんのお願いを快諾してくれた。

　そのおかげで、私は輝さんの大切な場所になるに違いない四号店の設計から工事、内装インテリア全てを相模さんの側で勉強させてもらうことができた。

　住宅設計とは違う進め方やコツなど、相模さんから学ぶことは多く、これもまた輝さんに感謝だ。

　そして、ようやく明日、四号店はオープンする。

　事前に招待状を送らせていただいた方々だけを招く特別な日。私も仕事を終えてから駆けつけるつもりだけど、聞くところによると有名な俳優さんや画家さん。そして、もちろん相模さんもいらっしゃる予定だ。

　そんな大切な日を明日に控え、私の愚痴に付き合う余裕なんてないはずなのに。

「コーヒー、淹れてから時間が経ったから味が変わったかな。どうする？　淹れなおすか？」

　特に焦る様子も緊張する様子もない輝さんが、私に視線を向ける。

「コーヒーなんて、いいよ。明日の準備は大丈夫なの？　お店に様子を見にいかなくていいの？」

　焦る私に、輝さんは小さく笑うと、私の頬を指先ですっと撫でた。

「大丈夫だよ。四号店ともなれば慣れているし、バイトの顔ぶれはこれまで『マカロン』で働いていたベテランばかりだ。俺がいなくても無事にオープンできるんだよ」

「だけど、輝さんにとっては特別なお店なのに……」

「ああ。確かに今までにない店だし、設計は相模恭汰さんだしな。特別といえば特別だけど。俺にとっては史郁とこうして一緒にいる時間を割いてでも欲しい特別なんてないんだ」

　何度見せられても慣れることがない優しすぎる表情。眩しそうに私を見るその瞳の黒い部分には、同じような表情で輝さんを見る私がいる。

　私って本当に輝さんが好きなんだと、当然の思いを実感して頬が熱くなる。

「史郁がこうして俺の腕の中にいることが特別で、極上なんだ。史郁は余計なことを考えずにひたすら笑って悩んでろ。まあ、言われなくても悩みは尽きないようだけどな。あ、この部屋で丸くなって泣いてる姿もかわいかったぞ？」

「丸くなってって……そんなの嘘だ」

　嘘じゃないぞと口にする輝さんの胸を何度か叩いていると、体を揺らしながら、抱きしめられる。

「体を丸くして悩みに悩む史郁も、俺のことが大好きで真っ赤な顔をしている史郁も何もかも、俺のものだ。店のオープンなんてどうでもいいくらい史郁を愛している旦那がいるんだから、存分に悩んで苦しんでいいぞ」

　輝さんの柔らかな唇が、私の首筋を優しく動き、熱い吐息に混じった愛情を落としていく。

　愛し愛される結婚をして、存分に悩んでいいと甘やかされる。悩んでいいと言われて、何を悩んでいたのか忘れてしまうほど、輝さんの大きさに包まれる。強くても弱くても、笑っていても悩んでいても、どんな私でも愛してくれるとわかれば、それが自信となる。

　子供の頃には想像もできなかった幸せな日々に、眩暈がしそうだ。

　両親からの愛情に恵まれなければ自分で幸せを掴めばいいと、そう教えてくれた輝さんが私を幸せにしてくれる。それはそれは底なしの愛情で。

　その愛情に応えるように、私はこれからもたくさんのことに悩み、泣いて。そして輝さんとの幸せな時間を積み重ねていくのだ。

「あ、私の今の一番の悩みを言ってもいいかな？」

「ああ、なんでも言っていいぞ。俺がこうして側にいれば百人力だろ？」

「ふふっ。百人は無理だと思うんだけどね」

　控えめに、それでいて焦らしながら話す私に、輝さんはわけがわからないとでもいうように顔をしかめた。

「百人って、そう意味じゃないだろ？」

「うん。それはわかってるんだけど。今はひとりなの」

「は？」

「だからね、ひとり、なの」

　この言葉だけで、きっと通じるはずだ。私の心の機微には敏感な人だから。

　それに、口には出さないけれど、輝さんが今一番欲しいと願っているもの、ううん、ひとり、がようやく、ようやく、なのだ。

　しばらくお互いに見つめ合って、探るような視線を交わし、無言の会話を続けた。

　そして、何かに思い至ったのか、はっと目を見開いた輝さんは、その思いをかみしめるように天井を仰ぐと、くっと唇を引き締めた。

「……あ、わかった？」

　くすくすと声をあげる私の頬を両手で挟み、輝さんは真剣な表情で問いかける。

「間違いじゃないよな？　勘違いじゃないよな？」

「うん、間違いでもなく勘違いでもないよ。今日、お医者様に診てもらった。今八週目。おめでとうございます。って言われちゃった」

　涙声になった言葉尻に照れながら、私は輝さんの首に飛びついた。

「ごめんね。私が妊娠できないのは小さい頃に味わった苦しみが影響しているのかと心配していたよね？　私も心配だったけど、ようやく赤ちゃんがやってきてくれました」

「そ……そうか、そうか。でかした。史郁、偉い偉い」

　誉めてくれるときのように、私の頭を撫でてくれるけれど、いつもと違うのは、その手が震えていると簡単にわかることだ。

　輝さんのお姉さんに赤ちゃんが産まれる度、顔を目いっぱい崩して笑い、楽しそうに遊んでいる輝さん。きっと、私との子供が欲しいのだろうとわかっていたけれど、なかなか妊娠できなかった。

　ふたり目不妊の治療を経験していた亜実さんに相談して、輝さんに内緒で検査を受けた。その結果、私が妊娠できない理由は見当たらなかった。

　輝さんに原因があるのか、もしくは私の精神的なものなのかと密かに悩んでいたけれど、ようやく妊娠できた。

　最近、仕事の愚痴が多くなったり、悩むことが増えたのも、妊娠によって精神が不安定になっているからなのかもしれない。そう思いながらも、母になるのだから、輝さんにプロポーズしたときのように強い自分にならなければと、悩みのループに突入した。その結果、もう一度『設計デザイン大賞』を狙ってみるなんてことを口にしてしまった。

　けれど、私が以前よりも輝さんに頼り、弱虫になっているのは事実だ。

　素敵なお母さんになって、この子を立派に育てる。そのために、私は強くならないといけないのに、その方法が見つけられなくて焦る。

　相変わらず震える手で私の頭や頬を撫でまわしていた輝さんは、徐々にその手を私のお腹に移して話しかける。

「きっと、この子のおかげで史郁は今まで以上に強くなれる。『設計デザイン大賞』なんて目じゃないくらいにな」

「え？　私が強くなれる？」

「そうだ、母は強しっていうだろ？　きっと史郁も例外じゃない。子供を産んで、肝っ玉母ちゃんになって、何があっても家族を守っていくんだ」

「肝っ玉母ちゃん……」

「ああ。いいよな、肝っ玉母ちゃん」

　輝さんは、私のお腹を気遣うように、そっと私を抱き寄せて、大きく息を吐き出した。私の背中をそろりそろりと撫でながら、何度も体を揺らしている。嬉しくてたまらないようだ。

「あ、さっき言っていた悩みなんだけど、輝さんにこの子の名前を考えてもらうから、よろしくね」

　輝さんに体を預け、お願いしてみた。

「それなら、もう決まってる」

「え？」

　悩みに悩むだろうと思っていた私の予想に反して、輝さんからはあっさりと答えが返ってきた。

「今、聞きたいか？」

「あ……ぜひ、聞きたい」

　どんな名前を考えていたのだろうかと気になって、せかすように輝さんの腕を掴んだ。

「いい名前だぞ？　男でも女でも違和感なし」

　自信ありげにそう言った輝さんは、私の耳元に唇を寄せる。

　私は息をひそめて答えを待つ。

「きわみ」

　耳に届いた名前は『きわみ』。

「極上の〝ごく〟。その漢字をあてて、きわみ、と読む。極上の人生を歩めるように、そんな願いを込めてこの名前にする」

「極……」

「ああ、結婚する前から決めていたんだ。いい名前だろ？　これに決定だ」

　輝さんの幸せに満ちた声で、この家族会議は終了したらしい。というより、私の意見は何ひとつ聞かれることもなく、名前は『極』に決定したようだ。

　もちろん、私には、何の異存もない。

「……私たちに負けない極上の人生を、送ってほしいね」

　今は膨らみも何もないお腹に手を置き、まだ見ぬわが子『極』の行く末が幸せで満ちるようにと、願う。

〝極上の人生〟を歩むように、そして、愛する人に愛される幸せを、この子も得られますようにと、祈る。

「肝っ玉母ちゃんは、頑張らなきゃ」

　決意を込めて、そう呟いた。

「お手柔らかに頼むよ」

　輝さんの明るい声に大きく頷き、これからも続いていく極上の人生に、わくわくした。
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あとがき




　こんにちは。惣そう領りょう莉り沙さです。

『極上の他人』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　両親からの愛情に恵まれず自分の居場所に不安を覚えている史郁と、そんな彼女を近くから遠くから、長きにわたり見守っている輝が寄り添っていく優しい時間。楽しんでいただけたのなら嬉しいです。

　自分の状況に俯き悲観的になるのではなく、心を開いて周囲を見回せば、きっと自分を必要としてくれる人はいるはずです。たとえそれが他人であったとしても、幸せだと思うことができれば、それが極上の人生ではないでしょうか。

　それにしても、輝のように強引上等で素敵な男性がいれば、すぐに幸せになれそうですよね。




　今回、私にとっては四冊目の書籍となるのですが、何かと敬遠されがちな『四』という数字を、私は『しあわせ』と読み大切にしています。その意味でもとても嬉しく、書籍化は本当に『しあわせ』な奇跡だと思っています。

　そんな奇跡を経験できるのも、私の作品を読んで下さり、後押しして下さる読者様のおかげです。本当にありがとうございます。これからも、読者様の『素敵なお暇つぶし作品』を書いていこうと思っていますのでよろしくお願いします。




　最後になりますが、担当編集として本当に近い距離感でお力を尽くして下さった大久保様、ありがとうございました。そして、今回で三冊目のお付き合いとなる編集協力の相川様、お世話になりました。

　さらに、前回、前々回同様、見惚れるほどの素敵なカバーイラストを描いて下さいました、もか様。ありがとうございました。




　携わってくださった皆様、そして何より読者様、これからも、よろしくお願いいたします。





惣領莉沙









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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